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鳥取県土木工事施工管理基準の全面改定の概要について 
 

令和 2年 12 月 

技術企画課 

 

１ 第１章 総則・第 4章 写真管理基準(一覧表を除く)の改正概要  ※新旧表を参照 

 ○ 国交省の施工管理基準に準じて、現行の基準を見直した。ただし、従来の県独自の基準のうち、品質管

理における適用区分、試験場所については現行どおりとしている。 

（１）県独自の基準を廃止するもの  

 項目 廃止内容 

第 1章総則 

5.管理項目及び方法 

（２）出来形管理 

 

 

 

 

 

 

（３）品質管理 

 

 

 

7．適用除外等 

 

 

 

 

 

 

9．参考 

 

第 4章写真管理基準 

4．その他 

 用語の定義 

 

 

 測定値が 10 点未満の場合、出来形管理図表の作成を出来形管理表(測定結果一覧表)

の作成に代えることが出来る。 

 維持的工事の出来形管理図表の作成の省略。 

⇒（変更後）工事成績の評定対象外工事は出来形管理図表の作成を省略可能。 

 工事完成図の作成。出来形数量計算書の作成。（共通仕様書に記載があるため） 

 舗装工事等で展開図を作成する場合、工事完成図の縦横断面図の省略。 

 使用材料集計一覧表の作成。 

 測定値が 10 点未満の場合、品質管理図表の作成を品質管理表（測定結果一覧表）の

作成に代えることが出来る。 

 小型構造物の種類について県独自区分を廃止。ただし、ブロック積工の胴込めコンク

リート等は小規模工種に含める。 

 以下の全項目を廃止。 

(1)特に軽微な工事、特殊な工事の管理基準の特記仕様書の明示。 

(2)軟弱地盤における出来形管理基準の適用除外、変更の特記仕様書での指定。 

(3)設計書に明示されているもの、路側構造物、監督員が指示するもの以外の、基準高

管理の適用除外。 

(4)構造計算上重要でない鋼材の適用除外。 

(5)設計図書に明示されていない、法肩、天端、法先の基準高及び法長の適用除外。 

 以下の全項目を廃止。 

(1)工程表の記入要領、(2)出来形管理資料の作成方法 

 

 

 「施工箇所」の用語の定義について、以下の但し書きを削除。 

・施工箇所とは、施工１ブロックをいう。(以降削除)ただし１ブロックでも形状、寸法、

規格等が変わるごとに１施工箇所とする。 

（２）県独自の基準を追加するもの  

  項目 追加内容 

第 4章写真管理基準 

2-4.写真の省略 

 

 監督員等が臨場した場合の出来形管理写真の省略について、不可視部は省略出来ない

ことを追加。 
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（３）国交省の基準にあわせて追加するもの  

  項目 追加内容 

第 1章総則 

5.管理項目及び方法 

（２）出来形管理 

 

8．その他 

 

第 4章写真管理基準 

1．適用範囲 

2-2.撮影方法 

2-3.情報化施工及び 3 次元ﾃﾞ

ｰﾀによる施工管理 

2-4.写真の省略 

2-5.写真の編集 

2-6.撮影の仕様 

 

 

 測定基準において測定箇所数「○○につき１ヶ所」となっている項目は、小数点以下

を切り上げた箇所数測定する。 

 (2)3 次元データによる出来形管理 

 (3)施工箇所が点在する工事の測定基準 

 

 フィルムカメラを使用した撮影～提出とする場合の写真管理基準を追加。 

 小黒板の判読が困難な場合の、電子納品における取扱を追加。 

 情報化施工及び 3次元ﾃﾞｰﾀによる施工管理における写真管理の規定の追加。 

 

 完成後に測定可能な部分の出来形管理写真の省略を追加。 

 小黒板の電子化における写真の編集について規定を追加。 

 デジタルカメラによる写真の有効画素数などの規定の追加。 

 

２ 第２章 出来形管理基準の改正概要  ※参考資料「出来形管理基準変更箇所一覧表」参照 

 ○ 国交省の最新（R2年度版）の出来形基準に準じて県基準を見直し。 

（１）新規に追加した工種  ※参考資料 P1～2 

 編章節 工種 概要 

3-2-3-24-3(共通的工種) 伸縮装置工(埋設型ｼﾞｮｲﾝﾄ) ・測定項目「表面の凹凸」、「仕上げ高さ」 

3-2-7-9-3(地盤改良工) 固結工(中層混合処理) ・測定項目「基準高」、「施工厚さ」、「幅」、「延長」 

3-2-3(共通的工種) 小段排水工 ・測定項目「厚さ」、「幅」※3-2-3-29-2 側溝工(場所打水路工

に準拠) 3-2-3(共通的工種) 縦排水工 

3-2-3(共通的工種) 張コンクリート工 ・測定項目「厚さ」※3-2-3-29-2 側溝工(場所打水路工に準拠) 

（２）ＩＣＴ活用による出来形管理基準、測定基準の新規追加  ※参考資料 P2～3 

  ① 掘削、盛土工、舗装工等において、３次元データを活用した「面管理による場合」の出来形管理基準

の追加。※国交省「ICT の全面的な活用」を実施する上での各種基準類に基づく。 

  ② 掘削工、盛土工、側溝工等において、「ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理要領」または「ＲＴＫ-Ｇ

ＮＳＳを用いた出来形管理要領」等の規定による管理を行う場合の測定基準の追加。 

（３）その他の主な変更  

① 『伸縮装置工(ｺﾞﾑｼﾞｮｲﾝﾄ)』の据付高さの「規格値」「測定基準」の変更 ※参考資料 P4 

現 

行 

規格値 

据付け高さ  舗装面に対し 0～－2 測定箇所 

表面の凹凸 3 

 

仕上げ高さ 舗装面に対し 0～－2 

測定基準 

車道端部及び中央部付近の 3点を測定。 

据付高さ：舗装面とゴムジョイントの段差 

仕上げ高さ：舗装面と後打ちコンクリートの段差 

表面の凹凸：ゴムジョイントと後打ちコンクリートの高低差 

改
正
後 

規格値 

据付け高さ   ±3 測定箇所 

表面の凹凸  3 

 

仕上げ高さ 舗装面に対し 0～－2 

測定基準 

高さについては車道端部及び中央部付近の 3点 

据付高さ：舗装面とゴムジョイントの段差 

仕上げ高さ：舗装面と後打ちコンクリートの段差 

表面の凹凸：ゴムジョイントと後打ちコンクリートの高低差 

表面の凹凸は長手方向（橋軸直角方向）に 3mの直線定規で測って凹凸が 3mm 以

下 
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② 舗装工の「規格値」、「測定基準」、「測定箇所」を国基準に統一 ※参考資料 P5～ 

・現行基準は工事規模にかかわらず規格値を国基準の中規模以上の規格値としていたが、国基準にあわせ

工事規模による規格値の区分を設けるとともに、厚さについては 10個測定値の平均による管理を追加。 

【例：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(下層路盤工)】 

現 

行 

規格値 

基準高▽ ±40 

厚さ  -45 

幅  -50 

測定基準 
基準高は延長 40ｍ毎に１ヶ所の割とし、道路中心線および端部で測定。厚さは 40ｍ毎に１ヶ所を掘り起こし

て測定。幅は、延長 40ｍ毎に１ヶ所の割に測定。 

改
正
後 

規格値 

測定項目 個々の測定値(Ｘ) 10 個の測定値の平均(X10) 

中規模以上 小規模以下 中規模以上 小規模以下 

基準高▽ ±40 ±50 ― ― 

厚さ -45 -45 -15 -15 

幅 -50 -50 ― ― 

測定基準 

基準高は延長 40ｍ毎に１ヶ所の割とし、道路中心線および端部で測定。厚さは各車線 200ｍ毎に１ヶ所を掘

り起こして測定。幅は、延長 80ｍ毎に１ヶ所の割に測定。ただし、幅は設計図書の測点によらず延長80ｍ以

下の間隔で測定することができる。 

測定箇所 

工事規模の考え方 

 中規模以上の工事とは、管理図等を描いた上での管理が可能な工事をいい、舗装施工面積が 10,000m2 以上

あるいは使用する基層および表層用混合物の総使用量が、3,000ｔ以上の場合が該当する。 

 小規模工事とは、中規模以上の工事より規模は小さいものの、管理結果を施工管理に反映できる規模の工

事をいい、同一工種の施工が数日連続する場合で、次のいずれかに該当するものをいう。 

①施工面積で 2,000m2 以上 10,000m2 未満 

②使用する基層及び表層用混合物の総使用量が 500t 以上 3,000t 未満 

 厚さは、個々の測定値が 10個に 9個以上の割合で規格値を満足しなければならないとともに、10個の測定

値の平均値（Ｘ10）について満足しなければならない。ただし、厚さのデータ数が 10個未満の場合は測定値

の平均値は適用しない。 

③ 橋梁付属物工『橋梁防護柵工、橋梁用高欄工』の「測定項目」の追加 ※参考資料 P20 

現 

行 

規格値 

幅Ｗ －5～＋10 測定箇所 

高さｈ －20～＋30 

 

  

測定基準 

１径間当たり両端と中央部の３ヶ所測定。 

改
正
後 

規格値 

天端幅 ｗ1 －5～＋10 測定箇所 

地覆の幅 ｗ2 －10～＋20 

 

高 さ ｈ1 －20～＋30 

高 さ ｈ2 －10～＋20 

有効幅員 ｗ3 0～＋30 

測定基準 

１径間当たり両端と中央部の３ヶ所測定。 

 

３ 第３章 品質管理基準の改正概要  ※参考資料「品質管理基準変更箇所一覧表」参照 

 ○ 国交省の最新（R2年度版）の品質管理基準に合わせて県基準を見直し。 

（１）新規に追加した工種   

 工種 試験項目等 参考資料 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製品(JISⅠ類・Ⅱ類、その他) JIS 製品：JIS ﾏｰｸの確認(写真撮影)、製品の外観検査 

その他：材料試験(ｺﾝｸﾘｰﾄ、鋼材)、製品の外観検査 等 
P6～8 

河川土工 
河川・海岸土工からの変更 

P25 

海岸土工 P26～27 

中層混合処理※全面改良の場合に摘要 配合決定のための土質試験、施工後強度試験 等 P36 

（２）新規に追加した試験項目   

  工種 種別 
試験

区分 
試験項目 試験方法 参考資料 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

排水性舗装工・透水性舗装工 

ﾌﾟﾗﾝﾄ 必須 水浸ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験 舗装調査・試験法便覧［3］-65 

P13 
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 ﾌﾟﾗﾝﾄ 必須 ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験 舗装調査・試験法便覧［3］-44 
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  工種 種別 
試験

区分 
試験項目 試験方法 参考資料 

ﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ試験 舗装調査・試験法便覧［3］-18 

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ 材料(JIS

除く) 

その他 骨材の微粒分試験 JISA1103、5005、5308 

固結工 材料 必須 土の一軸圧縮試験 JIS1216 

P21 ｹﾞﾙﾀｲﾑ試験  

施工 必須 改良体全長の連続性確認 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｺｱの目視 

覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ(NATM) 施工後試

験 

必須 ひび割れ調査 ｽｹｰﾙによる測定 

P31 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰによる強度推定調査 JSCE-G504-2013 

その他 ｺｱによる強度試験 JISA1107 

吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ(NATM) 施工 必須 吹付ｺﾝｸﾘｰﾄの初期強度(引抜せん断強度) JSCE-F561-2013 P32 

（２）廃止した試験項目   

  工種 種別 試験区分 試験項目 試験方法 参考資料 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工、転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ 

ｸﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

排水性舗装工・透水性舗装工 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ(高さ 15m 以上堰堤含む) 

材料 その他 骨材中の軟石量試験 JISA1126 P20 

 

 

P31 

（３）その他の主な変更  

① 「1 ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ」等における適用基準、試験基準の変更 

○ 適用基準の『小型構造物』から国に準拠した『小規模工種』に、従来の石・ﾌﾞﾛｯｸ積工等の基礎ｺﾝ、胴込ｺ 

ﾝ等を追加。 ※参考 土木工事施工管理基準第 1 章総則 

現
行 

小型構造物の種類 

品質管理基準「１．セメント・コンクリート」における小型構造物とは、以下のいずれかに該当する構造物のうち、

設計強度が 18Ｎ/㎜ 2 の無筋コンクリート（用心鉄筋や補強鉄筋、差筋のみを有する構造物を含む）をいう。 

（ア）石・ブロック積(張)工、大型ブロック積工、巨石張（積）工、補強土壁工における基礎コンクリート・胴（裏）

込コンクリート・天端（調整）コンクリート・小口止コンクリート等 

（イ）コンクリート断面積が１ｍ2 以下の連続している小型重力式擁壁、現場打水路工、縁石工、路肩保護コンクリ

ート、笠コンクリート、張コンクリート等（断面積が変化する場合は、平均高さの位置で判断すること。） 

（ウ）コンクリート体積が１ｍ3 以下の点在する標識工、防止柵工、路側防護柵工、照明灯の基礎コンクリート、集

水桝、階段工、コンクリートブロック製作工等 

（エ）（ア）～（ウ）のいずれかに類似するもの、もしくは同等程度以下の簡易なもの 

〔注〕適用に当たって、疑義が生じた場合は監督員と協議すること。 

改
正
後 

小規模工種 

品質管理基準「１．セメント・コンクリート」、「１９．吹付工」、「２０．現場吹付工」及び「２６．コンクリート

ダム」における小規模工種とは、以下の工種を除く工種とする。 

・橋台、橋脚、杭類（場所打杭、井筒基礎等）、橋梁上部工（桁、床版、高欄等）、擁壁工（高さ 1m以上）、函渠工、

樋門、樋管、水門、水路（内幅 2.0m 以上）、護岸、ダム及び堰、トンネル、舗装、その他これらに類する工種及

び特記仕様書で指定された工種。ただし、石・ブロック積(張)工、大型ブロック積工、巨石張（積）工、補強土

壁工における基礎コンクリート・胴（裏）込コンクリート・天端（調整）コンクリート・小口止コンクリート等

で設計強度が 18Ｎ/㎜ 2 の無筋コンクリート（用心鉄筋や補強鉄筋、差筋のみを有する構造物を含む）、は小規

模工種に含むものとする。 

○適用基準を国に準じて以下のとおり変更。※参考資料 P2～5 

現行 
小型構造物で総使用量が 50ｍ3 未満の場合は、レディーミクストコンクリート工場の品質証明書等のみとする

ことができる。 

改正後 
小規模工種で 1工種当りの総使用量が 50m3 未満の場合は 1工種 1回以上の試験、またはレディーミクストコン

クリート工場の品質証明書等のみとすることができる。 
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○単位水量測定の規格値・試験基準を国に準じて以下のとおり変更。 ※参考資料 P3 

現
行 

規

格

値 

1) 測定した単位水量が、配合設計±15kg/m3 の範囲にある場合はそのまま施工してよい。 

2) 測定した単位水量が、配合設計±15㎏/m3 を超え±20kg/m3 の範囲にある場合は、水量変動の原因を調査し、

生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、配合設計±15kg/m3 以内で安定する

まで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。 

3) 配合設計±20kg/m3 の指示値を超える場合は、生コンを打込まずに、持ち帰らせ、水量変動の原因を調査し、

生コン製造業者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を行い、配合設計±20kg/m3 以内

になることを確認する。更に、配合設計±15kg/m3 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の

測定を行う。 

試

験

基

準 

・１日当たりの打設量が 100ｍ3以上の場合に行う。 

・２回/日（午前１回、午後１回） 

・なお、管理値（配合設計±15kg/m3）または指示値（配合設計±20kg/m3）を超える場合は、１回に限り再試験

を実施することができる。再試験を実施した場合は２回の測定結果のうち、配合設計との差の絶対値の小さい方

で評価してよい。（なお～は規格値） 

改
正
後 

規

格

値 

1）測定した単位水量が、配合設計±15kg/m3 の範囲にある場合はそのまま施工してよい。 

2）測定した単位水量が、配合設計±15kg/m3 を超え±20kg/m3 の範囲にある場合は、水量変動の原因を調査し、

生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、配合設計±15kg/m3 以内で安定する

まで、運搬車の 3台毎に 1回、単位水量の測定を行う。なお、「15kg/m3 以内で安定するまで」とは、2回連続

して 15kg/m3 以内の値を観測することをいう。 

3）配合設計±20kg/m3 の指示値を越える場合は、生コンを打込まずに、持ち帰らせ、水量変動の原因を調査し、

生コン製造業者に改善を指示しなければならない。その後の配合設計±15kg/m3 以内になるまで全運搬車の測

定を行う。なお、測定値が管理値または指示値を超えた場合は 1 回に限り再試験を実施することができる。再

試験を実施したい場合は 2回の測定結果のうち、配合設計との差の絶対値の小さい方で評価してよい。 

試

験

基

準 

100m3／日以上の場合； 

2回／日（午前 1回、午後１回）以上、重要構造物※の場合は重要度に応じて、100m3～150m3 ごとに１回、及び

荷卸し時に品質変化が認められたときとし、測定回数は多い方を採用する。 

※重要構造物とは、鳥取県県土整備部土木工事監督基準に示す構造物とする。 

○ひび割調査の摘要に、以下の項目を追加 ※参考資料 P5 

      ・ひび割れ幅が 0.2mm 以上の場合は、「ひび割れ発生状況の調査」を実施する。 

② 路盤、舗装関係の試験基準、摘要の変更 

 ○ 国に準じて施工規模毎の試験基準を追加 ※参考資料 P13～19 

  【例】下層路盤工 ［材料・必須］修正 CBR 試験 
   試験基準 摘要(変更に伴う追加分のみ記載) 

現

行 

施工前及び材料変更時 記載なし 

改

正

後 

・中規模以上の工事： 

施工前、材料変更時 

・小規模以下の工事： 

施工前 

・中規模以上の工事とは、管理図を描いた上での管理が可能な工事をいい、舗装施工

面積が 10,000m2 あるいは使用する基層及び表層用混合物の総使用量が 3,000t 以

上の場合が該当する。 

・小規模工事は管理結果を施工管理に反映できる規模の工事をいい、同一工種の施工

が数日連続する場合で、以下のいずれかに該当するものをいう。 

①施工面積で 1,000m2 以上 10,000m2 未満 

②使用する基層及び表層用混合物の総使用量が 500t 以上 3,000ｔ未満(コンクリ

ートでは 400m3 以上 1,000m3 未満) 

ただし、以下に該当するものについても小規模工事として取り扱うものとする。 

1)アスファルト舗装：同一配合の合材が 100t 以上のもの 

 ○ 国に準じて「現場密度の測定」 試験方法・試験基準を変更 ※参考資料 P18 

  【例】下層路盤工 ［施工・必須］現場密度の測定 
   試験方法 試験基準 

現

行 

舗装調査・試験法便覧[4]-

191 

・締固め度は、個々の測定値が最大乾燥密度の 93％を下回ってはならない。 

・また、10 個の測定値の平均値 X10 が規格値を満足しなければならない。なお、10

個の測定値が得がたい場合は３個の測定値の平均値 X3 が規格値を満足していなけ

ればならないが、X3 が規格値をはずれた場合は、さらに３個のデータを加えた平

均値 X6が規格値を満足していればよい。 

・500 ㎡につき１個（＝１孔）の割合で行う。ただし、1,500 ㎡未満の工事は１工事

につき３個以上とする。 

改

正

後 

舗装調査・試験法便覧 [4]-

256 

砂置換法（JIS A 1214） 

砂置換法は、最大粒径が

53mm 以下の場合のみ適用で

きる 

・締固め度は、個々の測定値が最大乾燥密度の 93％以上を満足するものとし、かつ

平均値について以下を満足するものとする。 

・締固め度は、10 孔の測定値の平均値 X10 が規格値を満足するものとする。また、

10孔の測定値が得がたい場合は3孔の測定値の均値X3が規格値を満足するものと

するが、X3が規格値をはずれた場合は、さらに 3孔のデータを加えた均値 X6が規

格値を満足していればよい。 

・1工事あたり 3,000m2 を超える場合は、10,000m2 以下を 1ロットとし、1ロットあ

たり 10孔で測定する。 

（例） 

3,001～10,000m2：10 孔 
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10,001m2 以上の場合、10,000m2 毎に 10 孔追加し、測定箇所が均等になるように設

定すること。 

例えば 12,000m2 の場合：6,000m2／1 ロット毎に 10孔、合計 20孔 

なお、1 工事あたり 3,000m2 以下の場合（維持工事を除く）は、1 工事あたり 3 孔以

上で測定する。 

③ 盛土工事（補強土壁工、河川土工、道路土工）における「現場密度の測定」の規格値等の変更 

    ○ 国に準じて規格値等を変更 

     【例】補強土壁工 ※参考資料 P23 
   試験方法 規格値 試験基準 摘要 

現

行 

最大粒径≦53 ㎜： 

JIS A 1214 

JIS A 1210 A･B 法 

最大粒径＞53 ㎜： 

舗装調査・試験法便

覧[4]-18 

最大乾燥密度の 90％以上 ・500m3 につき１箇所

（＝３孔）の割合で行

う。ただし、1,500m3未

満の工事は１工事当

たり３箇所以上。 

・左記の規格値を満たして

いても、規格値を著しく下

回っている点が存在した

場合は、監督員との協議の

上で、（再）転圧を行うもの

とする。 

改

正

後 

最大粒径≦53 ㎜： 

砂 置 換 法 （ JIS 

A1214） 

最大粒径＞53 ㎜： 

舗装調査・試験法便

覧 [4]-256 

突砂法 

次の密度への締固めが可能な範囲の含水

比において、最大乾燥密度の 95％以上（締

固め試験（JIS A 1210）A・B法）もしくは

90％以上（締固め試験（JIS A 1210）C・D・

E法）。 

ただし、JIS A 1210 C・D・E法での管理

は、標準の施工仕様よりも締固めエネルギ

ーの大きな転圧方法（例えば、標準よりも

転圧力の大きな機械を使用する場合や１

層あたりの仕上り厚を薄くする場合）に適

用する。 

または、設計図書による。 

500m3につき 1回の割合

で行う。ただし、1,500m3

未満の工事は 1 工事当

たり 3回以上。 

1回の試験につき3孔で

測定し、3孔の最低値で

判定を行う。 

・橋台背面アプローチ部に

おける規格値は、下記の通

りとする。 

（締固め試験（JIS A 1210）

C・D・E法） 

【一般の橋台背面】 

平均 92％以上、かつ最小

90％以上 

【インテグラルアバット構

造の橋台背面】 

平均 97％以上、かつ最小

95％以上 

      ※RI 計器を用いた場合、TS・GNSS を用いた管理の変更点は別紙参照。 

 

 

４ 第４章 写真管理基準の改正概要  ※別紙「写真管理基準変更箇所一覧表」参照 

 ○ 国交省の最新（R2年度版）の写真管理基準に合わせ、工種、撮影項目等を見直し。 

（１）新規に追加した工種  ※参考資料 P1～2 

 ○ 出来形、品質管理基準の工種の追加等に伴う写真管理基準の見直し。 

【品質管理】 
工種 撮影項目 撮影頻度〔時期〕 

中層混合処理 ﾃｰﾌﾞﾙﾌﾛｰ試験 適宜〔試験実施中〕 

土の一軸圧縮試験 材質毎に１回〔試験実施中〕 

【出来形管理】 
編章節 工種 撮影項目 

3-2-3（共通的工

種） 

小段排水工 幅、厚さ 

縦排水工 幅、厚さ 

張コンクリート工 幅 

3-2-6-12-11 

（一般舗装工） 

コンクリート舗装工（連続鉄筋コンクリート舗装工） 石粉、プライムコート、鉄筋寸法・位置、横膨張目地部

ダウェルバー寸法・位置、縦そり突合せ目地部・縦そりダミ

ー目地部タイバー寸法・位置、平坦性、厚さ、目地段差 

3-2-7-9-2 

（地盤改良工） 

固結工(中層混合処理) 施工厚さ、幅 

3-2-15-3 

（擁壁工） 

盛土補強工 

（補強土（テールアルメ工法）（多数アンカー式補強

土工法）（ジオテキスタイルを用いた補強土工法） 

高さ、鉛直度 

その他 維持修繕工関係 

応急処置 

処理の状況 

 

（２）ＩＣＴ活用による写真管理基準の新規追加  ※参考資料 P2～4 

○ 掘削、盛土工、舗装工等において、３次元データ等を活用した出来形管理、品質管理を実施した場合に

おける写真管理基準の追加。 
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（３）新規に追加した撮影項目  ※参考資料 P1 

 ○ 品質管理試験の追加に伴う項目の追加。 

 【品質管理】 

 工種 撮影項目 撮影頻度〔時期〕 

ｸﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(舗装現場) 温度測定 合材の種類毎に１回〔試験実施中〕 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（ﾌﾟﾗﾝﾄ） 

排水性舗装工・透水性舗装工(ﾌﾟﾗﾝﾄ) 

ﾌﾟﾗﾝﾄ再生舗装工(ﾌﾟﾗﾝﾄ) 

水浸ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験 

ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ試験 

ﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ試験 

排水性舗装工・透水性舗装工(ﾌﾟﾗﾝﾄ) ｶﾝﾀﾌﾞﾛ試験 

吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ(NATM) 吹付ｺﾝｸﾘｰﾄの初期強度 ﾄﾝﾈﾙ施工延長 40m ごとに 1回 

 

（４）廃止した撮影項目  ※参考資料 P2 

 ○ 国交省の基準に合わせて一部の項目を廃止。 

【出来形管理】 

 編章節 工種 撮影項目 撮影頻度〔時期〕 

1-3-7（鉄筋工） ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 打継目処理、締固施工状況 工種種別毎に 1回〔施工時〕 

養生 養生状況 工種種別毎に 1回、養生方法毎に1回〔養生時〕 

3-2-3-18（共通工種） 

7-2-6-3（根固め工） 

根固めﾌﾞﾛｯｸ工 据付状況 1施工箇所に 1回〔施工後〕 

7-2-7-3（消波工） 消波ブロック工 

8-3-6-4（山腹水路工） 山腹明暗渠工 管布設状況 全数〔埋め戻し前〕 

 

（５）その他の変更した写真管理項目  ※参考資料 P4～ 

 ○ 国交省の基準に合わせて一部の写真管理項目を見直し。 

【全体】 

区分 工種 現行 改正後 

施工状況 工事施工中  
撮影項目 撮影頻度 

施工中の写真 高度技術・創意工夫・社会性等に関す

る実施状況が確認できるように適宜

〔施工中〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

施工中の写真 創意工夫・社会性等に関する実施状

況が確認できるように適宜〔施工中〕 
 

【品質管理】※変更した撮影項目のみ記載 

番号 工種 現行 改正後 

31 工場製作工  
撮影項目 撮影頻度 

在庫品切出状況 形状毎に１回〔切出時〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

在庫品切出 当初の物件で１枚〔切出時〕※他は焼き増し 
 

【出来形管理】※変更した撮影項目のみ記載 

編章節 工種 現行 改正後 

1-2-3-4(河

川・海岸・

砂防土工) 

盛土補強工 
（補強土（テールアル

メ）壁工法）、（多数アン

カー式補強土工法）、

（ジオテキスタイルを

用いた補強土工法） 

 
撮影項目 撮影頻度 

控え長さ 40ｍ又は１施工箇所に１回    

各層ごとに全景１回〔施工後〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

控え長さ 120ｍ又は１施工箇所に１回    

〔施工後〕 

※撮影項目「厚さ」と同じ撮影頻度に変更 

1-3-7-4-

1(鉄筋工) 

組立て 

 

 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

位置、間隔、 

継手寸法 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設毎に１回 

(重要構造物かつ主鉄筋について適

用) 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

平均間隔、 

継手寸法 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設毎に１回 

(重要構造物かつ主鉄筋について適

用) 
 

3-2-4-4

（基礎工） 

 

 

 

3-2-4-5

（基礎工） 

既製杭工 

（既製コンクリート

杭）（鋼管杭）（H 鋼

杭） 

 

場所打杭工 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

偏心量 1 施工箇所毎 10 本に 1 回。1 施工箇所が 10

本以下の場合は 2 回。〔打込後〕 

根入長 1 施工箇所毎 10 本に 1 回。1 施工箇所が 10

本以下の場合は 2 回。〔施工中〕 

杭頭処理

状況 

1 施工箇所毎 10 本に 1 回。1 施工箇所が 10

本以下の場合は 2 回。〔処理前、中、後〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

偏心量 1 施工箇所に 1 回〔打込後〕 

 

根入長 1 施工箇所に 1 回〔施工中〕 

 

杭頭処理

状況 

1 施工箇所に 1 回〔処理前、中、後〕 
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編章節 工種 現行 改正後 

3-2-4-5

（基礎工） 

場所打杭工 

 

 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

鉄筋組立

状況 

1 施工箇所毎 10 本に 1 回。1 施工箇所が 10

本以下の場合は 2 回。〔組立後〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

鉄筋組立

状況 

1 施工箇所に 1 回〔組立後〕 

 
 

3-2-7-9-1

（地盤改良

工） 

 

 

固結工 

（粉末噴射攪拌工） 

（高圧噴射攪拌工） 

（スラリー攪拌工） 

（生石灰パイル工） 

 
撮影項目 撮影頻度 

深度 1 施工箇所毎 10 本に 1 回。1 施工箇所が 10

本以下の場合は 2 回。〔打込後〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

深度 1 施工箇所に 1 回〔打込前後〕 

 
 

3-2-14-4

（法面工） 

法枠工 
（現場打法枠工） 

(現場吹付法枠工） 

 
撮影項目 撮影頻度 

配筋状況 400 ㎡に 1 回又は１施工箇所につき２箇所 

〔吹付前〕 

アンカー

バー設置

状況 

400 ㎡に 1 回又は１施工箇所につき２箇所 

〔吹付前〕 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

配筋状況 400 ㎡に 1 回又は１施工箇所に１回 

〔吹付前〕 

アンカー

バー設置

状況 

400 ㎡に 1 回又は１施工箇所に１回 

〔吹付前〕 

 

3-2-14-6

（法面工） 

アンカー工 

 

 

 

 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

削孔深さ 1 施工箇所毎 10 本に 1 回。1 施工箇所が 10

本以下の場合は 2 回。〔削孔後〕 

配置誤差 1 施工箇所毎 10 本に 1 回。1 施工箇所が 10

本以下の場合は 2 回。〔施工後〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

削孔深さ 1 施工箇所に 1 回〔削孔後〕 

 

配置誤差 1 施工箇所に 1 回〔施工後〕 

 
 

9-3-3(ﾎﾞｰﾘ

ﾝｸﾞ工) 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 

 

 

 

 

 

 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

ボーリング状況 

水押テスト状況 

グラウト状況 

深度 

配置誤差 

ブロック毎に１回〔施工中〕 

深度 全数〔施工中〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

ボーリング状況 

水押テスト状況 

グラウト状況 

深度 

配置誤差 

ブロック毎に１回〔施工中〕 

 

10-1-11-

6(落石雪害

防止工) 

防雪工 

 

 

 

 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

高さ 200ｍ又は１施工箇所に１回〔施工

後〕 

基礎幅 

基礎高さ 

10 基に１回。10 基以下の場合は２

回。〔施工後〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

高さ 

基礎幅 

基礎高さ 

200m 又は１施工箇所に 1 回〔施工後〕 

 

10-1-11-

7(落石雪害

防止工) 

雪崩予防柵工 

 

 

 

 

 

 
撮影項目 撮影頻度 

高さ １施工箇所に１回〔施工後〕 

基礎幅 

基礎高さ 

10 基に１回。10 基以下の場合は２

回。〔施工後〕 
 

 
撮影項目 撮影頻度 

高さ 

基礎幅 

基礎高さ 

１施工箇所に 1 回〔施工後〕 
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-
 
1 

- 

鳥
取
県
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
（
第

1
章
総
則
・
第

4
章
写
真
管
理
基
準
）
 
新
旧
対
照
表
 

改
 
 
正
 
 
後
 

改
 
 
正
 
 
前
 

第
１
章
 
総
 
則
 

  
こ
の
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
(以

下
、
「
管
理
基
準
」
と
す
る
。
)は

、
鳥
取
県
土
木
工
事
共
通
仕
様
書
共
通
編
第
１
編
１
－
１
－
24
「
施
工
管
理
」
に
規
定
す
る
土
木
工

事
の
施
工
管
理
及
び
規
格
値
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
 

 １
．
目
  
的
 

こ
の
管
理
基
準
は
、
土
木
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
、
契
約
図
書
に
定
め
ら
れ
た
工
期
、
工
事
目
的
物
の
出
来
形
及
び
品
質
規
格
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 ２
．
適
  
用
 

こ
の
管
理
基
準
は
、
鳥
取
県
県
土
整
備
部
(各

総
合
事
務
所
、
西
部
総
合
事
務
所
日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
県
土
整
備
局
及
び
各
県
土
整
備
事
務
所
を
含
む
。
)が

発
注
す
る
土

木
工
事
に
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
設
計
図
書
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
仮
設
構
造
物
等
は
除
く
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
工
事
の
種
類
、
規
模
、
施
工
条
件
等
に
よ
り
、
こ
の
管

理
基
準
に
よ
り
が
た
い
場
合
、
ま
た
は
、
基
準
、
規
格
値
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
工
種
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
と
協
議
の
上
、
施
工
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 ３
 
構
 
成
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工
程
管
理
 

 
 
 
 
 
 
施
工
管
理
 
 
 
 
出
来
形
管
理
 

（
工
事
写
真
を
含
む
）
 
 
品
質
管
理
 

  ４
．
管
理
の
実
施
 

 （
１
）
受
注
者
は
、
工
事
施
工
前
に
、
施
工
管
理
計
画
及
び
施
工
管
理
担
当
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
２
）
施
工
管
理
担
当
者
は
、
当
該
工
事
の
施
工
内
容
を
把
握
し
、
適
切
な
施
工
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
３
）
受
注
者
は
、
測
定
（
試
験
）
等
を
工
事
の
施
工
と
平
行
し
て
、
管
理
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
よ
う
速
や
か
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
４
）
受
注
者
は
、
測
定
（
試
験
）
等
の
結
果
を
そ
の
都
度
管
理
図
表
等
に
記
録
し
、
適
切
な
管
理
の
も
と
に
保
管
し
、
監
督
員
の
請
求
に
対
し
速
や
か
に
提
示
す
る
と
と
も

に
、
工
事
完
成
時
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 ５
．
管
理
項
目
及
び
方
法
 

 （
１
）
工
程
管
理
 

受
注
者
は
、
工
事
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
工
程
管
理
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
バ
ー
チ
ャ
ー
ト
方
式
な
ど
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
応
急
処
理
又
は
維
持
工
事
等

の
当
初
工
事
計
画
が
困
難
な
工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
省
略
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 （
２
）
出
来
形
管
理
 

受
注
者
は
、
出
来
形
を
出
来
形
管
理
基
準
に
定
め
る
測
定
項
目
及
び
測
定
基
準
に
よ
り
実
測
し
、
設
計
値
と
実
測
値
を
対
比
し
て
記
録
し
た
出
来
形
管
理
図
表
を
作
成

し
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
測
定
基
準
に
お
い
て
測
定
箇
所
数
「
○
○
に
つ
き
１
ヶ
所
」
と
な
っ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
以
下
を
切
り
上
げ
た
箇
所

数
測
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
工
事
成
績
評
定
要
領
に
お
い
て
工
事
成
績
の
評
定
対
象
外
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
が
特
に
指
示
し
た
場
合
を
除
き
、
点
数
に
関
わ
ら
ず
出
来
形
管
理

図
表
の
作
成
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 
 

    

（
３
）
品
質
管
理
 

ア
 
受
注
者
は
、
品
質
を
品
質
管
理
基
準
に
定
め
る
試
験
項
目
、
試
験
方
法
及
び
試
験
基
準
に
よ
り
管
理
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
管
理
内
容
に
応
じ
て
、
品
質
管
理
図

表
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 イ
 
こ
の
品
質
管
理
基
準
の
適
用
は
、
下
記
に
掲
げ
る
工
種
（
ア
）
～
（
エ
）
の
条
件
に
該
当
す
る
工
事
を
除
き
、
試
験
区
分
で
「
必
須
」
と
な
っ
て
い
る
試
験
項
目

は
、
全
面
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
（
ア
）
～
（
エ
）
の
条
件
に
該
当
す
る
工
事
で
あ
っ
て
も
、
監
督
員
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ま
た
、
試
験
区
分
で
「
そ
の
他
」
と
な
っ
て
い
る
試
験
項
目
は
、
特
記
仕
様
書
で
指
定
す
る
も
の
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
ア
）
路
盤
 
 
 
※
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

①
施
工
面
積
が

50
0ｍ

2
未
満
の
場
合
 

②
仮
設
道
路
の
路
盤
 

（
イ
）
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
 

同
一
配
合
の
合
材
が

50
ｔ
未
満
の
場
合
 

（
ウ
）
土
工
 

施
工
規
模
が

50
ｍ
3
未
満
の
場
合
 

（
エ
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
捨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
場
合
 

第
１
章
 
総
 
則
 

  
こ
の
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
は
、
鳥
取
県
土
木
工
事
共
通
仕
様
書
共
通
編
第
１
編
１
－
１
－
23
「
施
工
管
理
」
に
規
定
す
る
土
木
工
事
の
施
工
管
理
及
び
規
格
値
の
基
準

を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
 

 １
．
目
  
的
 

こ
の
管
理
基
準
は
、
土
木
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
、
契
約
図
書
に
定
め
ら
れ
た
工
期
、
工
事
目
的
物
の
出
来
形
及
び
品
質
規
格
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 ２
．
適
  
用
 

こ
の
管
理
基
準
は
、
鳥
取
県
県
土
整
備
部
及
び
各
総
合
事
務
所
県
土
整
備
局
が
発
注
す
る
土
木
工
事
に
適
用
す
る
。
 
た
だ
し
、
設
計
図
書
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
仮
設

構
造
物
等
は
除
く
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
工
事
の
種
類
、
規
模
、
施
工
条
件
等
に
よ
り
、
こ
の
管
理
基
準
に
よ
り
が
た
い
場
合
は
、
監
督
員
と
協
議
の
上
、
施
工
管
理
を
行

う
も
の
と
す
る
。
 

 ３
 
構
 
成
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工
程
管
理
 

 
 
 
 
 
 
施
工
管
理
 
 
 
 
出
来
形
管
理
 

（
工
事
写
真
を
含
む
）
 
 
品
質
管
理
 

  ４
．
管
理
の
実
施
 

 （
１
）
受
注
者
は
、
工
事
施
工
前
に
、
施
工
管
理
計
画
及
び
施
工
管
理
担
当
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
２
）
施
工
管
理
担
当
者
は
、
当
該
工
事
の
施
工
内
容
を
把
握
し
、
適
切
な
施
工
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
３
）
受
注
者
は
、
測
定
（
試
験
）
等
を
工
事
の
施
工
と
平
行
し
て
、
管
理
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
よ
う
速
や
か
に
実
施
し
 
 
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
４
）
受
注
者
は
、
測
定
（
試
験
）
等
の
結
果
を
そ
の
都
度
管
理
図
表
等
に
記
録
し
、
適
切
な
管
理
の
も
と
に
保
管
し
、
監
督
員
の
請
求
に
対
し
速
や
か
に
提
示
す
る
と
と
も

に
、
工
事
完
成
時
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 ５
．
管
理
項
目
及
び
方
法
 

（
１
）
工
程
管
理
 

受
注
者
は
、
工
事
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
工
程
管
理
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
バ
ー
チ
ャ
ー
ト
方
式
な
ど
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
応
急
処
理
又
は
維
持
工
事

等
の
当
初
工
事
計
画
が
困
難
な
工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
省
略
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

（
２
）
出
来
形
管
理
 

ア
 
受
注
者
は
、
出
来
形
を
出
来
形
管
理
基
準
に
定
め
る
測
定
項
目
及
び
測
定
基
準
に
よ
り
実
測
し
、
設
計
値
と
実
測
値
を
対
比
し
て
記
録
し
た
出
来
形
管
理
図
表
を

作
成
し
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
測
定
値
が

10
点
未
満
の
場
合
は
出
来
形
管
理
表
（
測
定
結
果
一
覧
表
）
の
作
成
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  
 
た
だ
し
、
維
持
的
工
事
（
伐
開
、
河
床
掘
削
、
舗
装
補
修
、
道
路
維
持
、
植
樹
管
理
等
）
や
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
が
特
に
指

示
し
た
場
合
を
除
き
、
点
数
に
関
わ
ら
ず
出
来
形
管
理
図
表
の
作
成
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

イ
 
受
注
者
は
、
共
通
仕
様
書
第
１
編
１
－
１
－
19
「
工
事
完
成
図
」
に
基
づ
く
工
事
完
成
図
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

な
お
、
舗
装
工
事
等
で
展
開
図
を
作
成
す
る
場
合
は
、
縦
断
面
図
及
び
横
断
面
図
は
省
略
で
き
る
。
 

ウ
 
受
注
者
は
、
共
通
仕
様
書
第
３
編
１
－
１
－
６
「
数
量
の
算
出
」
に
基
づ
く
出
来
形
数
量
計
算
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
 

エ
 
受
注
者
は
、
使
用
材
料
集
計
一
覧
表
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
ウ
の
出
来
形
数
量
計
算
書
で
材
料
の
使
用
数
量
が
確
認
で
き
る
材
料
に
つ
い
て
は
、

作
成
不
要
と
す
る
。
 

（
３
）
品
質
管
理
 

ア
 
受
注
者
は
、
品
質
を
品
質
管
理
基
準
に
定
め
る
試
験
項
目
、
試
験
方
法
及
び
試
験
基
準
に
よ
り
管
理
し
、
そ
の
管
理
内
容
に
応
じ
て
、
品
質
管
理
図
表
を
作
成
す

る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
測
定
値
が

10
点
未
満
の
場
合
は
品
質
管
理
表
（
測
定
結
果
一
覧
表
）
の
作
成
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

ま
た
、
図
の
形
式
は
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
、
ｘ
－
Ｒ
、
ｘ
－
Ｒ
ｓ
－
Ｒ
ｍ
な
ど
を
標
準
と
す
る
。
 

イ
 
こ
の
品
質
管
理
基
準
の
適
用
は
、
下
記
に
掲
げ
る
工
種
（
ア
）
～
（
エ
）
の
条
件
に
該
当
す
る
工
事
を
除
き
、
試
験
区
分
で
「
必
須
」
と
な
っ
て
い
る
試
験
項
目

は
、
全
面
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
（
ア
）
～
（
エ
）
の
条
件
に
該
当
す
る
工
事
で
あ
っ
て
も
、
監
督
員
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ま
た
、
試
験
区
分
で
「
そ
の
他
」
と
な
っ
て
い
る
試
験
項
目
は
、
特
記
仕
様
書
で
指
定
す
る
も
の
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
ア
）
路
盤
 
 
 
※
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

①
施
工
面
積
が

50
0ｍ

2
未
満
の
場
合
 

②
仮
設
道
路
の
路
盤
 

（
イ
）
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
 

同
一
配
合
の
合
材
が

50
ｔ
未
満
の
場
合
 

（
ウ
）
土
工
 

施
工
規
模
が

50
ｍ
3
未
満
の
場
合
 

（
エ
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

 
 
 
 
 
 
 
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
捨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
場
合
 

～9～



-
 
2 

- 

改
 
 
正
 
 
後
 

改
 
 
正
 
 
前
 

ウ
 
試
験
場
所
 

品
質
管
理
に
お
け
る
、
試
験
ま
た
は
測
定
は
、
次
の
場
所
で
行
う
。
な
お
、
以
下
に
よ
り
が
た
い
場
合
は
、
監
督
員
と
受
注
者
が
協
議
の
上
定
め
る
。
 

（
ア
）
受
注
者
の
試
験
室
ま
た
は
受
注
者
か
ら
委
託
さ
れ
た
民
間
試
験
機
関
 

（
イ
）
工
事
現
場
 

（
ウ
）
工
場
製
品
の
製
造
工
場
 

（
エ
）
公
的
試
験
機
関
ま
た
は
財
団
法
人
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
 

エ
 
小
規
模
工
種
 

 
 
 
 
 
品
質
管
理
基
準
「
１
．
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
、
「
１
９
．
吹
付
工
」
、
「
２
０
．
現
場
吹
付
工
」
及
び
「
２
６
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
」
に
お
け
る
小

規
模
工
種
と
は
、
以
下
の
工
種
を
除
く
工
種
と
す
る
。
 

・
橋
台
、
橋
脚
、
杭
類
（
場
所
打
杭
、
井
筒
基
礎
等
）
、
橋
梁
上
部
工
（
桁
、
床
版
、
高
欄
等
）
、
擁
壁
工
（
高
さ

1m
以
上
）
、
函
渠
工
、
樋
門
、
樋
管
、
水
門
、

水
路
（
内
幅

2.
0m

以
上
）
、
護
岸
、
ダ
ム
及
び
堰
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
種
及
び
特
記
仕
様
書
で
指
定
さ
れ
た
工
種
。
た
だ
し
、
石
・

ブ
ロ
ッ
ク
積
(張

)工
、
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
、
巨
石
張
（
積
）
工
、
補
強
土
壁
工
に
お
け
る
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
胴
（
裏
）
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
天
端
（
調
整
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
小
口
止
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
設
計
強
度
が

18
Ｎ
/㎜

 2
 の

無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
用
心
鉄
筋
や
補
強
鉄
筋
、
差
筋
の
み
を
有
す
る
構
造
物
を
含

む
）
は
小
規
模
工
種
に
含
む
も
の
と
す
る
。
 

    ６
．
規
格
値
 

受
注
者
は
、
出
来
形
管
理
基
準
及
び
品
質
管
理
基
準
に
よ
り
測
定
し
た
各
実
測
（
試
験
・
検
査
・
計
測
）
値
は
す
べ
て
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

測
定
し
な
い
箇
所
に
つ
い
て
も
、
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

（
削
除
）
 

        ７
．
そ
の
他
 

（
１
）
工
事
写
真
 

受
注
者
は
、
工
事
写
真
を
施
工
管
理
の
手
段
と
し
て
、
各
工
事
の
施
工
段
階
及
び
工
事
完
成
後
明
視
で
き
な
い
箇
所
の
施
工
状
況
、
出
来
形
寸
法
、
品
質
管
理
状
況
、

工
事
中
の
災
害
写
真
等
を
写
真
管
理
基
準
に
よ
り
撮
影
し
、
適
切
な
管
理
の
も
と
に
保
管
し
、
監
督
員
の
請
求
に
対
し
速
や
か
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
工
事
完
成
時
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 

（
削
除
）
 

         

 （
２
）
情
報
化
施
工
 

10
,0
00
m3

以
上
の
土
工
の
出
来
形
管
理
に
つ
い
て
は
、
「
情
報
化
施
工
技
術
の
使
用
原
則
化
に
つ
い
て
」
（
平
成

25
年

3
月

15
日
付
け
国
官
技
第

29
1
号
、
国
総
公

第
13
3
号
）
に
よ
る
。
  
た
だ
し
、
「
Ｔ
Ｓ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
」
は
「
Ｔ
Ｓ
等
光
波
方
式
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
に

読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
「
Ｔ
Ｓ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
の
監
督
・
検
査
要
領
（
河
川
土
工
編
）
」
及
び
「
Ｔ
Ｓ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
の
監
督
・
検
査
要
領
（
道
路
土

工
編
）
」
は
「
Ｔ
Ｓ
等
光
波
方
式
を
用
い
た
出
来
形
管
理
の
監
督
･ 
検
査
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

（
３
）
３
次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
出
来
形
管
理
 

 
 
 
土
工
に
お
い
て
、
3
次
元
デ
ー
タ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
を
行
う
場
合
は
、
管
理
基
準
の
ほ
か
、
「
地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工

編
）
（
案
）
」
、
「
空
中
写
真
測
量
（
無
人
航
空
機
）
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
、
「
無
人
航
空
機
搭
載
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た

出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
、
「
Ｔ
Ｓ
 等

光
波
方
式
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
、
「
Ｔ
Ｓ
（
ノ
ン
プ
リ
ズ
ム
方
式
）
を
用
い
た
出

来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
、
「
地
上
移
動
体
搭
載
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
ま
た
は
「
Ｒ
Ｔ
Ｋ
-Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
（
案
）
」
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

ウ
 
試
験
場
所
 

 
 
品
質
管
理
に
お
け
る
、
試
験
ま
た
は
測
定
は
、
次
の
場
所
で
行
う
。
な
お
、
以
下
に
よ
り
が
た
い
場
合
は
、
監
督
員
と
受
注
者
が
協
議
の
上
定
め
る
。
 

 
 
 
  
 
（
ア
）
受
注
者
の
試
験
室
ま
た
は
受
注
者
か
ら
委
託
さ
れ
た
民
間
試
験
機
関
 

  
  
  
  
 
（
イ
）
工
事
現
場
 

  
  
  
  
 
（
ウ
）
工
場
製
品
の
製
造
工
場
 

  
  
  
  
 
（
エ
）
公
的
試
験
機
関
ま
た
は
財
団
法
人
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
エ
 
小
型
構
造
物
の
種
類
 

 
 
 
 
 
品
質
管
理
基
準
「
１
．
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
に
お
け
る
小
型
構
造
物
と
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
構
造
物
の
う
ち
、
設
計
強
度
が

18
Ｎ
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2

の
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
用
心
鉄
筋
や
補
強
鉄
筋
、
差
筋
の
み
を
有
す
る
構
造
物
を
含
む
）
を
い
う
。
 

（
ア
）
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
(張

)工
、
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
、
巨
石
張
（
積
）
工
、
補
強
土
壁
工
に
お
け
る
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
胴
（
裏
）
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
天

端
（
調
整
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
小
口
止
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
 

（
イ
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
断
面
積
が
１
ｍ
2
以
下
の
連
続
し
て
い
る
小
型
重
力
式
擁
壁
、
現
場
打
水
路
工
、
縁
石
工
、
路
肩
保
護
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
笠
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

張
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
（
断
面
積
が
変
化
す
る
場
合
は
、
平
均
高
さ
の
位
置
で
判
断
す
る
こ
と
。
）
 

（
ウ
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
体
積
が
１
ｍ
3
以
下
の
点
在
す
る
標
識
工
、
防
止
柵
工
、
路
側
防
護
柵
工
、
照
明
灯
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
集
水
桝
、
階
段
工
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
工
等
 

 
 
 
 
（
エ
）
（
ア
）
～
（
ウ
）
の
い
ず
れ
か
に
類
似
す
る
も
の
、
も
し
く
は
同
等
程
度
以
下
の
簡
易
な
も
の
 

 
 
 
 
 
〔
注
〕
適
用
に
当
た
っ
て
、
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
監
督
員
と
協
議
す
る
こ
と
。
 

 ６
．
規
格
値
 

受
注
者
は
、
出
来
形
管
理
基
準
及
び
品
質
管
理
基
準
に
よ
り
測
定
し
た
各
実
測
（
試
験
・
検
査
・
計
測
）
値
は
す
べ
て
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

測
定
し
な
い
箇
所
に
つ
い
て
も
、
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 ７
．
適
用
除
外
等
 

（
１
）
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
に
よ
り
が
た
い
特
に
軽
微
な
工
事
、
特
殊
な
工
事
の
出
来
形
管
理
、
品
質
管
理
に
つ
い
て
は
、
管
理
項
目
の
変
更
等
を
特
記
仕
様
書
に
示
す

も
の
と
す
る
。
 

（
２
）
軟
弱
地
盤
上
等
で
出
来
形
の
管
理
基
準
（
規
格
値
、
施
工
管
理
基
準
、
管
理
方
法
）
の
適
用
除
外
、
ま
た
は
変
更
は
特
記
仕
様
書
で
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
３
）
基
準
高
に
つ
い
て
は
、
設
計
図
書
に
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
、
路
側
構
造
物
及
び
監
督
員
の
指
示
す
る
も
の
の
外
は
適
用
除
外
と
す
る
。
 

（
４
）
鋼
材
に
つ
い
て
は
構
造
計
算
上
重
要
で
な
い
も
の
は
適
用
除
外
と
す
る
。
 

（
５
）
法
肩
、
天
端
、
法
先
の
基
準
高
及
び
法
長
に
つ
い
て
は
、
設
計
図
書
に
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は
適
用
除
外
と
す
る
。
 

  ８
．
そ
の
他
 

（
１
）
工
事
写
真
 

受
注
者
は
、
工
事
写
真
を
施
工
管
理
の
手
段
と
し
て
、
各
工
事
の
施
工
段
階
及
び
工
事
完
成
後
明
視
で
き
な
い
箇
所
の
施
工
状
況
、
出
来
形
寸
法
、
品
質
管
理
状
況
、

工
事
中
の
災
害
写
真
等
を
写
真
管
理
基
準
に
よ
り
撮
影
し
、
適
切
な
管
理
の
も
と
に
保
管
し
、
監
督
員
の
請
求
に
対
し
速
や
か
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
工
事
完
成
時
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 ９
．
参
考
 

（
１
）
工
程
表
の
記
入
要
領
 

  
  
ア
 
工
種
・
種
別
欄
に
は
、
工
程
管
理
上
の
要
素
が
少
な
く
、
か
つ
工
程
を
理
解
す
る
上
で
支
障
の
な
い
も
の
は
記
入
し
な
く
て
も
よ
い
。
 

  
  
イ
 
工
程
の
上
段
に
は
予
定
数
量
を
、
下
段
に
は
実
績
数
量
を
出
来
形
パ
ー
セ
ン
ト
を
（
 
）
書
で
記
入
す
る
。
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 1
,0
00
 

  
  
ウ
 
予
定
数
量
を
変
え
る
と
き
は
、
 2
,0
00
 の

よ
う
に
前
回
の
予
定
を
線
引
き
し
上
に
新
計
画
を
記
入
す
る
。
 

  
  
エ
 
変
更
の
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
点
で
変
更
数
量
に
よ
り
予
定
を
組
み
替
え
、
提
出
す
る
。
 

（
２
）
出
来
形
管
理
資
料
の
作
成
方
法
 

ア
 
出
来
形
管
理
の
資
料
は
、
出
来
形
管
理
基
準
及
び
規
格
値
に
示
す
工
種
毎
の
手
順
に
よ
っ
て
作
成
す
る
。
 

  
  
  
  
な
お
、
特
殊
な
工
種
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
準
じ
て
作
成
す
る
。
 

  
  
イ
 
簡
易
な
工
種
に
つ
い
て
は
、
出
来
形
図
の
中
に
出
来
形
管
理
表
（
測
定
結
果
一
覧
表
）
及
び
数
量
計
算
を
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

ウ
 
出
来
高
確
認
上
必
要
な
場
合
は
、
出
来
高
数
量
計
算
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
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-
 
3 

- 

改
 
 
正
 
 
後
 

改
 
 
正
 
 
前
 

ま
た
、
舗
装
工
に
お
い
て
、
3
次
元
デ
ー
タ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
を
行
う
場
合
は
、
管
理
基
準
の
ほ
か
、
「
地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要

領
（
舗
装
工
事
編
）
（
案
）
」
、
「
Ｔ
Ｓ
等
光
波
方
式
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
舗
装
工
事
編
）
（
案
）
」
、
移
「
地
上
動
体
搭
載
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用

い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
舗
装
工
事
編
）
（
案
）
」
ま
た
は
「
Ｔ
Ｓ
（
ノ
ン
プ
リ
ズ
ム
方
式
）
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
舗
装
工
事
編
）
（
案
）
」
の
規
定
に
よ
る

も
の
と
す
る
。
 

河
川
浚
渫
工
に
お
い
て
は
、
3
次
元
デ
ー
タ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
を
行
う
場
合
は
、
基
礎
基
準
の
ほ
か
、
「
音
響
測
深
機
器
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
河
川
浚
渫

工
事
編
）
（
案
）
」
ま
た
は
「
施
工
履
歴
デ
ー
タ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
河
川
浚
渫
工
事
編
）
（
案
）
」
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

な
お
、
こ
こ
で
い
う

3
次
元
デ
ー
タ
と
は
、
工
事
目
的
物
あ
る
い
は
現
地
地
形
の
形
状
を

3
次
元
空
間
上
に
再
現
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
 

（
３
）
施
工
箇
所
が
点
在
す
る
工
事
 

施
工
箇
所
が
点
在
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
施
工
箇
所
毎
に
測
定
（
試
験
）
基
準
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

な
お
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
、
監
督
員
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 

 

改
 
 
正
 
 
後
 

改
 
 
正
 
 
前
 

第
４
章
 
写
真
管
理
基
準
 

 1．
総
則
 

1-
1 
適
用
範
囲
 

こ
の
写
真
管
理
基
準
は
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
に
定
め
る
土
木
工
事
の
工
事
写
真
（
電
子
媒
体
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
の
撮
影
に
適
用
す
る
。
 

ま
た
、
写
真
を
映
像
と
読
み
替
え
る
こ
と
も
可
と
す
る
。
 

 

1-
2 
工
事
写
真
の
分
類
 

工
事
写
真
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。
 

 
 
 
 
 

 
 

 
着
手
前
及
び
完
成
写
真
（
全
景
を
原
則
と
し
、
で
き
る
だ
け
同
一
位
置
か
ら
撮
影
。
ま
た
、
既
済
部
分
写
真
等
を
含
む
） 

 
 
 
 

 
 

 
施
工
状
況
写
真
 

 
 
 
 
 

 
 

 
安
全
管
理
写
真
 

 
 
 
 

 
 

 
使
用
材
料
写
真
 

工
事
写
真
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

品
質
管
理
写
真
 

 
 
 
 

 
 

 
出
来
形
管
理
写
真
 

 
 
 
 

 
 

 
災
害
写
真
 

 
 
 
 

 
 

 
事
故
写
真
 

 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他
（
公
害
、
環
境
、
補
償
等
）
 

  2．
撮
影
 

2-
1 
撮
影
頻
度
 

工
事
写
真
は
、
撮
影
箇
所
一
覧
表
に
示
す
「
撮
影
頻
度
」
に
基
づ
き
撮
影
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 2-
2 
撮
影
方
法
 

 
 
写
真
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
項
目
の
う
ち
必
要
事
項
を
記
載
し
た
小
黒
板
を
文
字
が
判
読
で
き
る
よ
う
被
写
体
と
と
も
に
写
し
こ
む
も
の
と
す
る
。
 

①
 
工

事
名

 
 
 
 
 
 
 

②
 
工

種
等

 
 
 
 
 
 
 

③
 
測
点
（
位
置
）
 

④
 
設

計
寸

法
 
 
 
 
 
 
 

⑤
 
実

測
寸

法
 
 
 
 
 
 
 

⑥
 
略
 
 
 
 
図
 

小
黒
板
の
判
読
が
困
難
と
な
る
場
合
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
鳥
取
県
電
子
納
品
・
情
報
共
有
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
工
事
写
真
を
国
交
通
省
要
領
等
に
よ
り
納
品
す
る
場
合
に
は
、「

デ
ジ
タ
ル
写
真
管
理
情
報
基
準
」
に
規
定

す
る
写
真
情
報
（
写
真
管
理
項
目
-施

工
管
理
値
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
整
理
す
る
。
 

（
２
）
上
記
（
１
）
以
外
の
場
合
に
は
、
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
に
添
付
し
て
整
理
す
る
。
 

ま
た
、
特
殊
な
場
合
で
監
督
員
が
指
示
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
指
示
し
た
項
目
、
頻
度
で
撮
影
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 2-
3 
情
報
化
施
工
及
び

3
次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
施
工
管
理
 

「
Ｔ
Ｓ
等
光
波
方
式
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
(案

)」
、「

Ｔ
Ｓ
（
ノ
ン
プ
リ
ズ
ム
方
式
）
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
(案

)」
、「

Ｒ
Ｔ
Ｋ
-Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
(案

)」
、「

地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）」
、「

空
中
写
真
測
量
（
無
人
航
空
機
）

第
４
章
 
写
真
管
理
基
準
 

  （
適
用
範
囲
）
 

１
．
こ
の
写
真
管
理
基
準
は
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
に
定
め
る
土
木
工
事
の
工
事
写
真
（
電
子
媒
体
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
の
撮
影
に
適
用
す
る
。
 

  

（
工
事
写
真
の
分
類
）
 

２
．
工
事
写
真
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。
 

 
 
 
①
着
手
前
及
び
完
成
写
真
（
全
景
を
原
則
と
し
、
で
き
る
だ
け
同
一
位
置
か
ら
撮
影
。
ま
た
、
既
済
部
分
写
真
等
を
含
む
。）

 

 
 
 
②
施
工
状
況
写
真
 

 
 
 
③
安
全
管
理
写
真
 

 
 
 
④
使
用
材
料
写
真
 

 
 
 
⑤
品
質
管
理
写
真
 

 
 
 
⑥
出
来
形
管
理
写
真
 

 
 
 
⑦
災
害
写
真
 

 
 
 
⑧
事
故
写
真
 

 
 
 
⑨
そ
の
他
（
公
害
、
環
境
、
補
償
等
）
 

 （
工
事
写
真
の
撮
影
基
準
）
 

３
．
工
事
写
真
の
撮
影
は
以
下
の
要
領
で
行
う
。
 

（
１
）
撮
影
頻
度
 

工
事
写
真
の
撮
影
頻
度
は
、
別
紙
撮
影
箇
所
一
覧
表
の
「
撮
影
頻
度
」
に
示
す
も
の
と
す
る
。
 

 （
２
）
撮
影
方
法
 

写
真
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
項
目
の
う
ち
必
要
事
項
を
記
載
し
た
小
黒
板
を
文
字
が
判
読
で
き
る
よ
う
被
写
体
と
と
も
に
写
し
こ
む
も
の
と
す
る
。
 

①
 
工

事
名

 
 
 
 
 
 
 

②
 
工

種
等

 
 
 
 
 
 
 

③
 
測
点
（
位
置
）
 

④
 
設

計
寸

法
 
 
 
 
 
 
 

⑤
 
実

測
寸

法
 
 
 
 
 
 
 

⑥
 
略
 
 
 
 
図
 

   小
黒
板
の
判
読
が
困
難
と
な
る
場
合
は
、
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
に
添
付
し
て
整
理
す
る
。
 

ま
た
、
特
殊
な
場
合
で
監
督
員
が
指
示
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
指
示
し
た
項
目
、
頻
度
で
撮
影
す
る
も
の
と
す
る
。
 

    

～11～



-
 
4 

- 

改
 
 
正
 
 
後
 

改
 
 
正
 
 
前
 

を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
(案

)」
、「

無
人
航
空
機
搭
載
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
(案

)」
、「

地
上
移
動
体
搭
載
型

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
土
工
編
）
(案

)」
、「

地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
舗
装
工
事
編
）
(案

)」
、「

Ｔ
Ｓ

等
光
波
方
式
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
舗
装
工
事
編
）
(案

)」
、「

地
上
移
動
体
搭
載
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
舗
装
工
事
編
）
(案

)」
、

「
Ｔ
Ｓ
（
ノ
ン
プ
リ
ズ
ム
方
式
）
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
舗
装
工
事
編
）
(案

)、
「
施
工
履
歴
デ
ー
タ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
路
面
切
削
工
編
）（

案
）」
、「

施

工
履
歴
デ
ー
タ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
表
層
安
定
処
理
等
・
中
層
地
盤
改
良
工
事
編
）（

案
）」
、「

施
工
履
歴
デ
ー
タ
を
用
い
た
出
来
形
管
理
要
領
（
固
結
工
（
ス
ラ

リ
ー
撹
拌
工
）
編
）（

案
）」
、「

３
次
元
計
測
技
術
を
用
い
た
出
来
形
計
測
要
領
(案

）」
に
よ
る
出
来
形
管
理
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
出
来
形
管
理
写
真
の
撮
影
頻
度
及
び
撮

影
方
法
は
、
写
真
管
理
基
準
の
ほ
か
、
同
要
領
の
規
定
に
よ
る
。
 

ま
た
、「

Ｔ
Ｓ
・
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
盛
土
の
締
固
め
管
理
要
領
」
に
よ
る
品
質
管
理
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
品
質
管
理
写
真
の
撮
影
頻
度
及
び
撮
影
方
法
は
、
写
真
管
理

基
準
の
ほ
か
、
同
要
領
の
規
定
に
よ
る
。
 

 

2-
4 
写
真
の
省
略
 

工
事
写
真
は
以
下
の
場
合
に
省
略
す
る
。
 

（
１
）
品
質
管
理
写
真
に
つ
い
て
、
公
的
試
験
機
関
ま
た
は
財
団
法
人
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
品
質
証
明
書
を
保
管
整
備
で
き
る
場
合
。
 

（
２
）
出
来
形
管
理
写
真
に
つ
い
て
、
完
成
後
測
定
可
能
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
出
来
形
管
理
状
況
の
わ
か
る
写
真
を
工
種
ご
と
に
１
回
撮
影
し
、
後
は
撮
影
を
省
略
す

る
。
 

（
３
）
監
督
員
ま
た
は
監
督
補
助
員
が
臨
場
し
て
段
階
確
認
し
た
箇
所
は
、
工
事
完
成
後
に
不
可
視
部
と
な
る
箇
所
を
除
き
出
来
形
管
理
写
真
の
撮
影
を
省
略
す
る
。
臨

場
時
の
状
況
写
真
は
不
要
。
 

 

2-
5 
写
真
の
編
集
等
 

写
真
の
信
憑
性
を
考
慮
し
、
写
真
編
集
は
認
め
な
い
。
た
だ
し
、『

デ
ジ
タ
ル
工
事
写
真
の
小
黒
板
情
報
電
子
化
に
つ
い
て
』（

平
成

29
年

1
月

30
日
付
け
、
国
技
建
管

第
10

号
）
に
基
づ
く
小
黒
板
情
報
の
電
子
的
記
入
は
、
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
。
 

 

2-
6 
撮
影
の
仕
様
 

写
真
の
色
彩
や
サ
イ
ズ
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
写
真
は
カ
ラ
ー
と
す
る
。
 

（
２
）
有
効
画
素
数
は
小
黒
板
の
文
字
が
判
読
で
き
る
こ
と
を
指
標
と
す
る
。（

10
0
万
画
素
程
度
～
30
0
万
画
素
程
度
＝
１
,2
00
×
90
0
程
度
～
2,
00
0×

1,
50
0
程
度
）

映
像
と
読
み
替
え
る
場
合
は
、
以
下
も
追
加
す
る
。
 

（
３
）
夜
間
な
ど
通
常
の
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
が
困
難
な
場
合
は
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
用
い
る
等
確
認
可
能
な
方
法
で
撮
影
す
る
。
 

（
４
）
フ
レ
ー
ム
レ
ー
ト
は
、
実
速
度
で
撮
影
す
る
場
合
は
、
30
fp
s
程
度
を
基
本
と
す
る
。
高
倍
速
で
の
視
聴
を
目
的
と
す
る
場
合
は
、
監
督
員
と
協
議
の
上
、
撮
影
時

に
必
要
な
間
隔
で
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
映
像
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
５
）
工
事
写
真
を
紙
媒
体
で
納
品
す
る
場
合
の
写
真
の
大
き
さ
は
、
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
程
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
監
督
員
が
指
示
す
る
も
の
は
、
そ
の
指
示
し
た
大
き

さ
と
す
る
。
 

 

2-
7 
工
事
写
真
帳
の
大
き
さ
 

工
事
写
真
帳
は
、
４
切
版
の
フ
リ
ー
ア
ル
バ
ム
又
は
Ａ
４
版
と
す
る
。
 

 

2-
8 
不
可
視
部
の
写
真
管
理
 

工
事
写
真
は
施
工
管
理
の
手
段
と
し
て
、
各
工
事
の
施
工
段
階
お
よ
び
工
事
完
成
後
明
視
で
き
な
い
箇
所
又
は
工
事
検
査
時
に
確
認
困
難
（
高
所
等
で
足
場
を
解
体
し
危

険
な
箇
所
等
）
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
写
真
に
よ
り
出
来
形
寸
法
が
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
特
に
注
意
し
て
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

2-
9 
撮
影
の
留
意
事
項
 

撮
影
箇
所
一
覧
表
の
適
用
に
つ
い
て
、
以
下
を
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
（
１
）「

撮
影
項
目
」、
「
撮
影
頻
度
」
等
が
工
事
内
容
に
合
致
し
な
い
場
合
は
、
監
督
職
員
の
指
示
に
よ
り
追
加
、
削
減
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
２
）
施
工
状
況
等
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
と
協
議
の
う
え
、
ビ
デ
オ
等
の
活
用
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

（
３
）
撮
影
箇
所
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
に
は
、
写
真
と
同
時
に
見
取
り
図
（
撮
影
位
置
図
、
平
面
図
、
凡
例
図
、
構
造
図
な
ど
）
を
参
考
図
と
し
て
作
成
す
る
。
 

（
４
）
撮
影
箇
所
一
覧
表
に
記
載
の
な
い
工
種
に
つ
い
て
は
監
督
職
員
と
写
真
管
理
項
目
を
協
議
の
う
え
取
り
扱
い
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

  3．
整
理
提
出
 

3-
1 
工
事
写
真
の
提
出
 

工
事
写
真
は
、
撮
影
箇
所
一
覧
表
に
示
す
「
撮
影
頻
度
」
に
基
づ
き
撮
影
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
（
１
）
工
事
写
真
帳
に
施
工
段
階
毎
で
整
理
し
、
工
事
完
成
時
に
１
部
提
出
す
る
。
た
だ
し
、
電
子
納
品
対
象
工
事
は
「
4.
電
子
納
品
対
象
工
事
の
取
扱
い
」
に
よ
る
。
 

（
２
）
監
督
員
の
指
示
が
あ
っ
た
写
真
に
つ
い
て
は
、
指
示
す
る
時
期
に
指
示
す
る
部
数
を
提
出
す
る
。
 

 

3-
2 
電
子
納
品
対
象
工
事
の
取
扱
い
 

工
事
写
真
の
提
出
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
工
事
写
真
帳
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
工
種
毎
に
別
紙
撮
影
箇
所
一
覧
表
の
「
整
理
条
件
」
に
示
す
も
の
を
標
準
と
し
、
工
事
完
成
時
に
一
部
提
出
す
る
。
た
だ
し
、

          （
写
真
の
省
略
）
 

４
．
工
事
写
真
は
、
次
の
場
合
は
撮
影
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
品
質
管
理
写
真
に
つ
い
て
、
公
的
試
験
機
関
ま
た
は
財
団
法
人
鳥
取
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
品
質
証
明
書
を
保
管
整
備
で
き
る
場
合
。
 

（
２
）
出
来
形
管
理
写
真
に
つ
い
て
、
監
督
員
ま
た
は
監
督
補
助
員
が
臨
場
し
て
段
階
確
認
し
た
場
合
。
 

        （
写
真
の
色
彩
）
 

５
．
写
真
は
カ
ラ
ー
と
す
る
。
 

（
写
真
の
大
き
さ
）
 

６
．
写
真
の
大
き
さ
は
、
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
程
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
別
の
大
き
さ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
着
手
前
、
完
成
写
真
等
は
キ
ャ
ビ
ネ
版
又
は
パ
ノ
ラ
マ
写
真
（
つ
な
ぎ
写
真
可
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
２
）
監
督
員
が
指
示
す
る
も
の
は
、
そ
の
指
示
し
た
大
き
さ
と
す
る
。
 

     （
工
事
写
真
帳
の
大
き
さ
）
 

７
．
工
事
写
真
帳
は
、
４
切
版
の
フ
リ
ー
ア
ル
バ
ム
又
は
Ａ
４
版
と
す
る
。
 

 （
不
可
視
部
分
の
写
真
管
理
）
 

10
．
工
事
写
真
は
施
工
管
理
の
手
段
と
し
て
、
各
工
事
の
施
工
段
階
お
よ
び
工
事
完
成
後
明
視
で
き
な
い
箇
所
又
は
工
事
検
査
時
に
確
認
困
難
（
高
所
等
で
足
場
を
解
体
し
危

険
な
箇
所
等
）
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
写
真
に
よ
り
出
来
形
寸
法
が
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
特
に
注
意
し
て
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
留
意
事
項
等
）
 

11
．
別
紙
撮
影
箇
所
一
覧
表
の
適
用
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
撮
影
項
目
、
撮
影
頻
度
等
が
工
事
内
容
に
合
致
し
な
い
場
合
は
、
監
督
員
と
の
協
議
に
よ
り
追
加
、
削
減
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
２
）
施
工
状
況
等
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
と
協
議
の
う
え
、
ビ
デ
オ
等
の
活
用
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

（
３
）
撮
影
箇
所
が
分
か
り
に
く
い
場
合
に
は
、
写
真
と
同
時
に
見
取
り
図
等
を
工
事
写
真
帳
に
添
付
す
る
。
 

（
４
）
撮
影
箇
所
一
覧
表
に
記
載
の
な
い
工
種
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
と
写
真
管
理
項
目
を
協
議
の
う
え
取
り
扱
い
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

   （
工
事
写
真
の
提
出
）
 

８
．
工
事
写
真
の
提
出
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
工
事
写
真
帳
に
施
工
段
階
毎
で
整
理
し
、
工
事
完
成
時
に
１
部
提
出
す
る
。
た
だ
し
、
電
子
納
品
対
象
工
事
は
（
電
子
納
品
対
象
工
事
の
取
扱
い
）
に
よ
る
。
 

（
２
）
監
督
員
の
指
示
が
あ
っ
た
写
真
に
つ
い
て
は
、
指
示
す
る
時
期
に
指
示
す
る
部
数
を
提
出
す
る
。
 

 （
電
子
納
品
対
象
工
事
の
取
扱
い
）
 

９
．
工
事
写
真
の
提
出
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
工
事
写
真
帳
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
工
種
毎
に
別
紙
撮
影
箇
所
一
覧
表
の
「
整
理
条
件
」
に
示
す
も
の
を
標
準
と
し
、
工
事
完
成
時
に
一
部
提
出
す
る
。
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-
 
5 

- 

改
 
 
正
 
 
後
 

改
 
 
正
 
 
前
 

工
事
写
真
を
国
土
交
通
省
電
子
納
品
等
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
す
る
場
合
は
、
工
事
写
真
帳
の
提
出
は
不
要
と
す
る
。
な
お
、
整
理
条
件
と
は
、
受
注
者
が
「
撮

影
頻
度
」
に
基
づ
き
撮
影
し
た
工
事
写
真
の
う
ち
、
工
事
写
真
帳
と
し
て
貼
付
整
理
し
提
出
す
る
枚
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

（
２
）
電
子
成
果
品
（
電
子
デ
ー
タ
）
の
整
理
、
提
出
等
は
、
鳥
取
県
県
土
整
備
部
電
子
納
品
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
。
 

 

3-
3 
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
撮
影
～
提
出
と
す
る
場
合
の
取
扱
い
 

工
事
写
真
の
提
出
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
１
）
撮
影
写
真
の
原
本
 

 
 
 
 
 
撮
影
写
真
の
原
本
と
は
、
写
真
管
理
基
準
の
撮
影
箇
所
一
覧
表
「
撮
影
頻
度
」
に
基
づ
い
て
撮
影
し
た
写
真
の
ネ
ガ
を
い
い
、
密
着
写
真
と
と
も
に
撮
影
内
容
が

わ
か
る
よ
う
に
ネ
ガ
ア
ル
バ
ム
に
整
理
し
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
２
）
工
事
写
真
帳
 

 
 
 
 
 
工
事
写
真
帳
は
、
写
真
管
理
基
準
の
撮
影
箇
所
一
覧
表
「
撮
影
頻
度
」
に
基
づ
い
て
撮
影
し
た
写
真
の
う
ち
、「

整
理
条
件
」
に
示
す
写
真
を
ア
ル
バ
ム
等
に
整
理

し
た
も
の
を
い
い
、
工
事
写
真
帳
の
大
き
さ
は
、
4
切
版
又
は

A4
版
と
す
る
。
 

  4．
そ
の
他
 

用
語
の
定
義
 

（
１
）
代
表
箇
所
と
は
、
当
該
工
種
の
代
表
箇
所
で
そ
の
仕
様
が
確
認
で
き
る
箇
所
を
い
う
。
 

（
２
）
適
宜
と
は
、
設
計
図
書
の
仕
様
が
写
真
に
よ
り
確
認
で
き
る
必
要
最
小
限
の
箇
所
や
枚
数
の
こ
と
を
い
う
。
 

（
３
）
整
理
条
件
の
不
要
と
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
 

・
電
子
納
品
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
電
子
成
果
品
（
電
子
デ
ー
タ
）
は
提
出
す
る
が
、
工
事
写
真
帳
と
し
て
貼
付
整
理
し
提
出
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

・
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
撮
影
～
提
出
と
す
る
場
合
は
、
工
事
写
真
帳
と
し
て
貼
付
整
理
し
提
出
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

（
４
）
施
工
箇
所
と
は
、
施
工
１
ブ
ロ
ッ
ク
を
い
う
。
 

（
５
）「

○
○
ｍ
又
は
１
施
工
箇
所
に
１
回
」
と
記
載
し
て
あ
る
も
の
は
、
１
施
工
箇
所
の
施
工
延
長
が
○
○
ｍ
に
満
た
な
い
場
合
、
１
施
工
箇
所
毎
に
１
回
撮
影
す
る
こ
と
。 

 

 
 
 
な
お
、
整
理
条
件
と
は
、
受
注
者
が
「
撮
影
頻
度
」
に
基
づ
き
撮
影
し
た
工
事
写
真
の
う
ち
、
工
事
写
真
帳
と
し
て
貼
付
整
理
し
提
出
す
る
枚
数
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
 

（
２
）
電
子
成
果
品
（
電
子
デ
ー
タ
）
の
整
理
、
提
出
等
は
、
鳥
取
県
県
土
整
備
部
電
子
納
品
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
。
 

           （
そ
の
他
）
 

12
  
用
語
の
定
義
 

（
１
）
代
表
箇
所
と
は
、
当
該
工
種
の
代
表
箇
所
で
そ
の
仕
様
が
確
認
で
き
る
箇
所
を
い
う
。
 

（
２
）
適
宜
と
は
、
設
計
図
書
の
仕
様
が
写
真
に
よ
り
確
認
で
き
る
必
要
最
小
限
の
個
所
や
枚
数
の
こ
と
を
い
う
。
 

（
３
）
整
理
条
件
の
不
要
と
は
、
電
子
成
果
品
（
電
子
デ
ー
タ
）
は
提
出
す
る
が
、
工
事
写
真
帳
と
し
て
貼
付
整
理
し
提
出
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

  （
４
）
施
工
箇
所
と
は
、
施
工
１
ブ
ロ
ッ
ク
を
い
う
。
た
だ
し
１
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
形
状
、
寸
法
、
規
格
等
が
変
わ
る
ご
と
に
１
施
工
箇
所
と
す
る
。
 

（
５
）「

○
○
ｍ
又
は
１
施
工
箇
所
に
１
回
」
と
記
載
し
て
あ
る
も
の
は
、
１
施
工
箇
所
の
施
工
延
長
が
○
○
ｍ
に
満
た
な
い
場
合
、
１
施
工
箇
所
毎
に
１
回
撮
影
す
る
こ
と
。 
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-
 
1
 
- 

出
来

形
管

理
基

準
 

変
更

箇
所

一
覧

表
 

 １
．

新
規

に
追

加
し

た
工

種
 

 

編
章

節
 

工
種

 
内

容
 

3
-2

-
3-

2
4-

3
(共

通
的

工
種

) 
伸

縮
装

置
工

 

(埋
設

型
ｼﾞ

ｮ
ｲﾝ

ﾄ
) 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

表
面

の
凹

凸
 

3
 

高
さ

に
つ

い
て

は
車

道
端

部
及

び
中

央
部

付
近

の
3
点

 

表
面

の
凹

凸
は

長
手

方
向
（

橋
軸

直
角

方
向

）
に

3
m
の

直
線

定

規
で

測
っ

て
凹

凸
が

3
m
m
以

下
 

 

仕
上

げ
た

高
さ

 
舗

装
面

に
対

し
 

0
～

+
3
 

 

3
-2

-
7-

9
-3

(地
盤

改
良

工
) 

固
結

工
 

(中
層

混
合

処
理

) 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

基
準

高
▽

 
設

計
値

以
上

 
1
,
0
0
0
m
3
～
4
,
0
0
0
m
3
に

つ
き

1
ヶ

所
、
又

は
施

工
延

長
4
0
m
(
測

点
間

隔
2
5m

の
場

合
は

5
0
m
)
に

つ
き

1
ヶ

所
。

 

1
,
0
0
0
m
3
以
下

、
又

は
施

工
延

長
4
0
m
(
5
0
m
)
 
以

下
の

も
の

は
1

施
工

箇
所

に
つ

き
2
ヶ

所
。
施

工
厚

さ
は

施
工

時
の

改
良

深
度

確
認

を
出

来
形

と
す

る
。

 

「
施

工
履

歴
デ

ー
タ

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

表
層

安
定

処
理

等
・

中
層

地
盤

改
良

工
事

編
）（

案
）
」

に
よ

る
管

理
の

場

合
 
は

、
全
体

改
良

範
囲

図
を

用
い

て
、

施
工

厚
さ

t
、

幅
w
、

延
長

L
を
確

認
（

実
測

は
不

要
）
。

 

   
施

工
厚

さ
ｔ

 
設

計
値

以
上

 

幅
 

ｗ
 

設
計

値
以

上
 

延
長

 
Ｌ

 
設

計
値

以
上

 

 

3
-2

-
3(

共
通

的
工

種
) 

小
段

排
水

工
 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

厚
さ

 
ｔ

 
－

2
0
 

施
工

延
長

４
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
、
施

工
延

長
４

０
ｍ

以
下

の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
 

 

 

幅
 

ｗ
１

 

 
 

ｗ
２

 
－

3
0
 

 

3
-2

-
3(

共
通

的
工

種
) 

縦
排

水
工

 
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

測
定

箇
所

 

厚
さ

 
ｔ

 
－

2
0
 

施
工

延
長

４
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
、
施

工
延

長
４

０
ｍ

以
下

の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
 

 

幅
 

ｗ
１

 

 
 

ｗ
２

 
－

3
0
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-
 
2
 
- 

編
章

節
 

工
種

 
内

容
 

3
-2

-
3(

共
通

的
工

種
) 

張
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

 
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

測
定

箇
所

 

厚
さ

 
ｔ

 
－

2
0
 

施
工

延
長

４
０

ｍ
に

つ
き

１
箇

所
、
施

工
延

長
４

０
ｍ

以
下

の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
 

 

 
 

 
 

 

  ２
．

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

よ
る

出
来

形
管
理

基
準

の
追

加
 
 

【
3
次
元

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
を
活

用
し

た
『

面
管
理

に
よ

る
場

合
』

の
出

来
形
管

理
基

準
の

追
加

】
 

【
3
次
元

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
等
の

活
用

に
よ

る
測
定

基
準

の
追

加
】
 

編
章

節
 

工
種

 
測

定
基

準
の

追
加

事
項

 

1
-2

-
3-

2
-1

(河
川

・
海

岸
・

砂
防

土
工

) 
掘

削
工

 
た

だ
し

、「
Ｔ

Ｓ
等

光
波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
ま

た
は
「

Ｒ
Ｔ

Ｋ
-
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
の

規
定

に
よ

り
測

点

に
よ

る
管

理
を

行
う

場
合

は
、

設
計

図
書

の
測

点
毎

。
基

準
高

は
掘

削
部

の
両

端
で

測
定

。
 

1
-2

-
4-

2
-1

(道
路

土
工

) 

 

掘
削

工
 

た
だ

し
、「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
ま

た
は
「

Ｒ
Ｔ

Ｋ
-
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
の

規
定

に
よ

り
測

点

に
よ

る
管

理
を

行
う

場
合

は
、

設
計

図
書

の
測

点
毎

。
基

準
高

は
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。
 

1
-2

-
3-

3
-1

(河
川

・
海

岸
・

砂
防

土
工

) 
盛

土
工

 
た

だ
し

、「
Ｔ

Ｓ
等

光
波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
ま

た
は
「

Ｒ
Ｔ

Ｋ
-
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
の

規
定

に
よ

り
測

点

に
よ

る
管

理
を

行
う

場
合

は
、

設
計

図
書

の
測

点
毎

。
基

準
高

は
各

法
肩

で
測

定
。

 

1
-2

-
4-

3
-1

(道
路

土
工

) 
盛

土
工

 
た

だ
し

、「
Ｔ

Ｓ
等

光
波
方

法
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
ま

た
は
「

Ｒ
Ｔ

Ｋ
-
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(
案

)
」
の

規
定

に
よ

り
測

点

に
よ

る
管

理
を

行
う

場
合

は
、

設
計

図
書

の
測

点
毎

。
基

準
高

は
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。
 

3
-2

-
3-

5
(共

通
的

工
種

) 
縁

石
工

(縁
石

・
ｱｽ

ｶ
ｰﾌ

ﾞ
) 

た
だ

し
、
「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
り

管
理

を
行

う
場

合
は

、
延

長
の

変
化
点

で
測

定
。

 

3
-2

-
3-

2
9-

1
(共

通
的

工
種

) 
側

溝
工

 

（
ﾌﾟ

ﾚｷ
ｬ
ｽﾄ

Ｕ
型

側
溝

）（
Ｌ

型
側

溝
工

）

（
自

由
勾

配
側

溝
）
（

管
渠

）
 

【
基

準
高

】
 

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
る

測
点

の
管

理
方

法
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

【
延

長
】

 

た
だ

し
、
「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
り

管
理

を
行

う
場

合
は

、
延

長
の

変
化
点

で
測

定
。

 

 

編
章

節
 

工
種

 
概

要
 

1
-2

-
3-

2
-2

(河
川

・
海

岸
・

砂
防

土
工

) 

1
-2

-
4-

2
-2

(道
路

土
工

) 

掘
削

 

 

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出

来
形

管
理

に
お

い
て

、
国

土
交

通
省
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

全
面

的
活

用
」

を
実

施
す

る
上

で
の

各
種

技
術

基
準

に
基

づ
き

、

出
来

形
管

理
を

面
管

理
で

実
施

す
る

場
合

に
適

用
。

 
1
-2

-
3-

3
-2

(河
川

・
海

岸
・

砂
防

土
工

) 

1
-2

-
4-

3
-2

(道
路

土
工

) 

盛
土

工
 

路
体

盛
土

工
、

路
床

盛
土

工
 

3
-2

-
6-

7
-2

(一
般

舗
装

工
)等

 

  

ｱ
ｽﾌ

ｧ
ﾙﾄ

舗
装

工
、

半
た

わ
み

性
舗

装
工

、
排

水
性

舗
装

工
、

透
水
性

舗
装

工
、

ｸ
ﾞｰ

ｽ
ｱｽ

ﾌ
ｧﾙ

ﾄ舗
装

工
、

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰﾄ
舗

装
工

 

・
下

層
路

盤
工

・
上

層
路

盤
工

・
粒

度
調

整
路

盤
・

ｾﾒ
ﾝ
ﾄ安

定
処
理

・
加

熱
ｱｽ

ﾌ
ｧﾙ

ﾄ安
定

処
理

工
・

基
層

工
・

表
層

工
 

・
路

面
切

削
工

・
ｵｰ

ﾊﾞ
ｰ
ﾚｲ

工
 

3
-2

-
16

-
3-

2
-3
(浚

渫
工

) 
浚

渫
船

運
転

工
 

1
0-

1
4-

4
-5

-
2(
舗

装
工

) 
切

削
ｵｰ

ﾊ
ﾞｰ

ﾚ
ｲ工

（
面

管
理

の
場

合
）

 厚
さ

ｔ
ま

た
は

標
高

較
差

（
切

削
）

の
み
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-
 
3
 
- 

編
章

節
 

工
種

 
測

定
基

準
の

追
加

事
項

 

3
-2

-
3-

2
9-

3
(共

通
的

工
種

) 
側

溝
工

(暗
渠

工
) 

【
基

準
高

・
幅

・
深

さ
】

 

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
る

測
点

の
管

理
方

法
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

【
延

長
】

 

た
だ

し
、
「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
り

管
理

を
行

う
場

合
は

、
延

長
の

変
化
点

で
測

定
。

 

3
-2

-
4-

3
-1

(基
礎

工
) 

基
礎

工
(護

岸
)、

(現
場

打
) 

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
編

）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
る

測
点

の
管

理
方

法
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

3
-2

-
4-

3
-2

(基
礎

工
) 

 

基
礎

工
(護

岸
)、

(ﾌ
ﾟﾚ

ｷ
ｬｽ

ﾄ
) 

3
-2

-
5-

3
~5

(石
・

ﾌﾞ
ﾛｯ

ｸ積
(張

)工
) 

・
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
工

(
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ

積
)
(ｺ

ﾝｸ
ﾘｰ

ﾄﾌ
ﾞﾛ

ｯｸ
張

)、
(連

節
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ張

り
)、

(天
端

保
護

ﾌﾞ
ﾛｯ

ｸ)
 

・
緑

化
ﾌﾞ

ﾛｯ
ｸ工

 

・
石

積
(張

)工
 

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
 
要

領
（

護
岸

工
編

）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
る

測
点

の
管

理
方

法
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

3
-2

-
7-

2
(地

盤
改

良
工

) 
路

床
安

定
処

理
工

 
「

施
工

履
歴

デ
ー

タ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
表

層
安

定
処

理
等

・
中

層
地

盤
改

良
工

事
編

）
（

案
）
」

に
よ

る
管

理
の

場
合

は
、

全
体

改
良

範
囲

図
を

用
い

て
、

施
工

厚
さ

t
、

天
端

幅
w
、

天
端

延
長

L
を

確
認

（
実

測
は

不
要

）
 

3
-2

-
7-

4
(地

盤
改

良
工

) 
表

層
安

定
処

理
工

 
【

天
端

幅
・

天
端

延
長

】
 

「
施

工
履

歴
デ

ー
タ

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

表
層

安
定

処
理

・
中

層
地

盤
改

良
工

事
編

）
（

案
）
」

に
記

載
の

全
体

改
良

平
面

図
を
用

い
て

天
端

幅
w
、

天
端

延
長

L
を

確
認

 

（
実

測
は

不
要

）
 

3
-2

-
7-

9
-2

(地
盤

改
良

工
) 

固
結

工
(ｽ

ﾗﾘ
ｰ攪

拌
工

) 
｢
施

工
履

歴
デ

ー
タ

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

 
固

結
工

(
ス

ラ
リ

ー
撹

拌
工

)
編

)
(
案

)
｣
に

よ
る

管
理

の
場

合
の

測
定

項
目

、
規

格
値

、
測

定
基

準
の

追
加

。
 

3
-2

-
14

-
2-

1～
2
(法

面
工

) 

3
-2

-
14

-
3(

法
面

工
) 

植
生

工
 

吹
付

工
 

た
だ

し
、
計

測
手

法
に

つ
い

て
は

、
従

来
管

理
の

ほ
か

に
「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
 （

案
）
」
、「

T
S（

ノ
ン

プ
リ

）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）（
案

）
」
、「

R
T
K
-
G
N
S
S
 
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）
」
で

規
定

す
る

出
来

形
計

測
性

能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。
こ

の
ほ

か
、「

地
上

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）（

案
）
」
、「

地
上

移
動

体
搭

載
型

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）
」
で

規
定

す
る

出
来

形
計

測
性

能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

7
-1

-
6-

4
(護

岸
工

) 

7
-1

-
6-

5
(護

岸
工

) 

海
岸

ｺﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ
ﾌﾞ

ﾛ
ｯｸ

工
 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

被
覆

工
 

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
編

）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
る

測
点

の
管

理
方

法
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

1
0-

2
-5

-
9(

排
水

構
造

物
工

) 
排

水
性

舗
装

用
路

肩
排

水
工

 
な

お
、

従
来

管
理

の
ほ

か
に

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）
（

案
）
」

の
規

定
に

よ
る

測
点

の
管

理
方
法

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

3
-2

-
14

-
4-

1
(法

面
工

) 

1
0-

6
-5

-
3(

覆
工

) 

法
枠

工
 

覆
工

ｺﾝ
ｸ
ﾘｰ

ﾄ工
 

計
測

手
法

に
つ

い
て

は
、

従
来

管
理

の
ほ

か
に

「
３

次
元

計
測

技
術

を
用

い
た

出
来

形
計

測
要

領
（

案
）
」

で
規

定
す

る
出

来
形

計
測

性
能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が

出
 

来
る

。
 

  ３
．

出
来

形
管

理
基

準
の

う
ち

測
定
基

準
、

規
格

値
等

の
変

更
 
 

 

編
章

節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

1
-3

-
7-

4（
鉄

筋
工

）
 

組
立

 
測

定
基

準
の

変
更

 
最

小
か

ぶ
り

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
（

設
計

編
1
3
.
2
）

参
照

。
但

し
書

き
を

追
加

 

最
小

か
ぶ

り
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書
（

設
計

編
：
標

準
 
7
編

 
2
章

 
2
.
1
）

参
照

。
た

だ
し

、
道

路
橋

示
方

書
の

適
用

を
受
け

る
橋

に
つ

い
て

は
、
道

路
橋

示
方

書
(
Ⅲ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

編
 
5
.
2
)
に

よ
る

。
 

3
-2

-
3-

1
1(

共
通

的
工

種
) 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

面
塗

装
工

 
規

格
値

の
変

更
 

鋼
道

路
橋

防
食

便
覧

Ⅱ
-
7
4
 
「

表
-
Ⅱ

.
5
.
5
各

塗
料

の
標

準
使

用
量

と
標

準
膜

厚
」

の
標

準
使

用
量

以
上

。
 

鋼
道

路
橋

防
食

便
覧

Ⅱ
-
8
2
 
「

表
-
Ⅱ

.
5
.
5
各
塗

料
の

標
準

使
用

量
と

標
準

膜
厚

」

の
標

準
使

用
量

以
上

。
 

3
-2

-
3-

1
7(

共
通

的
工

種
) 

根
固

め
ﾌﾞ

ﾛｯ
ｸ工

 
測

定
項

目
を

層
積

と
乱

積

で
分

割
 

測
定

項
目

の
削

除
 

・
乱

積
：

幅
の

削
除
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-
 
4
 
- 

編
章

節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

3
-2

-
3-

2
4-

1
(共

通
的

工
種

) 
伸

縮
装

置
工

 

(
ｺﾞ

ﾑ
ｼﾞ

ｮ
ｲﾝ

ﾄ
) 

規
格

値
の

変
更

 

・
据

付
け

高
さ

 

 舗
装

面
に

対
し

0～
-
2
 

 ±
3
 

 
 

測
定

基
準

の
変

更
 

車
道

端
部

及
び

中
央

部
付

近
の

3
点

を
測

定
。

 

据
付

高
さ

：
舗

装
面

と
ゴ

ム
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
段

差
 

仕
上

げ
高

さ
：

舗
装

面
と

後
打

ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

段
差

 

表
面

の
凹

凸
：

ゴ
ム

ジ
ョ

イ
ン

ト
と

後
打

ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

高
低

差
 

高
さ

に
つ

い
て

は
車

道
端

部
及

び
中

央
部

付
近
の

3
点

 

据
付

高
さ

：
舗

装
面

と
ゴ

ム
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
段
差

 

仕
上

げ
高

さ
：

舗
装

面
と

後
打

ち
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
段

差
 

表
面

の
凹

凸
：

ゴ
ム

ジ
ョ

イ
ン

ト
と

後
打

ち
コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
高

低
差

 

表
面

の
凹

凸
は

長
手

方
向
（

橋
軸

直
角

方
向

）
に

3
m
の

直
線

定
規

で
測

っ
て

凹
凸

が
3
m
m
以

下
 

 
 

測
定

箇
所

図
の

変
更

 
 

 
 

3
-2

-
3-

2
4-

2
(共

通
的

工
種

) 
伸

縮
装

置
工

 

(
鋼

製
ﾌ
ｨ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｮ
ｲ
ﾝ

ﾄ
) 

測
定

項
目

の
変

更
 

縦
方

向
間

隔
Ｗ

1
 

歯
咬

み
合

い
部

の
縦

方
向

間
隔

Ｗ
1
 

 
 

測
定

項
目

の
変

更
 

横
方

向
間

隔
Ｗ

2
 

歯
咬

み
合

い
部

の
横

方
向

間
隔

Ｗ
2
 

 
 

測
定

基
準

の
変

更
 

高
さ

に
つ

い
て

は
車

道
端

部
、

中
央

部
に

各
３

点
計

９
点

。
 

縦
方

向
及

び
横

方
向

間
隔

は
両

端
、

中
央

部
の

計
３

点
 

高
さ

に
つ

い
て

は
車

道
端

部
、

中
央

部
に

お
い
て

橋
軸

方
向

に
各

３
点

計
９

点
 

表
面

の
凹

凸
は

長
手

方
向

(
橋

軸
直

角
方

向
）

に
3
m
の

直
線

定
規

で
測

っ
て

凹
凸

が
3
m
m
以

下
 

歯
咬

み
合

い
部

は
車

道
端

部
、

中
央

部
の

計
3
点

 

 
            

測
定

箇
所

図
の

変
更

 

 
 

3
-2

-
3-

3
1(

共
通

的
工

種
) 

現
場

塗
装

工
 

測
定

基
準

の
追

加
 

塗
装

終
了

時
に

測
定

。
 

1
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
5
0
0
m
2
と

す
る

。
1
ロ

ッ
ト

当
た

り
の

測
定

数
は

2
5
点

と

し
、

各
点

の
測

定
は

5
回

行
い

、
そ

の
平

均
値

を
そ

の
点

の
測

定
値

と
す

る
。

 

塗
装

終
了

時
に

測
定

。
 

1
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
5
0
0
m
2
と

す
る

。
1
ロ
ッ

ト
当

た
り

の
測

定
数

は
2
5
点

と

し
、
各

点
の

測
定

は
5
回

行
い

、
そ

の
平

均
値
を

そ
の

点
の

測
定

値
と

す
る

。
た

だ

し
、
1
ロ

ッ
ト

の
面

積
が

2
0
0
m
2
に

満
た

な
い

場
合

は
1
0
m
2
ご

と
に

1
点

と
す

る
。
 

3
-2

-
4-

6
(基

礎
工

) 
深

礎
工

 
測

定
項

目
「

基
礎

経
Ｄ

」
の

追
加

 

な
し

 
基

礎
経

Ｄ
：

設
計

径
（

公
称

径
）

以
上

※
 

 
 

上
記

追
加

に
伴

う
測

定
基

準
の

追
加

 

    

な
し

 
※

ﾗ
ｲ
ﾅ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾄ
の

場
合

は
そ

の
内

径
、
補

強
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

必
要

と
す

る
場

合
は

補
強

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

の
内

径
と

し
、

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
の

場
合

は
モ

ル
タ

ル
等

の
土

留
め

構
造

の
内

径
に

て

測
定

。
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編
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節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

 3
-2

-
6-

7
-1

(一
般

舗
装

工
) 

3
-2

-
6-

8
-1

(一
般

舗
装

工
) 

 3
-2

-
6-

9
-1

(一
般

舗
装

工
) 

 
(下

層
路

盤
工

) 

・
ｱｽ

ﾌｧ
ﾙ
ﾄ舗

装
工

 

・
半

た
わ

み
性

舗
装

工
 

・
排

水
性

舗
装

工
 

 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
 

・
県

独
自

の
旧

基
準

で
は

、

施
工

規
模

に
か

か
わ

ら

ず
規

格
値

を
国

の
中

規

模
以

上
の

規
格

値
と

し

て
い

た
が

、
国

交
省

と

同
様

の
基

準
と

す
る

。
 

・
こ

れ
に

よ
り

県
施

工
規

模
は

、
概

ね
小

規
模

以

下
の

工
事

と
な

る
た

め
、

実
質

的
に

規
格

値

が
緩

和
さ

れ
る

。
 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

基
準

高
▽

 
±

4
0
 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、
道

路
中

心
線

お
よ

び
端

部
で

測
定

。
厚

さ
は

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
を

掘
り

起
こ

し
て

測
定

。
幅

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
に

測
定

。
 

 

厚
さ

 
-
4
5
 

幅
 

-
5
0
 

  

  

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

基
準

高
▽

 
±

4
0
 

±
5
0
 

―
 

―
 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

道
路

中
心

線
お

よ
び

端
部

で
測

定
。

厚
さ

は
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎

に
１

ヶ
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割

に
測

定
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測

点
に

よ
ら

ず
延

長
8
0
ｍ

以
下

の

間
隔

で
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

厚
さ

 
-
4
5
 

-
4
5
 

-
1
5
 

-
1
5
 

幅
 

-
5
0
 

-
5
0
 

―
 

―
 

 

 
 

 半
た

わ
み

性
舗

装
は

、
青

字
部

分
の

記
載

無
し

。
 

【
測

定
箇

所
】

 

  

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

 
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、
管

理
図

等
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
以

上
あ

る
い

は
使

用
す

る
基

層
お

よ
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

、
3
,
0
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 
小

規
模

工
事

と
は

、
中

規
模

以
上

の
工

事
よ
り

規
模

は
小

さ
い

も
の

の
、
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日

連
続

す
る

場
合

で
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
を

い
う

。
 

①
施

工
面

積
で

2
,
0
0
0
m
2
以

上
1
0
,
0
0
0
m
2
未

満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使
用

量
が

5
0
0
t
以

上
3
,
0
0
0
t
未

満
 

 
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
9
個

以
上

の
割

合
で

規
格

値
を

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
厚

さ
の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。
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  3
-2

-
6-

7
-3

(一
般

舗
装

工
) 

3
-2

-
6-

8
-3

(一
般

舗
装

工
) 

 3
-2

-
6-

9
-3

(一
般

舗
装

工
) 

(
上

層
路

盤
工

)
粒

度

調
整

路
盤

工
 

・
ｱｽ

ﾌｧ
ﾙ
ﾄ舗

装
工

 

・
半

た
わ

み
性

舗
装

工
 

・
排

水
性

舗
装

工
 

下
層

路
盤

工
と

同
様

に
県

独
自

を
廃

止
し

国
基

準
に

統
一

 

【
規

格
値

】
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
2
5
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
を

掘
り

起
こ

し
て

測

定
。

 
幅

 
-
5
0
 

         

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

厚
さ

 
-
2
5
 

-
3
0
 

-
8
 

-
1
0
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割

と
し

、
厚

さ
は

各
車

線
2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
を

掘
り

起
こ

し
て

測
定

。
た

だ
し

、
幅

は
設

計
図

書
の

測
点

に
よ

ら
ず

延
長

8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

幅
 

-
5
0
 

-
5
0
 

―
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

 

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

・
下

層
路

盤
工

と
同

じ
 

   3
-2

-
6-

7
-5

(一
般

舗
装

工
) 

3
-2

-
6-

8
-5

(一
般

舗
装

工
) 

 3
-2

-
6-

9
-5

(一
般

舗
装

工
) 

(上
層

路
盤

工
) 

ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
(
石

灰
)
安

定
処

理
工

 

・
ｱｽ

ﾌｧ
ﾙ
ﾄ舗

装
工

 

・
半

た
わ

み
性

舗
 

装
工

 

・
排

水
性

舗
装

工
 

下
層

路
盤

工
と

同
様

に
県

独
自

を
廃

止
し

国
基

準
に

統
一

 

【
規

格
値

】
 

・
(
上

層
路

盤
工

)
粒

度
調

整
路

盤
工

と
同

じ
 

 ・
(
上

層
路

盤
工

)
粒

度
調

整
路

盤
工

と
同

じ
 

【
測

定
基

準
】

 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、
1
,
0
0
0
ｍ

2
に

１
個
（

た
だ

し
１

工
事

２
個

以
上

。
１

工
事

が
2
0
0
ｍ

2
未

満
の

場
合

は
１

個
以

上
。
）
の

割
で

コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

 

 幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、
厚
さ

は
、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。
た

だ
し

、
幅

は
設

計
図

書
の

測
点

に

よ
ら

ず
延

長
8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

【
測

定
箇

所
】

 

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
 

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

－
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

 

工
事

規
模

の
考

え
方

 

・
下

層
路

盤
工

と
同

じ
 

  3
-2

-
6-

7
-7

(一
般

舗
装

工
) 

3
-2

-
6-

8
-7

(一
般

舗
装

工
) 

 3
-2

-
6-

9
-7

(一
般

舗
装

工
) 

3
-2

-
6-

1
1-

1
(一

般
舗

装
工

) 

(
加

熱
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
安

定

処
理

工
) 

・
ｱｽ

ﾌｧ
ﾙ
ﾄ舗

装
工

 

・
半

た
わ

み
性

舗
装

工
 

・
排

水
性

舗
装

工
 

・
ｸ
ﾞ
ｰ
ｽ
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装

工
 

下
層

路
盤

工
と

同
様

に
県

独
自

を
廃

止
し

国
基

準
に

統
一

 

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
1
5
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
ｍ

2
に

１
個

（
た

だ
し

１
工

事
２

個
以

上
。

１
工

事
が

2
0
0
ｍ

2
未

満
の

場
合

は
１

個
以

上
。
）

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ

し
て

測
定

。
 

 

幅
 

-
5
0
 

      

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

厚
さ

 
-
1
5
 

-
2
0
 

-
5
 

-
7
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測

点
に

よ
ら

ず
延

長
8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

幅
 

-
5
0
 

-
5
0
 

―
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
 

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

－
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

  

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

・
下

層
路

盤
工

と
同

じ
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 3
-2

-
6-

7
-9

(一
般

舗
装

工
) 

3
-2

-
6-

8
-9

(一
般

舗
装

工
) 

 3
-2

-
6-

9
-9

(一
般

舗
装

工
) 

3
-2

-
6-

1
1-

3
(一

般
舗

装
工

) 

 
(基

層
工

) 

・
ｱｽ

ﾌｧ
ﾙ
ﾄ舗

装
工

 

・
半

た
わ

み
性

舗
装

工
(基

層
工

) 

・
排

水
性

舗
装

工
 

・
ｸ
ﾞ
ｰ
ｽ
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装

工
 

下
層

路
盤

工
と

同
様

に
県

独
自

を
廃

止
し

国
基

準
に

統
一

 

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
9
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0

ｍ
2
に

１
個

（
た

だ
し

１
工

事
２

個
以

上
。

１
工

事
が

2
0
0

ｍ
2
未

満
の

場
合

は
１

個
以

上
。
）
の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取

も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

 

 

幅
 

-
2
5
 

      

  

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

厚
さ

 
-
9
 

-
1
2
 

-
3
 

-
4
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

た
だ

し
、

幅
は

設

計
図

書
の

測
点

に
よ

ら
ず

延
長

8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

幅
 

-
2
5
 

-
2
5
 

―
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
 

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

－
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

 

工
事

規
模

の
考

え
方

 

・
下

層
路

盤
工

と
同

じ
 

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
－

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

 

 3
-2

-
6-

7
-1

1
(一

般
舗

装
工

) 

3
-2

-
6-

8
-1

1
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

9
-1

1
(一

般
舗

装
工

) 

3
-2

-
6-

1
1-

5
(一

般
舗

装
工

) 

(表
層

工
) 

・
ｱｽ

ﾌｧ
ﾙ
ﾄ舗

装
工

 

・
半

た
わ

み
性

舗
装

工
（

表
層

工
）

 

・
排

水
性

舗
装

工
 

・
ｸ
ﾞ
ｰ
ｽ
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装

工
 

国
交

省
の

管
理

基
準

に
統

一
す

る
が

、
県

独
自

の
基

準
高

の
管

理
は

現
行

ど
お

り
継

続
す

る
。

 

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

厚
さ

 
-
7
 

幅
、

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
ｍ

2
に

１
個

（
た

だ
し

１
工

事
２

個
以

上
。

１
工

事
が

2
0
0
ｍ

2
未

満
の

場
合

は
１

個
以

上
。
）

の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

。
基

準
高

は
道

路
中

心
線

及
び

両
端

部
で

測
定

。
平

坦
性

は
各

車
線

毎
に

車
線

の
中

心
か

ら
１

ｍ
離

れ
た

１
測

線
を

設
け

て
全

延
長

で
測

定
。

測
量

線
長

が
1
0
0
ｍ

以
上

の
場

合
、

路
面

の
平

坦
性

試
験

結
果

を
作

成
す

る
。

 

幅
 

-
2
5
 

基
準

高
▽

 
±

3
0
 

平
坦

性
 

3
m
ﾌﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ
に

よ
り

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
 

直
読

式
(
足

付
き

)
 

(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下
 

        

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平

均
(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場
合

は
測

定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規
模

以
下

 

厚
さ

 
-
7
 

-
9
 

-
2
 

-
3
 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割

と
し

、
道

路
中

心
線

お
よ

び
端

部
で

測

定
。

幅
は

延
長

8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割

で
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測

点
に

よ
ら

ず
延

長

8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

幅
 

-
2
5
 

-
2
5
 

―
 

―
 

基
準

高
▽

 
±

3
0
 

平
坦

性
 

―
 

3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ
に

よ
り

 

(
σ

)
2
.
4
m
m
以
下

 

直
読

式
(
足

付
き

) 

(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以
下

 
 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
－

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

 
維

持
工

事
に

お
い

て
は

、
平

坦
性

の
項

目
を

省
略

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

      

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

・
下

層
路

盤
工

と
同

じ
 

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
－

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

 
維

持
工

事
に

お
い

て
は

、
平

坦
性

の
項

目
を
省

略
す

る
こ

と
が

出
来

る
。
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3
-2

-
6-

1
0-

1
(一

般
舗

装
工

) 
透

水
性

舗
装

工
 

（
路

盤
工

）
 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
（

ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

の
下

層
路

盤
工

と
同

じ
）

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

基
準

高
▽

 
±

5
0
 

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
m
毎

に
１

ヶ
所

の
割

で

測
定

。
厚

さ
は

、
片

側
延

長
1
0
0
m
毎

に
１

ヶ
所

掘
り

起
こ

し
て

測
定

。
幅

は
、
片

側
延

長
4
0
m
毎

に
１

ヶ
所

測
定

。
 

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。
 

厚 さ 

t
＜

 

1
5
㎝

 
-
3
0
 

t
≧

 

1
5
㎝

 
-
4
5
 

幅
 

-
1
0
0
 

       

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値
(
X
)
 

測
定
値

の
平
均

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規

模
 

以
上

 

中
規
模

 

以
上
 

基
準

高
▽

 
±

5
0
 

―
 

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
m
毎

に
１

ヶ
所

の
割

で
測

定
。

厚
さ

は
、

片

側
延

長
2
0
0
m

毎
に

１
ヶ

所
掘

り

起
こ

し
て

測
定

。
幅

は
、

片
側

延

長
8
0
m
毎

に
１

ヶ
所

測
定

。
た

だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測

点
に

よ

ら
ず

延
長

8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。
 

 

厚
さ

 

t
＜

 

1
5
㎝

 
-
3
0
 

-
1
0
 

t
≧

 

1
5
㎝

 
-
4
5
 

-
1
5
 

幅
 

-
1
0
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

  

工
事

規
模

の
考

え
方

 

 
中

規
模

以
上

の
工

事
は

、
管

理
図

等
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、
基

層
お

よ
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す

る
。

 

 
小

規
模

工
事

と
は

、
中

規
模

以
上

の
工

事
よ
り

規
模

は
小

さ
い

も
の

の
、
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い
い

、
同

一
工

種
の

施
工

が
数

日

連
続

す
る

場
合

が
該

当
す

る
。

 

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
－

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

 
維

持
工

事
に

お
い

て
は

、
平

坦
性

の
項

目
を
省

略
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

 

3
-2

-
6-

1
0-

3
(一

般
舗

装
工

) 
透

水
性

舗
装

工
 

(表
層

工
) 

国
交

省
の

管
理

基
準

に
統

一
す

る
が

、
県

独
自

の
基

準
高

の
管

理
は

現
行

ど
お

り
継

続
す

る
。

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

基
準

高
▽

 
±

3
0
 

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
で

測
定

。
幅

は
、
片

側
延

長
8
0m

毎
に

１

ヶ
所

の
割

で
測

定
。
厚

さ
は

、
片

側
延

長
1
0
0

ｍ
毎

に
１

箇
所
（

た
だ

し
１

工
事

２
箇

所
以

上
）

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

。
 

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。
 

厚
さ

 
-
9
 

幅
 

-
2
5
 

            

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模
 

以
上

 

基
準

高
▽

 
±

3
0
 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

道
路

中
心

線
お

よ
び

端
部

で
測

定
。

 

幅
は

、
片

側
延

長
8
0
m
毎

に
１

ヶ
所

の
割

で
 

測
定

。
 

厚
さ

は
、
片

側
延

長
2
0
0
m
毎

に
１

ヶ
所

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

。
 

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測

点
に

よ
ら

ず

延
長

8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

 

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。
 

厚
さ

 
-
9
 

-
3
 

幅
 

-
2
5
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

 

 路
盤

工
と

同
じ
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 3
-2

-
6-

1
2-

1
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

1
2-

1
1(
一

般
舗

装
工

) 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

舗
装

工
 

(下
層

路
盤

工
) 

 (
転

圧
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
版

工
)

下
層

路
盤

工
 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
（

ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

の
下

層
路

盤
工

と
同

じ
）

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

基
準

高
▽

 
±

4
0
 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

道
路

中
心

線
お

よ
び

端
部

で
測

定
。

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
を

掘
り

起
こ

し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所

の
割

に
測

定
。

 

厚
さ

 
-
4
5
 

幅
 

-
5
0
 

            

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平

均
(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場
合

は
測

定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規
模

以
下

 

基
準

高
▽

 
±

4
0
 

±
5
0
 

―
 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割

と
し

、
道

路
中

心
線

お
よ

び
端

部
で

測

定
。

厚
さ

は
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長

8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
に

測
定

。
た

だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測

点
に

よ
ら

ず
延

長
8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

厚
さ

 
-
4
5
 

-
1
5
 

幅
 

-
5
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

      

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

 
中

規
模

と
は

、
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

 

 
小

規
模

と
は

、
表

層
及

び
基

層
の

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

総
使

用
量

が

5
0
0
ｔ

未
満

あ
る

い
は

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

未
満

。
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
9
個

以
上

の
割

合
で

規
格

値
を

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た

だ
し

、
厚

さ
の

デ
ー

タ
数

が
1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

  

 3
-2

-
6-

1
2-

3
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

1
2-

1
3(
一

般
舗

装
工

) 

 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

舗
装

工
 

(粒
度

調
整

路
盤

工
) 

  
(
転

圧
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
版

工
)
粒

度
調

整
路

盤

工
 

下
層

路
盤

と
同

じ
 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
2
5
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、
厚

さ
は
、
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
を

掘
り

起
こ

し
て

測
定

。
 

幅
 

-
5
0
 

         

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

厚
さ

 
-
2
5
 

-
3
0
 

-
8
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

各
車

線
2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
を

掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図

書
の

測
点

に
よ

ら
ず

延
長

8
0
ｍ

以
下

の
間

隔

で
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

幅
 

-
5
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗

装
工

(
下
層

路
盤

工
)
と

同
じ

 

 

 ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗

装
工

(
下

層
路

盤
工

)
と

同
じ
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 3
-2

-
6-

1
2-

5
(一

般
舗

装
工

) 

  3
-2

-
6-

1
2-

1
5(
一

般
舗

装
工

) 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

舗
装

工
 

(
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
(
石

灰
･
瀝

青
)

安
定

処
理

工
) 

  
(
転

圧
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
版

工
) 

ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
(
石

灰
･
瀝

青
)安

定
処

理
工

 

 

下
層

路
盤

と
同

じ
 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
2
5
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
ｍ

2
に

１
個

（
た

だ
し

１
工

事
２

個
以

上
。

１
工

事
が

2
0
0
ｍ

2
未

満
の

場
合

は
１

個
以

上
。
）

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ

し
て

測
定

。
 

幅
 

-
5
0
 

     

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

厚
さ

 
-
2
5
 

-
3
0
 

-
8
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0

㎡
に

１
個

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

た

だ
し

、
幅

は
設

計
図

書
の

測
点

に
よ

ら
ず

延

長
8
0
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

幅
 

-
5
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗

装
工

(
下
層

路
盤

工
)
と

同
じ

 

 ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗

装
工

(
下

層
路

盤
工

)
と

同
じ

 

 3
-2

-
6-

1
2-

7
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

1
2-

1
7(
一

般
舗

装
工

) 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

舗
装

工
 

(
ｱｽ

ﾌ
ｧﾙ

ﾄ中
間

層
) 

 (
転

圧
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
版

工
)

ｱ
ｽﾌ

ｧ
ﾙﾄ

中
間

層
 

下
層

路
盤

と
同

じ
 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
9
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0

ｍ
2
に

１
個

（
た

だ
し

１
工

事
２

個
以

上
。

１
工

事
が

2
0
0

ｍ
2
未

満
の

場
合

は
１

個
以

上
。
）
の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取

し

て
測

定
。
 

幅
 

-
2
5
 

     

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

厚
さ

 
-
9
 

-
1
2
 

-
3
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0

㎡
に

１
個

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図

書
の

測
点

に
よ

ら
ず

延
長

8
0
ｍ

以
下

の
間

隔

で
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

幅
 

-
2
5
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗

装
工

(
下

層
路

盤
工

)
と

同
じ

 
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗

装
工

(
下

層
路

盤
工

)
と

同
じ

 

 3
-2

-
6-

1
2-

9
(一

般
舗

装
工

) 

  

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

舗
装

工
 

(
ｺﾝ

ｸ
ﾘｰ

ﾄ舗
装

版
工

) 

国
交

省
の

管
理

基
準

に
統

一
す

る
が

、
県

独
自

の
基

準
高

の
管

理
は

現
行

ど
お

り
継

続
す

る
。

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

厚
さ

 
-
1
0
 

幅
、

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
ｍ

2
に

１
個

（
た

だ
し

１

工
事

２
個

以
上

。
１

工
事

が
2
0
0
ｍ

2
未

満
の

場

合
は

１
個

以
上

。
）
の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

。
基

準
高

は
道

路
中

心
線

及
び

両
端

部
で

測
定

。
平

坦
性

は
各

車
線

毎
に

車
線

の
中

心
か

ら
１

ｍ
離

れ
た

１
測

線
を

設
け

て
全

延
長

で
測

定
。
測

量
線

長
が

1
0
0
ｍ

以
上

の
場

合
、
路

面
の

平
坦

性
試

験
結

果
を

作
成

す
る

。
 

 

幅
 

-
2
5
 

平
坦

性
 

ｺ
ﾝｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

硬
化

後
、
3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ

ｰ
に

よ
り

機
械

舗
設

の
場

合
 

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
 

人
力

舗
設

の
場

合
 

(
σ

)
3
m
m
以

下
 

基
準

高
▽

 
±

3
0
 

目
地

段
差

 
±

2
 

 

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平

均
(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場
合

は
測

定

値
の

平
均

 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規
模

 

以
下

 

厚
さ

 
-
1
0
 

-
3
.
5
 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
で

道
路

中
心

線
及

び
両

端
部

で
測

定
し

、
厚

さ
は

各
車

線
の

中
心

付
近

で
型

枠
据

付
後

各
車

線
2
0
0
ｍ

毎
に

水
糸

又
は

レ
ベ

ル
に

よ
り

１
測

線
当

た
り

横
断

方
向

に
３

ヶ
所

以
上

測
定

、
幅

は
、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
で

測
定

。
平

坦
性

は
各

車
線

毎
に

版
縁

か
ら

１
ｍ

の
線

上
、
全

延
長

と
す

る
。

な
お

、
ス

リ
ッ

プ
フ

ォ
ー

ム
工

法
の

場
合

は
、

厚
さ

管
理

に
関

し
、

打
設

前
に

各
車

線
の

中
心

付
近

で
各

車
線

2
00

ｍ
毎

に
水

糸
又

は
レ

ベ
ル

に
よ

り
１

測
線

当
た

り
横

断
方

向
に

３
ヶ

所
以

上
路

盤
の

基
準

高
を

測
定

し
、
測

定
打

設
後

に
各

車
線

2
0
0
m
毎

に
両

側
の

版
端

を
測

定
す

る
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測

点
に

よ
ら

ず
延

長
8
0

ｍ
以

下
の

間
隔

で
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

幅
 

-
2
5
 

―
 

平
坦

性
 

―
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

硬
化

後
、

3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ

ﾀ
ｰ
に

よ
り

機
械

舗

設
の

場
合

 

(
σ

)
2
.
4
m
m
以
下

 

人
力

舗
設

の
場

合
 

(
σ

)
3
m
m
以

下
 

基
準

高
 

±
3
0
 

目
地

段
差

 
±

2
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【

測
定

箇
所

】
 

維
持

工
事

に
お

い
て

は
、

平
坦

性
の

項
目

を
省

略
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

         

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

 
中

規
模

と
は

、
１

層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

 

 
小

規
模

と
は

、
表

層
及

び
基

層
の

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

総
使

用
量

が

5
0
0
ｔ

未
満

あ
る

い
は

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

未
満

。
 

 
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
厚

さ
の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

 

 
維

持
工

事
に

お
い

て
は

、
平

坦
性

の
項

目
を
省

略
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

 3
-2

-
6-

1
2-

1
9(
一

般
舗

装
工

) 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

舗
装

工
 

(転
圧

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰ
ﾄ版

工
) 

国
交

省
の

管
理

基
準

に
統

一
す

る
が

、
県

独
自

の
基

準
高

の
管

理
は

現
行

ど
お

り
継

続
す

る
。

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

厚
さ

 
－

１
５

 
厚

さ
は

各
車

線
の

中
心

付
近

で
型

枠

据
付

後
各

車
線

4
0
ｍ

毎
に

水
糸

又

は
レ

ベ
ル

に
よ

り
１

測
線

当
た

り
横

断
方

向
に

３
箇

所
以

上
測

定
。

幅
、

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所

の
割

で
測

定
。

基
準

高
は

道
路

中
心

線
及

び
両

端
部

で
測

定
。

平
坦

性
は

各
車

線
毎

に
版

縁
か

ら
１

ｍ
離

れ
た

１
測

線
を

設
け

て
全

延
長

で
測

定
。

測
量

線
長

が
1
0
0
ｍ

以
上

の
場

合
、

路
面

の
平

坦
性

試
験

結
果

を
作

成
す

る
 

幅
 

－
３

５
 

平
坦

性
 

転
圧
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

硬
化

後
、

3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ

ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ
に

よ
り

 

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
 

基
準

高
▽

 
±

３
０

 

目
地

段
差

 
±

２
 

         

 測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面

管
理

の
場

合
は

測

定
値

の
平

均
 

中
規

模
 

以
上

 

小
規

模
 

以
下

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規

模
 

以
下

 

厚
さ

 
-
1
5
 

-
4
.
5
 

基
準

高
は

延
長

40
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
で

道
路

中
心

線
及

び
両

端
部

で
測

定
し

、
厚

さ

は
、

各
車

線
の

中
心

付
近

で
型

枠
据

付
後

各

車
線

2
0
0
ｍ

毎
に

水
糸

又
は

レ
ベ

ル
に

よ
り

１
測

線
当

た
り

横
断

方
向

に
３

ヶ
所

以
上

測

定
、
幅

は
、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
で

測
定

、
平

坦
性

は
各

車
線

毎
に

版
縁

か
ら

１

ｍ
の

線
上

、
全

延
長

と
す

る
。

た
だ

し
、

幅

は
設

計
図

書
の

測
点

に
よ

ら
ず

延
長

80
ｍ

以
下

の
間

隔
で

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

隣
接

す
る

各
目

地
に

対
し

て
、

道
路

中
心

線

及
び

端
部

で
測

定
。

 

幅
 

-
3
5
 

―
 

平
坦

性
 

―
 

転
圧

コ
ン

ク
リ

ー

ト
の

硬
化

後
、

3
m

プ
ロ

フ
ィ

ル
メ

ー

タ
ー

に
よ

り
 

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
 

目
地

段
差

 
±

2
 

基
準

高
 

±
3
0
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

維
持

工
事

に
お

い
て

は
、

平
坦

性
の

項
目

を
省

略
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

 

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

中
規

模
と

は
、

１
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

 

小
規

模
と

は
、
表

層
及

び
基

層
の

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0

ｔ
 
未

満
あ

る
い

は
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
 
㎡

未
満

。
 

厚
さ

は
、

個
々

の
測

定
値

が
1
0
個

に
９

 
個

以
上

の
割

合
で

規
格

値
を

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、
1
0
個

の
測

定
値
の

平
均

値
（

 
Ｘ

1
0
）
に

つ
い

て
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
厚

さ
の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

ー
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

維
持

工
事

に
お

い
て

は
、

平
坦

性
の

項
目

を
省
略

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
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 3
-2

-
6-

1
3-

1
(一

般
舗

装
工

) 

3
-2

-
6-

1
4-

1
(一

般
舗

装
工

) 

(下
層

路
盤

工
) 

・
薄

層
ｶﾗ

ｰ舗
装

工
 

・
ﾌﾞ

ﾛｯ
ｸ舗

装
工

 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
（

ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

の
下

層
路

盤
工

と
同

じ
）

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

基
準

高
▽

 
±

4
0 

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

道
路

中
心

線
お

よ
び

端
部

で
測

定
。

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
を

掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割

に
測

定
 

厚
さ

 
-
4
5
 

幅
 

-
5
0
 

 

 測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場
合

は
測

定
値

の
平

均
 

中
規

模
 

以
上

 

小
規

模
 

以
下

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規
模

 

以
下
 

基
準

高
▽

 
±

4
0
 

±
5
0
 

―
 

基
準

高
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所

の
割

と
し

、
道

路
中

心
線

及
び

端
部

で

測
定

。
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
を

掘
り

起
こ

し
て

測
定

。
幅

は
、

延
長

8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
に

測
定

。
 

厚
さ

 
-
4
5
 

-
1
5
 

幅
 

-
5
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

 

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

 
中

規
模

と
は

、
１

層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

 

小
規

模
と

は
、
表

層
及

び
基

層
の

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0

ｔ
未

満
あ

る
い

は
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

未
満
。

 

 
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
厚

さ
の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

 

  3
-2

-
6-

1
3-

2
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

1
4-

2
(一

般
舗

装
工

) 

(
上

層
路

盤
工

)
粒

度

調
整

路
盤

工
 

・
薄

層
ｶﾗ

ｰ舗
装

工
 

 ・
ﾌﾞ

ﾛｯ
ｸ舗

装
工

 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
（

ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

の
下

層
路

盤
工

と
同

じ
）

 

【
規

格
値

・
測

定
基

準
】

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
2
5
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

 

幅
 

-
5
0
 

 

 測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場

合
は

測
定

値
の

平
均

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規

模
 

以
下

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規
模

 

以
下
 

厚
さ

 
-
2
5
 

-
3
0
 

-
8
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割

と
し

、
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎

に
１

 
ヶ

所
を

掘
り

起
こ

し
て

測

定
。

 
幅

 
-
5
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

    

薄
層

ｶ
ﾗ
ｰ
舗

装
工

(
下

層
路

盤
工

)
と

同
じ

 

  3
-2

-
6-

1
3-

3
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

1
4-

3
(一

般
舗

装
工

) 

(
上

層
路

盤
工

)
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

(石
灰

)安
定

処
理

工
 

・
薄

層
ｶﾗ

ｰ舗
装

工
 

 ・
ﾌﾞ

ﾛｯ
ｸ舗

装
工

 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
（

ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

の
下

層
路

盤
工

と
同

じ
）

 

【
規

格
値

】
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

厚
さ

 
-
2
5
 

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
ｍ

2
に

１
個

（
た

だ
し

１
工

事
２

個
以

上
。

１
工

事
が

2
0
0
ｍ

2
未

満
の

場
合

は
１

個
以

上
。
）

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

 
幅

 
-
5
0
 

 

 測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値
(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平

均
(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場
合

は
測

定

値
の

平
均

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規

模
 

以
下

 

中
規

模
 

以
上

 

小
規
模

 

以
下
 

厚
さ

 
-
2
5
 

-
3
0
 

-
8
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割

で
コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ

し
て

測
定

。
 

幅
 

-
5
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

箇
所

】
 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

ー
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合

 工
事

規
模

の
考

え
方

 

薄
層

ｶ
ﾗ
ｰ
舗

装
工

(
下

層
路

盤
工

)
と

同
じ
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は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 
コ

ア
ー

採
取

に
つ

い
て

 

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

ー
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

  3
-2

-
6-

1
3-

4
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

1
4-

4
(一

般
舗

装
工

) 

(
加

熱
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
安

定

処
理

工
）

 

・
薄

層
ｶﾗ

ｰ舗
装

工
 

 ・
ﾌﾞ

ﾛｯ
ｸ舗

装
工

 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
（

ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

の
下

層
路

盤
工

と
同

じ
）

 

【
規

格
値

】
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 

厚
さ

 
-
1
5
 

幅
 

-
5
0
 

 

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場
合

は
測

定
値

の
平

均
 

中
規

模
以

上
 

小
規

模
以

下
 

中
規

模
以

上
 

小
規

模
以

下
 

厚
さ

 
-
1
5
 

-
2
0
 

-
5
 

幅
 

-
5
0
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

基
準

】
【

測
定

箇
所

】
は

『
薄

層
ｶ
ﾗ
ｰ
舗

装
工

(
上

層
路

盤
工

)
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
(
石

灰
)
安

定
処

理
工

』
と

同
じ

 

 3
-2

-
6-

1
3-

5
(一

般
舗

装
工

) 

 3
-2

-
6-

1
4-

5
(一

般
舗

装
工

) 

(基
層

工
）

 

・
薄

層
ｶﾗ

ｰ舗
装

工
 

 ・
ﾌﾞ

ﾛｯ
ｸ舗

装
工

 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
（

ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

の
下

層
路

盤
工

と
同

じ
）

 

【
規

格
値

】
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 

厚
さ

 
-
9
 

幅
 

-
2
5
 

 

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

個
々

の
測

定
値

(
X
)
 

1
0
個

測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)
＊

面
管

理
の

場
合

は
測

定
値

の
平

均
 

中
規

模
以

上
 

小
規

模
以

下
 

中
規

模
以

上
 

小
規

模
以

下
 

厚
さ

 
-
9
 

-
1
2
 

-
3
 

幅
 

-
2
5
 

―
 

 

 
 

 
【

測
定

基
準

】【
測

定
箇

所
】
は

『
薄

層
ｶ
ﾗ
ｰ
舗

装
工

(
上

層
路

盤
工

)
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
(
石

灰
)
安

定
処

理
工

』
と

同
じ

 

 

3
-2

-
7-

9
-1

(地
盤

改
良

工
) 

固
結

工
 

(
粉

体
噴

射
攪

拌

工
)(

高
圧

噴
射

攪
拌

工
)(

ｽ
ﾗ
ﾘ
ｰ
攪

拌

工
)
(
生

石
灰

ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾙ

工
) 

       

深
度

の
測

定
基

準
、

測
定

箇
所

の
詳

細
説

明
の

追
加

 

【
測

定
基

準
】

深
度

 

全
本

数
 

 全
本

数
 

Ｌ
＝

 
1
－

 
2
 

 
1
は

改
良

体
先

端
深

度
 

 
2
は

改
良

端
天

端
深

度
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3
-2

-
12

-
1-

1
(工

場
製

作
工

) 
鋳

造
費

（
金

属
支

承

工
）

 

規
格

値
及

び
測

定
基

準
の

追
加

及
び

変
更

 

                                          

【
規

格
値

】
 

測
定
項

目
 

規
格

値
 

上 下 部 鋼 構 造 物 と の 接 合 用 ボ

ル ト 孔 

孔
の

直
径

差
 

0
～

+
2
 

中 心 距 離 

セ
ン

タ
ー

ボ
ス

を
基

準
 

に
し

た
孔

位
置

の
ず

れ
 

≦
1
0
0
0
m
m
 

1
以

下
 

＞
1
0
0
0
m
m
 

1
.
5
以

下
 

ア ン カ ー ボ ル ト 用

孔(鋳 放 し) ア ン カ

ー ボ ル ト 

孔 の 直 径 

≦
1
0
0
m
m
 

－
1
～

＋
3
 

＞
1
0
0
m
m
 

－
2
～

＋
4
 

孔
の

中
心

距
離

 
J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5
 

C
T
1
3
 

セ ン タ

ー ボ ス 

ボ
 
ス
 
の

 
直

 
径

 
-
1
～

0
 

ボ
 
ス
 
の

 
高

 
さ

 
0
～

+
1
 

上
沓

の
橋

軸
及

び
直
角

方
向

の
長

さ
寸

法
 

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5
 

C
T
1
3
 

全 移 動

量   

 
≦

3
0
0
m
m
 

±
2
 

 
＞

3
0
0
m
m
 

±
 
／

1
0
0
 

組 立 高 さ Ｈ 

上
,
下

面
加

工
仕

上
げ

 
±

3
 

コ ン ク リ ー ト 構 造

用 

Ｈ
≦

3
0
0
m
m
 

±
3
 

Ｈ
＞

3
0
0
m
m
 

(
H
／

2
0
0
＋

3
)
小

数
点

以
下

切
り

捨
て

 

普 通 寸 法 

鋳
放
し

長
さ

寸
法

 

※
1
）、

※
2
）

 

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5
 

C
T
1
4
 

鋳
放
し

肉
厚

寸
法

 

※
1
）
 

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5
 

C
T
1
5
 

削
り
加

工
寸

法
 

J
I
S
 
B
 
0
4
0
5
-
9
5
 

粗
級

 

ガ
ス
切

断
寸

法
 

J
I
S
 
B
 
0
4
1
7
-
9
5
 

B
級

 

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 

上 下 部 鋼 構 造 物 と の 接 合 用 ボ

ル ト 孔 

孔
の

直
径

差
 

＋
2
 

－
0
 

中 心 距 離 

ボ
ス

の
突

起
を

基
準

 

と
し

た
孔

の
位

置
ず

れ
 

≦
1
0
0
0
m
m
 

1
以

下
 

ボ
ス

の
突

起
を

基
準

 

と
し

た
孔

の
位

置
ず

れ
 

＞
1
0
0
0
m
m
 

1
.
5
以

下
 

ア ン カ ー ボ ル ト 用

孔(鋳 放 し)ア ン カ

ー ボ ル ト 

ド リ ル 加

工 孔 

≦
1
0
0
m
m
 

＋
3
 

－
1
 

＞
1
0
0
m
m
 

＋
4
 

－
2
 

孔
の

中
心

距
離

 
J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
1
9
9
5
 

C
T
1
3
 

セ ン タ ー

ボ ス 

ボ
 
ス

 
の

 
直

 
径

 
＋

0
 

－
1
 

ボ
 
ス

 
の

 
高

 
さ

 
＋

1
 

－
0
 

ボ ス 

※5 

ボ
 
ス

 
の

 
直

 
径

 
＋

0
 

－
1
 

ボ
 
ス

 
の

 
高

 
さ

 
＋

1
 

－
1
 

上
沓

の
橋

軸
及

び
橋

軸
 

直
角

方
向

の
長

さ
寸

法
 

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
1
9
9
5
 

C
T
1
3
 

全 移 動

量   

※4 

 
≦

3
0
0
m
m
 

±
2
 

 
＞

3
0
0
m
m
 

±
 
／

1
0
0
 

組 立 高 さ Ｈ 

上
,
下

面
加

工
仕

上
げ

 
±

3
 

コ ン ク リ ー ト 構 造

用 

Ｈ
≦

3
0
0
m
m
 

±
3
 

Ｈ
＞

3
0
0
m
m
 

(
H
／

2
0
0
＋

3
)
小

数
点

以
下

切
り

捨
て

 

普 通 寸 法 

鋳
放

し
長

さ
寸

法
 

※
2
）
、

※
3
）

 
J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
1
9
9
5
 
C
T
1
4
 

鋳
放

し
肉

厚
寸

法
 

※
2
）

 
J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
1
9
9
5
 
C
T
1
5
 

削
り

加
工

寸
法

 
J
I
S
 
B
 
0
4
0
5
-
1
9
9
1
 

粗
級

 

ガ
ス

切
断

寸
法

 
J
I
S
 
B
 
0
4
1
7
-
1
9
7
9
 
B
級
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【

測
定

基
準

】
 

製
品

全
数

を
測

定
。

 

※
1
）

片
面

削
り

加
工

も
含

む
。

 

※
2
）
た

だ
し

、
ソ
ー

ル
プ

レ
ー

ト
接

触
面

の
橋

軸
及

び
橋

軸
直

角
方

向
の

長
さ

寸

法
に

対
し

て
は

CT
1
3
を

適
用

す
る

。
 

 製
品

全
数

を
測

定
。

 

※
1
)
ガ

ス
切

断
寸

法
を

準
用

す
る

 

※
2
）

片
面

の
み

の
削

り
加

工
の

場
合

も
含

む
。

 

※
3
）
ソ

ー
ル

プ
レ

ー
ト

の
接

触
面

の
橋

軸
及

び
橋

軸
直

角
方

向
の

長
さ

寸
法

に
対

し
て

は
C
T
1
3
を

適
用

す
る

も
の

と
す

る
。

 

※
4
)
全

移
動

量
分

の
遊

間
が

確
保

さ
れ

て
い

る
の

か
を

す
る

。
 

※
5
)
組

立
て

後
に

測
定

 

 

3
-2

-
12

-
1-

2
(工

場
製

作
工

) 
鋳

造
費

(
大

型
ｺ
ﾞ
ﾑ
支

承
工

) 

規
格

値
の

変
更

 
 

測
定

項
目

 
規

格
値

 

幅 ｗ 長 さ Ｌ 直 径

Ｄ 

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

≦
5
0
0
 

0
～

＋
5
 

5
0
0
＜

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

 

≦
1
5
0
0
m
m
 

0
～

＋
1
％

 

1
5
0
0
＜

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

 
0
～

＋
1
5
 

厚 さ ｔ 

ｔ
≦

2
0
m
m
 

±
0
.
5
 

2
0
＜

ｔ
≦

1
6
0
 

±
2
.
5
％

 

1
6
0
＜

ｔ
 

±
4
 

平
 

 
面

 
 

度
 

1
 

 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

幅 ｗ 長 さ Ｌ 直 径

Ｄ 

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

≦
5
0
0
 

0
～

＋
5
 

5
0
0
＜

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

 

≦
1
5
0
0
m
m
 

0
～

＋
1
％

 

1
5
0
0
＜

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

 
0
～

＋
1
5
 

厚 さ ｔ 
ｔ

≦
2
0
m
m
 

±
0
.
5
 

2
0
＜

ｔ
≦

1
6
0
 

±
2
.
5
％

 

1
6
0
＜

ｔ
 

±
4
 

相 対 誤 差 

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

≦
1
0
0
0
m
m 

1
 

1
0
0
0
m
m
＜

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ
 

(
ｗ

,
Ｌ

,
Ｄ

)
／

1
0
0
0
 

 

3
-2

-
12

-
3-

1
(工

場
製

作
工

) 
桁

製
作

工
 

(
仮

組
立

に
よ

る
検

査
を

実
施

す
る

場

合
) 

(
ｼ
ﾐ
ｭ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
仮

組
立

検
査

を
行

う
場

合
) 

測
定

項
目

「
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ
幅

､
腹

板
高

、
腹

板
間

隔
」
に

つ
い

て
、

測
定

箇
所

図
「

ﾄﾗ
ｽ弦

材
」

の
追

加
 

【
測

定
箇

所
】

 

 
 

 

 
 

 
測

定
項

目
「

全
長

、
支

間

長
」

に
つ

い
て

、
測

定
項

目
、

測
定

箇
所

図
等

を
修

正
 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

全
長

L
1（

ｍ
）
 

支
間

L
2（

ｍ
）
 

±
(
10
＋

L
1
／

1
0
)
 

±
(
10
＋

L
2
／

1
0
)
 

主
げ

た
、
主

構
全

数
を

測
定

。
 

 
 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定
基

準
 

測
定

箇
所

 

全
長

L
（

ｍ
）
 

支
間

L
n（

ｍ
）
 

±
(
1
0
＋

L
／

1
0
)
 

±
(
1
0
＋

L
n
／

1
0
)
 

各
桁

毎
に

全
数
測

定
。
 

 
 

 
 

測
定

項
目

「
現

場
継

手
部

の
す

き
間

」
に

つ
い

て
、
測

定
基

準
の

変
更

 

    

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

現
場

継
手

部

の
す

き
間

 

δ
1
，

δ
2

（
m
m
）

 

設
計

値
±

5
 

主
桁

、
主

構
の

全
継

手
数

の
1
／

2
を

測
定

。
 

δ
1
、

δ
2
の

う
ち

大
き

い
も

の
 

設
計

値
が

5
m
m
以

下
の

場
合

は
、

マ
イ

ナ
ス

を

認
め

な
い

。
 

  

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

現
場

継
手

部

の
す

き
間

 

 
δ

1
，

δ
2

（
m
m
）

 

±
5
 

主
桁
、

主
構

の
全

継
手

数
の

1
／

2
を

測
定

。
 

δ
1
、
δ

2
の

う
ち

大
き

い
も

の
 

な
お
、

設
計

値
が

5
m
m
未

満
の

場
合

は
、

す
き

間

の
許
容

範
囲

の
下

限
値

を
0
m
m
と

す
る

。（
例
：
設

計
値
が

3
m
m
の

場
合

、
す

き
間

の
許

容
範

囲
は

0
m
m

～
8
mm
）
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3
-2

-
12

-
3-

3
(工

場
製

作
工

) 
桁

製
作

工
 

(
鋼

製
堰

堤
製

作
工

(仮
組

立
時

))
 

測
定

箇
所

図
の

追
加

 
全

数
を

測
定

。
 

（
備

考
）

 

格
：

格
子

型
鋼

製
砂

防
ダ

ム
 

Ａ
：

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

 
Ａ

型
 

Ｂ
：

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

 
Ｂ

型
 

Ｌ
：

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

 
Ｌ

型
 

 

全
数

を
測

定
。

 

     

  

3
-2

-
12

-
11

(工
場

製
作

工
) 

工
場

塗
装

工
 

規
格

値
と

測
定

基
準

の
変

更
 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

塗
膜

厚
 

ａ
．

ロ
ッ

ト
塗

膜
厚

の
平

均
値

は
、

目
標
塗

膜
厚

合
計

値
の

9
0
％

以
上

。
 

ｂ
．
測

定
値

の
最

小
値

は
、
目

標
塗

膜
厚
合

計
値

の
7
0
％

以
上

。
 

ｃ
．

測
定

値
の

分
布

の
標

準
偏

差

は
、
目

標
塗

膜
厚

合
計

値
の

2
0
％

を

超
え
な

い
。
た

だ
し

、
測

定
値

の
平

均
値

が
目

標
塗

膜
厚

合
計

値
よ

り

大
き

い
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な

い
。
 

外
面

塗
装

で
は

、
無

機
ジ

ン
グ

リ
ッ

チ
ペ

イ
ン

ト
の

塗
付

後
と

上
塗

り
終

了
時

に
測

定
し

、
内

面
塗

装
で

は
内

面
塗

装
終

了
時

に
測

定
。

 

１
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
、
5
0
0
ｍ

2
と

す
る

。
 

１
ロ

ッ
ト

当
た

り
測

定
数

は
2
5

点
と

し
、

各
点

の
測

定
は

５
回

行
い

、
そ

の
平

均
値

を
そ

の
点

の
測

定
値

と
す

る
。

 
 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

塗
膜

厚
 

ａ
．

ロ
ッ

ト
塗

膜
厚

の
平

均
値

は
、

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

の
9
0
％
以

上
。
 

ｂ
．
測

定
値

の
最

小
値

は
、
目

標
塗

膜
厚

合
計

値
の

7
0
％

以
上

。
 

ｃ
．

測
定

値
の

分
布

の
標

準
偏

差

は
、
目

標
塗

膜
厚

合
計

値
の

2
0
％

以

下
。
た

だ
し

、
測

定
値

の
平

均
値

が

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

よ
り

大
き

い

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

外
面

塗
装

で
は

、
無

機
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
ペ

イ
ン

ト
の

塗
付

後
と

上
塗

り
終

了
時

に
測

定
し

、
内

面
塗

装
で

は
内

面
塗

装
終

了
時

に
測

定
。

 

1
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
、

5
0
0
m
2

と
す

る
。

 

1
ロ

ッ
ト

当
た

り
測

定
数

は
2
5

点
と

し
、

各
点

の
測

定
は

5
回

行
い

、
そ

の
平

均
値

を
そ

の
点

の
測

定
値

と
す

る
。
た

だ
し

、
1

ロ
ッ

ト
の

面
積

が
2
0
0
m
2
に

満

た
な

い
場

合
は

1
0
m
2
ご

と
に

1

点
と

す
る

。
 

 

3
-2

-
13

(橋
梁

架
設

工
) 

架
設

工
(鋼

橋
) 

(
ｸﾚ

ｰ
ﾝ架

設
) 

(
ｸｰ

ﾌ
ﾞﾙ

ｸ
ﾚｰ

ﾝ架
設

) 

(
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ｴ
ﾚ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
架

設
) 

(架
設

桁
架

設
) 

(送
出

し
架

設
) 

(
ﾄﾗ

ﾍ
ﾞﾗ

ｰ
ｸﾚ

ｰ
ﾝ架

設
) 

測
定

項
目

「
全

長
、

支
間

長
」
に

つ
い

て
規

格
値

、
測

定
箇

所
図

の
変

更
 

     

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

全
長

L
1（

ｍ
）
 

支
間

L
2（

ｍ
）
 

±
(
20
＋

Ｌ
1
 
／

5
)
 

±
(
20
＋

L
2
／

5
)
 

各
桁

毎
に

全
数

測

定
。

 

 
 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基

準
 

測
定

箇
所

 

全
長

L
（

ｍ
）

 

支
間

長
L
n
（

ｍ
）
 

±
(
2
0
＋

L
／

5
)
 

±
(
2
0
＋

L
n
／

5
)
 

各
桁

毎

に
全

数

測
定
。
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測

定
項

目
「

現
場

継
手

部

の
す

き
間

」
に

つ
い

て
、
測

定
基

準
の

変
更

 

  

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

※
現

場
継

手

部
の

す
き

間

δ
1
,
δ

2

（
m
m
）

 

設
計

値
±

5
 

主
げ

た
、

主
構

の
全

継
手

数
の

１
／

２
を

測

定
。

 

δ
1
,
δ

2
の

う
ち

大
き

い
も

の
 

設
計

値
が

5
㎜

以
下

の
場

合
は

、
マ

イ
ナ

ス
側

に
つ

い
て

は
設

計
値

以
上

と
す

る
。

 

  

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

※
現

場
継

手

部
の

す
き

間

δ
1
,
δ

2

（
m
m
）

 

±
5
 

主
桁
、

主
構

の
全

継
手

数
の

1
／

2
を

測
定

。
 

δ
1
,δ

2
の

う
ち

大
き

い
も

の
 

な
お
、

設
計

値
が

5
m
m
未

満
の

場
合

は
、

す
き

間
の
許

容
範

囲
の

下
限

値
を

0
m
m
と

す
る

。

（
例
：

設
計

値
が

3
m
m
の

場
合

、
す

き
間

の
許

容
範
囲

は
0
m
m
～

8
m
m
）

 

8
-1

-
9-

5
-1

(鋼
製

堰
堤

工
) 

鋼
製

堰
堤

本
体

工
 

(不
透

過
型

) 

測
定

箇
所

図
の

追
加

 
 な

し
 

 

 
8
-1

-
9-

5
-2

(鋼
製

堰
堤

工
) 

鋼
製

堰
堤

本
体

工
 

(透
過

型
) 

規
格

値
と

測
定

箇
所

図
の

変
更

 

 

 
      

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

堤
長

L
 

格
 

±
5
0
 

（
備

考
）

 

格
：

格
子

型
鋼

製
砂

防
ダ

ム
 

Ａ
：

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

 
Ａ

型
 

Ｂ
：

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

 
Ｂ

型
 

Ｌ
：

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

 
Ｌ

型
 

堤
長

 
 

格
･
B
･
L
 

±
1
0
 

堤
幅

W
 

格
 

±
3
0
 

堤
幅

w
 

格
･
B
･
L
 

±
1
0
 

堤
幅

w
 

A
 

±
5
 

堤
幅

H
 

格
･
B
･
L
 

±
1
0
 

堤
幅

H
 

格
A 

±
5
 

 

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

堤
長

 
Ｌ

 
±

5
0
 

図
面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

 

 
堤

長
 

 
 

±
1
0
 

堤
幅

 
Ｗ

 
±

3
0
 

堤
幅

 
ｗ

 
±

1
0
 

高
さ

 
Ｈ

 
±

1
0
 

高
さ

 
h
 

±
1
0
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9
-3

-
3(

ﾎ
ﾞｰ

ﾘ
ﾝｸ
ﾞ工

) 
ﾎ
ﾞｰ

ﾘ
ﾝｸ

ﾞ工
 

測
定

箇
所

図
の

変
更

 
 

 
 

 

1
0-

2
-4

(舗
装

工
) 

歩
道

路
盤

工
 

取
合

舗
装

路
盤

工
 

路
肩

舗
装

路
盤

工
 

規
格

値
、
測

定
基

準
、
測

定

箇
所

を
県

独
自

基
準

を
廃

止
し

、
国

基
準

に
統

一
 

  

測
定

箇
所

 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

 

      

測
定

項
目

 
規
格

値
 

測
定

基
準

 

基
準

高
▽

 
±
5
0
 

幅
、

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
で

測

定
。

 

厚
さ

は
、

片
側

延
長

8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

 

幅
は

、
片

側
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
測

定
。

 

※
両

端
部

２
点

で
測

定
す

る
。

 

 

厚 さ 

t
＜

1
5
㎝

 
-
3
0
 

t
≧

1
5
㎝

 
-
4
5
 

幅
 

-
1
0
0
 

  

測
定

箇
所

 

工
事

規
模

の
考

え
方

 

 
中

規
模

と
は

、
１

層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

 

 
小

規
模

と
は

、
表

層
及

び
基

層
の

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
ｔ

未
満

あ
る

い
は

施
工

面
積

が
2
0
0
0
㎡

未
満

。
 

 
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個
の

測
定

値
の

平
均

値
（

Ｘ
1
0
）
に

つ
い

て
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
厚

さ
の

デ
ー

タ
数

が
1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 
 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値
(
X
)
 

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

(
X1
0
)
 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 
中

規
模

以
上

 

基
準

高
▽

 
±

5
0
 

―
 

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１

ヶ
所

の
割

で
測

定
。

 

厚
さ

は
、

片
側

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

 

幅
は

、
片

側
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
測

定
。

 

※
両

端
部

２
点

で
測

定
す

る
。

 

厚 さ 
t
＜

1
5
㎝

 
-
3
0
 

-
1
0
 

t
≧

1
5
㎝

 
-
4
5
 

-
1
5
 

幅
 

-
1
0
0
 

―
 

1
0-

2
-4

(舗
装

工
) 

歩
道

舗
装

工
 

取
合

舗
装

工
 

路
肩

舗
装

工
 

表
層

工
 

国
交

省
の

管
理

基
準

に
統

一
す

る
が

、
県

独
自

の
基

準
高

の
管

理
は

現
行

ど
お

り
継

続
す

る
。

 

 

    

測
定

項
目

 
規
格

値
 

測
定

基
準

 

基
準

高
▽

 
±
3
0
 

幅
、

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
で

測

定
。

 

厚
さ

は
、

片
側

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
（

た
だ

し
１

工
事

２
箇

所
以

上
）

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

。
 

厚
さ

 
-
9
 

幅
 

-
2
5
 

  

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値
(
X
)
 

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

(
X1
0
)
 

中
規

模

以
上

 

小
規

模

以
下

 
中

規
模

以
上

 

基
準

高
▽

 
±

3
0
 

―
 

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１

ヶ
所

の
割

で
測

定
。

 

幅
は

、
片

側
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
で

測
定

。
 

厚
さ

は
、

片
側

延
長

2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

 

厚
さ

 
-
9
 

-
3
 

幅
 

-
2
5
 

―
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-
 
1
9
 
- 

編
章

節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

 

測
定

箇
所

 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

      

測
定

箇
所

 

工
事

規
模

の
考

え
方

 

 
中

規
模

と
は

、
１

層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

 

 
小

規
模

と
は

、
表

層
及

び
基

層
の

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
ｔ

未
満

あ
る

い
は

施
工

面
積

が
2
0
0
0
㎡

未
満

。
 

 
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個
の

測
定

値
の

平
均

値
（

Ｘ
1
0
）
に

つ
い

て
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
厚

さ
の

デ
ー

タ
数

が
1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

 

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
 

 
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

 
 

1
0-

3
-6

-
8(

橋
台

工
) 

橋
台

躯
体

工
 

測
定

箇
所

図
の

変
更

 
 

 
   

 

 
1
0-

3
-7

-
9-

1
(R
C
橋

脚
工

) 
橋

脚
躯

体
工

 

(張
出

式
) 

(重
力

式
) 

(半
重

力
式

) 

工
種

に
、「

重
力

式
」「

半
重

力
式

」
を

追
加

 

測
定

箇
所

図
の

変
更

 

測
定

箇
所

図
の

変
更

は
、

橋
台

躯
体

工
と

同
じ

 
 

1
0-

3
-7

-
9-

2
(R
C
橋

脚
工

) 
橋

脚
躯

体
工

 

(
ﾗｰ

ﾒ
ﾝ式

) 

測
定

箇
所

図
の

変
更

 
測

定
箇

所
図

の
変

更
は

、
橋

台
躯

体
工

と
同

じ
 

 

1
0-

3
-8

-
10

-
1(
鋼

製
橋

脚
工

) 

 1
0-

3
-8

-
10

-
2(
鋼

製
橋

脚
工

) 

橋
脚

架
設

工
 

(I
型

･T
型

) 

橋
脚

架
設

工
 

(門
型

) 

測
定

箇
所

図
の

変
更

 
中

心
線

の
変

位
ａ

は
、

８
－

３
－

６
－

８
橋

台
躯

体
工

と
同

じ
。

 

 
1
0-

4
-5

-
10

-
1(
鋼

橋
架

設
工

) 
支

承
工

(鋼
製

支
承

) 

 

測
定

項
目

、
規

格
値

の
変

更
 

       

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

据
付

け
高

さ
 

注
1
）

 
 

±
5
 

支
承

全
数

を
測

定
。

 

Ｂ
：

支
承

中
心

間
隔

（
ｍ

）
 

 支
承

の
平

面
寸

法
が

3
0
0
m
m
以

下
の

場

合
は

、
水

平
面

の
高

低
差

を
1
m
m
以

下

と
す

る
。

な
お

、
支

承
を

勾
配

な
り

に

据
付

け
る

場
合

を
除

く
。

 

 

可
動

支
承

の
移

動
 

可
能

量
 

注
2
）
 

設
計

移
動

量
 

＋
1
0
以

上
 

支
承

中
心

間
隔

 

（
橋

軸
直

角
方

向
）
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
橋

 

±
5
 

鋼
橋

 

4
+
0
.
5
×

（
B
-
2
）

 

 

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

据
付

け
高

さ
 

注
1
）

 
 

±
5
 

支
承

全
数

を
測

定
。

 

Ｂ
：

支
承

中
心

間
隔

（
ｍ

）
 

 支
承

の
平

面
寸

法
が

3
0
0
m
m
以

下
の

場

合
は

、
水

平
面

の
高

低
差

を
1
m
m
以

下

と
す

る
。

な
お

、
支

承
を

勾
配

な
り

に

据
付

け
る

場
合

を
除

く
。

 

 注
1
)
 
先

固
定

の
場

合
は

、
支

承
上

面

可
動

支
承

の
移

動
 

可
能

量
 

注
2
）

 
設

計
移

動
量

 

支
承

中
心

間
隔

 

（
橋

軸
直

角
方

向
）

 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
橋

 
鋼

橋
 

±
5
 

±
(
4
+
0
.
5
×
 

(
B
-
2)
)
 

水
平

度
 

橋
軸

方
向

 
1
／

1
0
0
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2
0
 
- 

編
章

節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

         

 

下 沓 の

水 平 度 

橋
軸

方
向
 

1
／

1
0
0
 

注
1
)
 
先

固
定

の
場

合
は

、
支

承
上

面

で
測

定
す

る
。

 

注
2
)
 
可

動
支

承
の

遊
間

（
L
a
,
L
b
）

を

計
測

し
、

支
承

据
付

時
の

オ
フ

セ
ッ

ト

量
δ

を
考

慮
し

て
、

移
動

可
能

量
が

道
路

橋
支

承
便

覧
の

規
格

値
を

満
た

す

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

注
3
)
 
可

動
支

承
の

移
動

量
検

査
は

、

架
設

完
了

後
に

実
施

す
る

。
 

詳
細

は
、

道
路

橋
支

承
便

覧
参

照
。

 

橋
軸

直
角

方
向
 

可
動

支
承

の
橋

軸
 

方
向

の
ず

れ
 

同
一

支
承

線
上

の
 

相
対

誤
差

 

5
 

可
動

支
承

の
 

移
動

量
 

注
3
）
 

温
度

変
化

に
伴

う
移

動
量

計
算

値
の

1
／

2
以

上
 

 

橋
軸

直
角

方
向

 

で
測

定
す

る
。

 

注
2
)
 
可

動
支

承
の

遊
間

（
L
a
,
L
b
）

を

計
測

し
、

支
承

据
付

時
の

オ
フ

セ
ッ

ト

量
δ

を
考

慮
し

て
、

移
動

可
能

量
が

道
路

橋
支

承
便

覧
の

規
格

値
を

満
た

す

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

注
3
)
 
可

動
支

承
の

移
動

量
検

査
は

、

架
設

完
了

後
に

実
施

す
る

。
 

詳
細

は
、

道
路

橋
支

承
便

覧
参

照
。

 

可
動

支
承

の
橋

軸
 

方
向

の
ず

れ
 

同
一

支
承

線
上

の
 

相
対

誤
差

 

5
 

可
動

支
承

の
 

機
能

確
認

 
注

3
）

 

温
度

変
化

に
伴

う
移
動

量

計
算

値
の

1
／

2
以

上
 

1
0-

4
-5

-
10

-
2(
鋼

橋
架

設
工

) 
支

承
工

(ｺ
ﾞﾑ

支
承

) 

 

測
定

項
目

、
規

格
値

の
変

更
 

  

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

据
付

け
高

さ
 

注
1
）

 
 

±
5
 

支
承

全
数

を
測

定
。

 

Ｂ
：

支
承

中
心

間
隔

（
ｍ

）
 

 上
部

構
造

部
材

下
面

と
ゴ

ム
支

承
面

と

の
接

触
面

及
び

ゴ
ム

支
承

と
台

座
モ

ル

タ
ル

と
の

接
触

面
に

肌
す

き
が

無
い

こ

と
を

確
認

。
 

支
承

の
平

面
寸

法
が

3
0
0
m
m
以

下
の

場

合
は

、
水

平
面

の
高

低
差

を
1
m
m
以

下

と
す

る
。

な
お

、
支

承
を

勾
配

な
り

に

据
付

け
る

場
合

を
除

く
。

 

 注
1
)
 
先

固
定

の
場

合
は

、
支

承
上

面

で
測

定
す

る
。

 

注
2
)
 
可

動
支

承
の

遊
間

（
L
a
,
L
b
）

を

計
測

し
、

支
承

据
付

時
の

オ
フ

セ
ッ

ト

量
δ

を
考

慮
し

て
、

移
動

可
能

量
が

道
路

橋
支

承
便

覧
の

規
格

値
を

満
た

す

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

注
3
)
 
可

動
支

承
の

移
動

量
検

査
は

、

架
設

完
了

後
に

実
施

す
る

。
 

詳
細

は
、

道
路

橋
支

承
便

覧
参

照
。

 

可
動

支
承

の
移

動
 

可
能

量
 

注
2
）
 

設
計

移
動

量
 

＋
1
0
以

上
 

支
承

中
心

間
隔

 

（
橋

軸
直

角
方

向
）
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
橋

 

±
5
 

鋼
橋

 

4
+
0
.
5
×

（
B
-
2
）

 

支 承 の

水 平 度 

橋
軸

方
向
 

1
／

3
0
0
 

橋
軸

直
角

方
向
 

可
動

支
承

の
橋

軸
 

方
向

の
ず

れ
 

同
一

支
承

線
上

の
 

相
対

誤
差

 

5
 

可
動

支
承

の
 

移
動

量
 

注
3
）
 

温
度

変
化

に
伴

う
移

動
量

計
算

値
の

1
／

2
以

上
 

  

測
定

項
目

 
規

格
値

 
測

定
基

準
 

据
付

け
高

さ
 

注
1
）

 
 

±
5
 

支
承

全
数

を
測

定
。

 

Ｂ
：

支
承

中
心

間
隔

（
ｍ

）
 

 上
部

構
造

部
材

下
面

と
ゴ

ム
支

承
面

と

の
接

触
面

及
び

ゴ
ム

支
承

と
台

座
モ

ル

タ
ル

と
の

接
触

面
に

肌
す

き
が

無
い

こ

と
を

確
認

。
 

支
承

の
平

面
寸

法
が

3
0
0
m
m
以

下
の

場

合
は

、
水

平
面

の
高

低
差

を
1
m
m
以

下

と
す

る
。

な
お

、
支

承
を

勾
配

な
り

に

据
付

け
る

場
合

を
除

く
。

 

 注
1
)
 
先

固
定

の
場

合
は

、
支

承
上

面

で
測

定
す

る
。

 

注
2
)
 
可

動
支

承
の

遊
間

（
L
a
,
L
b
）

を

計
測

し
、

支
承

据
付

時
の

オ
フ

セ
ッ

ト

量
δ

を
考

慮
し

て
、

移
動

可
能

量
が

道
路

橋
支

承
便

覧
の

規
格

値
を

満
た

す

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

注
3
)
 
可

動
支

承
の

移
動

量
検

査
は

、

架
設

完
了

後
に

実
施

す
る

。
 

詳
細

は
、

道
路

橋
支

承
便

覧
参

照
。

 

可
動

支
承

の
移

動
 

可
能

量
 

注
2
）

 
設

計
移

動
量

 

支
承

中
心

間
隔

 

（
橋

軸
直

角
方

向
）

 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
橋

 
鋼

橋
 

±
5
 

±
(
4
+
0
.
5
×
 

(
B
-
2)
)
 

水 平 度 

橋
軸

方
向

 

1
／

3
0
0
 

橋
軸

直
角

方
向

 

可
動

支
承

の
橋

軸
 

方
向

の
ず

れ
 

同
一

支
承

線
上

の
 

相
対

誤
差

 

5
 

可
動

支
承

の
 

機
能

確
認

 
注

3
）

 

温
度

変
化

に
伴

う
移
動

量

計
算

値
の

1
／

2
以

上
 

1
0-

4
-8

-
6~

7
(橋

梁
付

属
物

工
) 

橋
梁

用
防

護
柵

工
 

橋
梁

用
高

欄
工

 

測
定

項
目

の
追

加
 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

幅
w
 

-
5
～

+
1
0
 

１
径

間
当

た
り

両
端

と
中

央
部

の
３

ヶ
所

測

定
。

 

 

高
さ

ｈ
 

-
2
0
～

+
3
0
 

          

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
測

定
箇

所
 

天
端

幅
 

ｗ
1
 

－
5
～

＋
1
0
 

１
径
間

当
た

り

両
端
と

中
央

部

の
３
ヶ

所
測

定
。
 

 

地
覆

の
幅

 
ｗ

2
 

－
1
0
～

＋
2
0
 

高
 

さ
 

ｈ
1
 

－
2
0
～

＋
3
0
 

高
 

さ
 

ｈ
2
 

－
1
0
～

＋
2
0
 

有
効

幅
員

 
ｗ

3
 

0
～

＋
3
0
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-
 
2
1
 
- 

編
章

節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

1
0-

1
4-

4
-5

-
1(
舗

装
工

) 
切

削
ｵｰ

ﾊ
ﾞｰ

ﾚ
ｲ工

 
規

格
値

、
測

定
基

準
を

国

交
省

の
基

準
に

統
一

 

 

 
測

定
項

目
 

規
格

値
 

測
定

基
準

 

厚
さ

 
ｔ

 
-
9
 

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

切
削

後
と

オ
ー

バ
ー

レ
イ

後
の

基
準

高
の

差
で

算
出

す
る

。
 

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、
車

道
端

及
び

そ

の
中

心
と

す
る

。
 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、
延

長
4
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

、
２

箇
所

／
施

工
箇

所
と

す
る

。
 

断
面

状
況

で
、
間

隔
、
測

点
数

を
変

え
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

幅
 

 
ｗ

 
－

2
5
 

延
長

 
Ｌ

 
－

1
0
0
 

平
 
坦

 
性

 
3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ
 

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
 

直
読

式
(
足

付
き

)
 

(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下
 

 

 

測
定

項
目

 

規
格

値
 

測
定

基
準

 
個

々
の

測
定

値

(
X
)
 

測
定

値
の

平
均

(
X
)
 

厚
さ

 
ｔ

 

(
切

削
)
 

-
7
 

-
2
 

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

「
現

舗
装

高
と

切
削

後
の

基
準

高
の

差
」
「

切
削

後
の

基
準

高
と

オ
ー

バ
ー

レ
イ

後

の
基

準
高

の
差

」
で

算
出

す
る

。
 

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、

車
道

端

及
び

そ
の

中
心

と
す

る
。

 

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

延
長

8
0
ｍ

未
満

の
場

合

は
、

２
ヶ

所
／

施
工

箇
所

と
す

る
。

 

断
面

状
況

で
、

間
隔

、
測

点
数

を

変
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

 

厚
さ

 
ｔ

 

(
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾚ
ｲ
)
 

-
9
 

幅
 

 
ｗ

 
-
2
5
 

延
長

 
Ｌ

 
-
1
0
0
 

平
 
坦

 
性

 
―

 

3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒｰ
ﾀ
ｰ
 

(
σ

)
2
.
4
m
m
以
下

 

直
読

式
(
足

付
き

)
 

(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以
下
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-
 
1
 
- 

品
質

管
理

基
準

 
変

更
箇

所
一

覧
表

 
 【

セ
メ
ン

ト
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

 
関
係

】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

１
 

セ
メ

ン
ト

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 
(
転

圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
・

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー

ト
・

吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

除
く

）
 

材
料
 
そ

の

他 （
Ｊ

Ｉ
Ｓ

マ
ー

ク
表

示
さ

れ
た

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
使

用
す

る
場

合
は

除 く
）
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

 

試
験

 

規
格

値
、

試
験

基
準

の
変

更
 

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

4
0
%
以

下
、
舗

装
ｺﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
は

3
5
％

以
下

 

但
し

、
積

雪
寒

冷
地

の
舗

装
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

場
合

は
2
5
％

以
下

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

   

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

砕
石

 
4
0
％

以
下

 

砂
利

 
3
5
％

以
下

 

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
3
5
％

以
下

 

た
だ

し
、
積

雪
寒

冷
地

の
舗

装
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
2
5
％

以
下

 

工
事

開
始

前
、
工

事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

た
だ

し
、
砂

利
の

場
合

は
、
工

事
開

始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

試
験

方
法

の
追

加
 

規
格

値
の

変
更

 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3
 

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
 

粗
骨

材
：

1
.
0
％

以
下

 

細
骨

材
：

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合

3
.
0
％

以
下

、
そ

の
他

の
場

合
5
.
0
％

以
下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細
骨

材
を

用
い

た
場

合
は

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

表
面

が
す

り
へ

り

作
用

を
受

け
る

場
合

5
.
0
％

以
下

、
そ

の
他

の
場

合
7
.
0
％

以

下
）

 

       

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3
 

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
 

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
粒

形
判

定
実

績
率

が
5
8
％

以

上
の

場
合

は
5
.
0
％

以
下
）

 
 

ス
ラ

グ
粗

骨
材

 
5
.
0
％

以
下

 
 

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
 

1
.
0
％

以
下

 
 

細
骨

材
 

砕
砂

 
9
.
0
％

以
下
（

た
だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合

は
5
.
0
％

以
下

）
 
 

ス
ラ

グ
細

骨
材

 
7
.
0
％

以
下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用
を

受

け
る

場
合

は
5
.
0
％

以
下
）

 
 

そ
れ

以
外
（

砂
等

）
 

5
.0
％

以
下
（

た
だ

し
、
す

り
へ

り
作

用

を
受

け
る

場
合

は
3
.
0
％
以

下
）

 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
吹

付
工

、
現

場
吹

付
工

、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー
ト

、
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

 
 

 
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
よ

る
骨

材

の
安

定
性

試
験

 

試
験

基
準

の
変

更
 

 
試

験
方

法
 

試
験

基
準

 

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2
 

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
 

工
事

開
始

前
、
工

事
中

１
回

/
６

ヶ
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変

わ
っ

た
場

合
。

 

     

 
試

験
方

法
 

試
験

基
準

 

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2
 

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
 

砂
、

砂
利

：
 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

砕
砂

、
砕

石
：

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た

場
合

。
 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
吹

付
工

、
現

場
吹

付
工

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム

、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

 
 

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
 

試
験

基
準

の
変

更
 

 
試

験
方

法
 

試
験

基
準

 

回
収

水
の

場

合
：
J
I
S
 A
 5
3
0
8

附
属

書
Ｃ

 

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

お
よ

び
水

質
が

変

わ
っ

た
場

合
。

 

 

 
試

験
方

法
 

試
験

基
準

 

回
収

水
の

場

合
：
J
I
S
 A
 5
3
0
8

附
属

書
Ｃ

 

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１
回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

ス
ラ

ッ
ジ

水
の

濃
度

は
1
回

／
日

 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、
吹

付
工

、
現

場
吹

付
工
、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
、
覆

工
コ

ン

ク
リ

ー
ト

(
N
A
T
M
)
、

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
N
A
T
M
)
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-
 
2
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

 
製

造

（
プ

ラ
ン

ト
）
 

そ
の

他
 

計
量

設
備

の
計

量
精

度
 

試
験

基
準

の
変

更
 

【
試

験
基

準
】

 
設

計
図

書
に

よ
る

 
【

試
験

基
準

】
工

事
開

始
前

、
工

事
中
１

回
／

6
ヶ

月
以

上
 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

 
・

転
圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
吹

付
工

、
現

場
吹

付
工

、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(
N
A
T
M
)
、

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
N
A
T
M
)
 

 
ミ

キ
サ

の
練

混
ぜ

性
能

試
験

 
規

格
値

、
摘

要
の

変
更

 
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
摘

要
 

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の

場
合

：
 

J
I
S
 
A
 
1
1
1
9
 

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1
,
2
 

コ
ン
ク

リ
ー

ト
の

練
混

ぜ
量

 

（
公
称

容
量

の
場

合
）

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量
差

：
0
.
8
％

以
下

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の

差
：
5
％

以
下

 

圧
縮
強

度
平

均
値

か
ら

の
差
：
7
.
5
％

以
下
 

空
気
量

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
0
％

以
下

 

ス
ラ
ン

プ
平

均
値

か
ら

の
差

：
1
5
％

以
下

 

（
公
称

容
量

の
1
/
2
の

場
合

）
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量
差

：
0
.
8
％

以
下

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の

差
：
5
％

以
下

 

・
小

型
構

造
物

で
総

使
用

量
が

5
0
ｍ

3
未

満
の

場
合

は
、

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

連
続

ミ
キ

サ
の

場

合
：
土

木
学

会
規

準

J
S
C
E
-
I
 
5
0
2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量
差

：
0
.
8
％

以
下

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の

差
：
５

％
以

下
 

圧
縮
強

度
差

：
7
.
5
％

以
下

 

空
気
量

差
：

１
％

以
下

 

ス
ラ
ン

プ
差

：
３

㎝
以

下
 

 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

摘
要

 
バ

ッ
チ

ミ
キ

サ
の

場
合

：
 

J
I
S
 
A
 
1
1
1
9
 

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1
 

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
 

公
称

容
量

の
場

合
：

 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
モ

ル
タ

ル
量

の
偏

差
率

：
0
.
8
％

以
下

 
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5
％

以
下

 

 
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7
.5
％

以
下

 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

空
気

量
の

偏
差

率
：

1
0
％

以
下

 

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏

差
率

：
1
5
％

以
下

 

  

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

 

連
続

ミ
キ

サ
の

場

合
：
土

木
学

会
規

準

J
S
C
E
-
I
 
5
0
2
-
2
0
1
3
 

【
変

更
無

し
】

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の

差
：

5
％

以
下

 

圧
縮

強
度

差
：

7
.
5
％

以
下

 

空
気

量
差

：
1
％

以
下

 

ス
ラ

ン
プ

差
：

3
㎝

以
下

 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

 
・
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

摘
要

欄
の
「

小
規

模
工

種
で

１
工

種
当

り
の

」
記

載
な

し
：

変
更

無
し

）
、
吹

付
工

、
現

場
吹

付
工

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(
N
A
T
M
)
、

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
N
A
TM
)
 

た
だ

し
、

以
下

の
工

種
は

、
摘

要
欄

の
記

載
な
し

。
（

変
更

な
し

）
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(
N
A
T
M
)
、
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(
N
A
T
M
)
 

 
施

工
 

必
須

 
塩

化
物

総
量

規
制

 
試

験
基

準
、

摘
要

の
変

更
 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行

い
、

そ
の

試
験

結
果

が
塩

化
物

総
量

の
規

制
値

の
1
/
2
以
下

の
場

合
は

、

午
後

の
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
小

型
構

造
物

に
つ

い
て

は
、

総
使

用
量

5
0
ｍ

3
に

つ
き
１

回
の

割
合

で

行
う

（
5
0
ｍ

3
未

満
の

も
の

は
１

回

以
上

）
。

 

・
１

試
験

の
測

定
回

数
は

３
回

と

し
、

試
験

の
判

定
は

３
回

の
測

定
値

の
平

均
値

。
 

・
小

型
構

造
物

で
総

使
用

量
が

5
0
ｍ

3
未

満
の

場
合

は
、

レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
(
J
S
C
E
-
C
5
0
2
,
5
0
3
)
ま

た
は

設
計

図
書

の
規

定
に

よ
り

行
う

。
 

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

省
略

出

来
る

。
 

    

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前

に
１

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物

総
量

の
規

制
値

の
1
／

2
以

下
の

場
合

は
、

午
後

の
試

験
を

省
略

す

る
こ

と
が

で
き

る
。 （

１
試

験
の

測

定
回

数
は

3
回

と
す

る
）

試
験

の

判
定

は
3

回
の

測
定

値
の

平
均

値
。

 

・
小

規
模

工
種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工
種

1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ
ー

ミ
ク

ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
1
工
種

当
た

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に

1
回

の
試

験
を

行
う

。
 

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」
（

J
S
C
E
-
C
5
0
2
-
2
0
1
8
,
5
0
3
-
2
0
1
8
）

ま
た

は

設
計

図
書

の
規

定
に

よ
り

行
う

。
 

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
吹

付
工

(
試

験
区

分
：
そ

の
他

)
、
現

場
吹

付
工

(
試

験
区

分
：
そ

の
他

)
、
コ

ン
ク

リ

ー
ト

ダ
ム

 

～36～



-
 
3
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

 
施

工
 

必
須

 
単

位
水

量
測

定
 

・
試

験
方

法
、
規

格
値

、
試

験
基

準
の

変
更

 

・
県

独
自

に
重

要
構

造
物

の
定

義

を
追

加
 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
「

レ
デ

ィ
ー

ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

確
保

に
つ

い

て
」

 

1
)
 
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計

±
1
5k
g
/
m
3

の
範

囲
に

あ
る

場
合

は
そ

の

ま
ま
施

工
し

て
よ

い
。

 

2
)
 
測

定
し

た
単

位
水

量
が

、
配

合
設

計

±
1
5
㎏

/
m
3
を

超
え

±
2
0
k
g
/
m
3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し
、
生

コ
ン

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し

、

そ
の

運
搬

車
の

生
コ

ン
は

打
設

す
る

。
そ

の
後
、
配

合
設

計
±

1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る
ま

で
、
運

搬
車

の
３

台
毎

に
１

回
、
単

位
水
量

の
測

定
を

行
う

。
 

3
)
 
配
合

設
計

±
2
0
k
g
/
m
3
の

指
示

値
を

超

え
る
場

合
は

、
生

コ
ン

を
打

込
ま

ず
に

、
持

ち
帰
ら

せ
、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、

生
コ

ン
製

造
業

者
に

改
善

を
指

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
後

の
全

運
搬

車
の

測
定
を

行
い

、
配

合
設

計
±

2
0
k
g
/
m
3
以

内

に
な
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
更

に
、
配

合
設

計
±
1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
３

台
毎

に
１

回
、

単
位

水
量

の
測

定
を
行

う
。

 

・
１

日
当

た
り

の
打

設
量

が
1
0
0

ｍ
3
以

上
の

場
合

に
行

う
。

 

・
２

回
/
日
（

午
前

１
回

、
午

後
１

回
）

 

・
な

お
、
管

理
値
（

配
合

設
計

±

1
5
k
g
/
m
3
）
ま

た
は

指
示

値
（

配
合

設
計

±
2
0
k
g
/
m
3
）

を
超

え
る

場

合
は

、
１

回
に

限
り

再
試

験
を

実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
再

試
験

を
実

施
し

た
場

合
は

２
回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の

差
の

絶
対

値
の

小
さ

い
方

で
評

価
し

て
よ

い
。

 

 

      

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
「

レ
デ

ィ
ー

ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

確
保

に
つ

い

て
」
（

｢
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
単

位
水

量
測

定
要

領
（

案
）
(
平

成

1
6
年

3
月

8
日

事
務

連
絡

)
｣
）

 

1
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3

の
範

囲
に

あ
る

場
合

は
そ

の

ま
ま

施
工

し
て

よ
い

。
 

2
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
を

超
え

±
2
0
k
g
/
m
3
の

範
囲

に

あ
る

場
合

は
、

水
量

変
動

の
原

因
を

調
査

し
、
生

コ
ン

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し
、
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は
打

設
す

る
。

そ
の

後
、
配

合
設

計
±

1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す

る
ま

で
、

運
搬

車
の

3
台

毎
に

1
回
、

単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

 

な
お

、「
1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

」

と
は

、
2
回

連
続

し
て

1
5
k
g
/
m
3
以

内
の

値

を
観

測
す

る
こ

と
を

い
う

。
 

3
）

配
合

設
計

±
2
0
k
g
/
m
3
の

指
示

値
を

越

え
る

場
合

は
、
生

コ
ン

を
打

込
ま

ず
に
、
持

ち
帰

ら
せ

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、

生
コ

ン
製

造
業

者
に

改
善

を
指

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
後

の
配

合
設

計

±
1
5
k
g
/
m
3

以
内

に
な

る
ま

で
全

運
搬

車

の
測

定
を

行
う

。
 

な
お

、
測

定
値

が
管

理
値

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
た

場
合

は
1
回

に
限

り
再

試
験

を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
再

試
験

を
実

施
し

た
い

場
合

は
2
回

の
測

定
結

果
の

う

ち
、

配
合

設
計

と
の

差
の

絶
対

値
の

小
さ

い
方

で
評

価
し

て
よ

い
。

 

1
0
0
m
3
／

日
以

上
の

場
合

；
 

2
回

／
日
（

午
前

1
回

、
午

後
１

回
）
以

上
、
重

要
構

造
物

※
の

場

合
は

重
要

度
に

応
じ

て
、

1
0
0
m
3

～
1
5
0
m
3
ご

と
に

１
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

と
し

、
測

定
回

数
は

多

い
方

を
採

用
す

る
。

 

※
重

要
構

造
物

と
は

、
鳥

取
県

県

土
整

備
部

土
木

工
事

監
督

基

準
に

示
す

構
造

物
と

す
る

。
 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
、

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト
 

 

 
 

ス
ラ

ン
プ

試
験

 
規

格
値

、
試

験
基

準
、
摘

要
の

変

更
 

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
ス

ラ
ン

プ
５

㎝
以

上
８

㎝

未
満

：
許

容
差

±
1
.5

㎝
 

 ス
ラ

ン
プ

８
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.5

㎝
 

 （
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
の

場
合

）
 

ス
ラ

ン
プ

2
.
5
㎝
：
許
容

値

±
1
.
0
㎝

 

 （
道

路
橋

床
版

の
場
合

）
 

ス
ラ

ン
プ

８
㎝

を
標

準
と

す
る

。
 

・
１

回
／

日
、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

に
行

う
。

 

・
た

だ
し

、
道

路
橋

鉄
筋

コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
に

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
用

い
る

場
合

は
、
原

則
と

し
て

全
車

測
定

を
行

う
。
道

路
橋

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
版

の
場

合
、
全

車
試

験
を

行
う

が
、
ス

ラ
ン

プ
試

験
の

結
果

が
安

定
し

良
好

な
場

合
は

、
そ

の
後

の
ス

ラ

ン
プ

試
験

の
頻

度
に

つ
い

て
低

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

・
小

型
構

造
物

に
つ

い
て

は
、
総

使
用

量
5
0
ｍ

3
に

つ

き
１

回
の

割
合

で
行

う
（

5
0

ｍ
3
未

満
の

も
の

は
１

回
以

上
）
。

 

・
小

型
構

造
物

で
総

使
用

量
が

5
0

ｍ
3
未

満
の

場
合

は
、
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

 

・
試

験
頻

度
の

低
減

方
法

 

①
連

続
で

1
0
台

の
ス

ラ
ン

プ
試

験

を
実

施
し

て
、
個

々
の

測
定

値
が

許

容
値

の
6
0
％

の
範

囲
内

、
か

つ
1
0

個
の

測
定

値
の

平
均

値
が

許
容

値

の
5
0
％

の
範

囲
内

に
入

れ
ば
「

安
定

し
良

好
」

と
判

断
す

る
。

 

②
そ

の
後

、
５

台
毎

に
ス

ラ
ン

プ
試

験
を

実
施

す
る

。
 

③
そ

の
測

定
値

が
許

容
値

の
6
0
％

の
範

囲
を

外
れ

た
時

点
で

、
再

度
連

続
で

ス
ラ

ン
プ

試
験

を
行

い
、
５

台

連
続

で
個

々
の

測
定

値
が

許
容

値

の
6
0
％

の
範

囲
内

に
入

れ
ば

、
手

順

②
に

戻
る

。
 

 
た

だ
し

、
①

に
よ

り
低

減
で

き
る

の
は

、
そ

の
打

設
日

の
み

で
あ

り
、

翌
日

以
降

は
同

じ
手

順
を

繰
り

返

す
。

 
 

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
ス

ラ
ン

プ
5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5
㎝

 

ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5
㎝

 

ス
ラ

ン
プ

2
.
5
c
m：

許
容

差

±
1
.
0
㎝

 

・
荷

卸
し

時
 

1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ

て
2
0
m
3
～

1
5
0
m
3

ご
と

に
1

回
、
及

び
荷

卸
し

時
に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
た

だ

し
、
道

路
橋

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー

ト
床

版
に

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

用
い

る

場
合

は
原

則
と

し
て

全
運

搬

車
測

定
を

行
う

。
 

・
道

路
橋

床
版

の
場
合

、
全

運

搬
車

試
験

を
行

う
が
、
ス

ラ
ン

プ
試

験
の

結
果

が
安

定
し

良

好
な

場
合

は
そ

の
後

ス
ラ

ン

プ
試

験
の

頻
度

に
つ

い
て

監

督
員

と
協

議
し

低
減

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

 

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に

1
回

の
試

験
を

行
う

。
 

 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
吹

付
工

(
試

験
区

分
：

そ
の

他
、

ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
2
.
5
㎝

の
規

格
値

な
し

)
 

・
現

場
吹

付
工

(
試

験
区

分
：

そ
の

他
、

ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
2
.
5
㎝

の
規

格
値

な
し

)
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
 
(
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
2
.
5
㎝

の
規

格
値

な
し

)
 

・
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
2
.
5
㎝

の
規

格
値

・
摘

要
欄

の
記

載
な

し
)
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-
 
4
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

・
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト
(
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
2
.
5
㎝

の
規

格
値

・
摘

要
欄

の
記

載
な

し
)
 

 
施

工
 

必
須

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

圧
縮

強
度

試

験
 

試
験

基
準

、
摘

要
の

変
更

 
 

試
験
基

準
 

摘
要

 
・

１
回

／
日

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認

め
ら

れ
た

時
に

行
う
。

 

・
小

型
構

造
物

に
つ
い

て
は

、
総

使
用

量
5
0
ｍ

3
に

つ
き

１
回

の
割

合
で
行

う
（

5
0
ｍ

3
未

満
の

も
の

は
１

回
以

上
）
。

 

・
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

現
場

で
採

取
し

、
１

回
に

つ
き

6
本

（
σ

7
-
3
本

、
σ

2
8
-3

本
）

と
す

る
。
 

・
早

強
セ

メ
ン

ト
を

使
用

す
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

て
１

回
に

つ
き
３

本
（

σ
3
）

を
採

取
す

る
。
 

・
小

型
構

造
物

で
総

使
用

量
が

5
0
ｍ

3

未
満

の
場

合
は

、
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
吹

付
工

】
 

・
吹

付
日

１
日

に
つ
き

１
回

行
う

。
た

だ
し

、
設

計
数

量
が

5
0
ｍ

3
未

満
の
場

合
は

、
１

工
事

１
回

以
上

と

す
る

。
 

・
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

現
場

に
配

置
さ

れ
た

型
枠

に
工

事
で

使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
）
を

吹
付

け
、
現

場
で

2
8
日

養
生

し
、
直

径
5
0
㎜

の
コ

ア
-
を

切
取

り
キ
ャ

ッ
ピ

ン
グ

を
行

う
。
原

則
と

し
て

１
回

に
３

本
（

σ
2
8）

と
す

る
。

 

な
し

 

【
現

場
吹

付
工

】
 

・
吹

付
日

１
日

に
つ
き

１
回

行
う

。
た

だ
し

、
設

計
数

量
が

5
0
ｍ

3
未

満
の
場

合
は

、
１

工
事

１
回

以
上

と

す
る

。
 

・
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

現
場

に
配

置
さ

れ
た

型
枠

に
工

事
で

使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
モ

ル
タ

ル
）
を

吹
付

け
、
現
場

で
７

日
間

及
び

28
日

間
放

置

後
、

直
径

5
0
㎜

の
コ

ア
-
を

切
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ

を
行

う
。
原

則
と

し
て

１
回

に
６

本
（

σ
7
･
･
･
３

本
、

σ
2
8
･
･
･
３

本
）

と
す

る
。
 

 参
考

値
：
1
8
N
/
㎜

2
以

上
（

材
令

2
8
日

）
 

【
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー
ト

（
N
A
T
M
）
】

 

・
打

設
日

に
つ

き
１

回
、

お
よ

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た
時

に
行

う
。

 

・
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

現
場

で
採

取
し

、
１

回
に

つ
き

6
本

（
σ

7
-
3
本

、
σ

2
8
-3

本
）

と
す

る
。
 

な
し

 

           

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・

荷
卸

し
時

 

1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回
 

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

場
所

で
採

取

し
、
1
回

に
つ

き
6
個
（

σ
7
…

3
個

、
σ

2
8
…

3

個
）

と
す

る
。

 

・
早

強
セ

メ
ン

ト
を

使
用

す
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

て
1
回

に
つ

き
3
個
（

σ
３

）
を

追

加
で

採
取

す
る

。
 

・
小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の

試
験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ

と
が
で

き
る

。
1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に

1
回

の

試
験
を

行
う

。
 

 

【
吹

付
工

】
 

吹
付

1
日

に
つ

き
1
回

行
う

。
 

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

現
場

に
配

置
さ

れ
た

型
枠

に
工

事
で

使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

）
を

吹
付

け
、
現

場
で

2
8

日
養

生
し

、
直

径
5
0
㎜

の
コ

ア
を

切
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
原

則
と

し
て

1
回

に
3

本
と

す
る

。
 

【
現

場
吹

付
工

】
 

1
回

6
本

 
吹
付

1
日

に
つ
き

1
回

行
う

。
 

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

現
場

に
配

置
さ

れ
た

型
枠

に
工

事
で

使
用

す
る

の
と

同
じ

コ
ン

ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

）
を

吹
付

け
、
現

場
で

7

日
間

及
び

2
8
日

間
放

置
後

、
φ

5
㎝

の
コ

ア

を
切

り
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
1
回

に

6
本
（

σ
7
…

3
本

、
σ

2
8
…

3
本

、
）
と

す
る

。
 

 ・
参
考

値
：

1
8
N
/
m
m
2
以

上
（

材
令

2
8
日

）
 

・
小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

の
試

験
を

行
う

。
 

 

【
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

N
A
T
M
）
】

 

・
荷

卸
し

時
 

1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た

時
。
な

お
、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

場
所

で
採

取
し

、
1
回

に
つ

き
6
個
（

σ
7
…

3
個

、
σ

2
8
…

3

個
）

と
す

る
。

 

 示
方
配

合
の

単
位

水
量

の
上

限
値

は
、
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

2
0
mm

～
2
5
ｍ

ｍ
の

場
合

は

1
7
5
kg
/
m
3
、
4
0
m
m
の

場
合

は
1
6
5
k
g
/
m
3
を

基

本
と
す

る
。
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5
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

 
 

 
空

気
量

測
定

 
試

験
基

準
、

摘
要

の
変

更
 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・
１

回
／

日
、
お

よ
び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
に
行

う
。

 

・
小

型
構

造
物

に
つ
い

て
は

、
総

使
用

量
5
0
ｍ

3
に

つ
き

１
回

の
割
合

で
行

う
（

5
0
ｍ

3
未

満

の
も

の
は

１
回

以
上
）
。

 

・
小

型
構

造
物

で
総

使
用

量
が

5
0
ｍ

3
未

満

の
場

合
は

、
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

【
吹

付
工

】
 

・
吹

付
日

１
日

に
つ
き

１
回

、
お

よ
び

荷
卸

し

時
に

品
質

変
化

が
認
め

ら
れ

た
時

に
行

う
。
た

だ
し

、
設

計
数

量
が

5
0
ｍ

3
未

満
の

場
合

は
、

１
工

事
１

回
以

上
と
す

る
。

 

 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・

荷
卸

し
時

 

1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、

及
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た

時
。

 

・
小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
50
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の

試
験
、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ

と
が
で

き
る

。
1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
m
3
以

上
の

場
合

は
、

5
0
m
3
ご

と
に

1
回

の

試
験
を

行
う

。
 

 

※
上

記
変

更
は

、
以

下
の

工
種

で
も

同
様

に
変
更

さ
れ

て
い

る
。

 

・
吹

付
工

、
現

場
吹

付
工

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム

、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

 

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト
 

 
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

曲
げ

強
度

試

験
 

試
験

項
目

、
試

験
基

準
、
摘

要
の

変
更

 

 
試

験
項

目
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の

曲
げ

強
度

試
験

 

・
コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

の
場

合
に

適
用

し
、
２

回
／

日
（

午
前

１
回

・
午

後
１

回
）
の

割
合

で
行

う
。

な
お

テ
ス

ト
ピ

ー

ス
は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

１
回

に
つ

き

原
則
と

し
て

３
個

（
σ

2
8
）

と
す

る
。

 

・
小
型

構
造

物
に

つ
い

て
は

、
総

使
用

量

5
0
ｍ
3
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

行
う

（
5
0

ｍ
3
未

満
の

も
の

は
１

回
以

上
）
。

 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
の

場
合

に
適

用
す

る
。

 

・
小

型
構

造
物

で
総

使
用

量
が

5
0
ｍ

3
未

満
の

場
合

は
、
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

 
試

験
項

目
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の

曲
げ

強
度

試
験
（

コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装

の
場

合
、

必
須

）
 

打
設

日
1
日

に
つ

き
2
回

（
午

前
・

午

後
）

の
割

り
で

行
う

。
な

お
テ

ス
ト

ピ

ー
ス

は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

1
回

に
つ

き
原

則
と

し
て

3
個

と
す

る
。
 

な
し

 

  

 
施

工

後
試

験
 

必
須

 
ひ

び
割

れ
調

査
 

摘
要

の
変

更
 

【
摘

要
】

 
・
高

さ
が

、
５

ｍ
以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
擁

壁
、
内

空
断

面
積

が
2
5
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ

ー
ト

カ
ル

バ
ー

ト
類
、
橋

梁
上
・
下

部
工

及
び

高
さ

が
３

ｍ
以

上
の

堰
・
水

門
・
樋

門
を

対
象
（

た
だ

し
、

い
ず

れ
の

工
種
に

つ
い

て
も

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

及
び

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
は

対

象
と

し
な

い
。
）

と
し
、

構
造

物
躯

体
の

地
盤

や
他

の
構

造
物

と
の

接
触

面
を

除
く

全
表

面
と

す
る

。
 

・
フ

ー
チ

ン
グ

・
底
版

等
で

竣
工

時
に

地
中

、
水

中
に

あ
る

部
位

に
つ

い
て

は
、

竣
工

前
に

調
査

す

る
。
 

 高
さ

が
、

5
m
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内
空

断
面

積
が

2
5
m
2
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー

ト
カ

ル
バ

ー
ト

類
、

橋
梁

上
・

下
部

工
及

び
高

さ
が

3
m
以

上
の

堰
・

水
門

・
樋

門
を

対
象

(
た

だ
し

い
ず

れ
の

工
種

に
つ

い
て

も
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
及

び
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
対

象
と

し
な

い
）

と
し

構
造

物
躯

体
の

地
盤

や
他

の
構

造
物

と
の

接
触

面
を

除
く

全
表

面
と

す
る

。
 

フ
ー

チ
ン

グ
・

底
版

等
で

竣
工

時
に

地
中

、
水

中
に

あ
る

部
位

に
つ

い
て

は
竣

工
前

に
調

査
す

る
。

 

ひ
び

割
れ

幅
が

0
.
2
m
m
以

上
の

場
合

は
、
「

ひ
び

割
れ
発

生
状

況
の

調
査

」
を

実
施

す
る

。
 

 
 

 
テ

ス
ト

ハ
ン

マ
ー

に
よ

る
強

度

推
定

調
査

 

試
験

方
法

の
名

称
変

更
 

【
試

験
方

法
】

 
「

硬
化

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
テ

ス
ト

ハ
ン

マ
ー

強
度

の
試

験
方

法
（

J
S
C
E
-
G
5
0
4
-
2
0
0
7
）
」
  J
SC

E
-G

 
50

4
-2

0
13
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【
２

～
４

 
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク
リ

ー
ト

製
品

】
新

規
追

加
工

種
 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

２ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ

ー ト 製 品(JIS Ⅰ 類) 

材
料

 必
須

 J
IS

マ
ー

ク
確

認
 

又
は
「

そ
の

他
」
の

試
験

項

目
の

確
認

 

 

目
視

 

（
写

真
撮

影
）

 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

写
真

撮
影

は
、
製

品
の

規
格

毎
に

JI
S
ﾏｰ

ｸの
表

示

が
確

認
で

き
る

写
真

を
撮

影
。

 
イ

 

施
工

 必
須

 製
品

の
外

観
検

査
（

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

調
査

）
 

  

目
視

 

（
写

真
撮

影
）

 

有
害

な
角

欠
け

・
ひ

び
割

れ
の

無
い

こ
と

 
全

数
 

写
真

撮
影

は
、
製

品
の

規
格

毎
に

撮
影

。
※

有
害

な

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

が
製

品
に

な
い

こ
と

を
写

真

で
確

認
す

る
た

め
の

全
側

面
の

撮
影

は
不

要
。

 
イ

 

３ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品

（JIS Ⅱ 類 ） 

材
料

 必
須

 製
品

検
査

結
果

 

（
寸

法
・
形

状
・
外

観
、
性

能
試

験
）

 

※
協

議
を

し
た

項
目

 

J
IS

 
A 

5
36

3 

J
IS

 
A 

5
37

1 

J
IS

 
A 

5
37

2 

J
IS

 
A 

5
37

3 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
製

造
工

場
の

検
査

ロ
ッ

ト
毎

 
 

ウ
 

J
IS

マ
ー

ク
確

認
 

又
は
「

そ
の

他
」
の

試
験

項

目
の

確
認

 

目
視

 

(写
真

撮
影

）
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
 

写
真

撮
影

は
、
製

品
の

規
格

毎
に

JI
S
ﾏｰ

ｸの
表

示

が
確

認
で

き
る

写
真

を
撮

影
。

 
イ

 

施
工

 必
須

 製
品

の
外

観
検

査
（

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

調
査

）
 

 

目
視

検
査

 

(写
真

撮
影

）
 

有
害

な
角

欠
け

・
ひ

び
割

れ
の

無
い

こ
と

 
全

数
 

写
真

撮
影

は
、
製

品
の

規
格

毎
に

撮
影

。
※

有
害

な

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

が
製

品
に

な
い

こ
と

を
写

真

で
確

認
す

る
た

め
の

全
側

面
の

撮
影

は
不

要
。

 

イ
 

４ プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 （ そ の 他 ） 

材
料

 必
須

 セ
メ

ン
ト

の
ア

ル
カ

リ
シ

リ
カ

反
応

抑
制

対
策

 

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

対
策

に
つ

い
て

（
平

成
１

４
年

７
月

３
１

日
付

け
国

官
技

第
１

１
２

号
、

国
港

環
第

３
５

号
、

国
空

建
第

７
８

号
）

 

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」（

平

成
１

４
年

７
月

３
１

日
付

け
国

官
技

第
１

１
２

号
、

国
港

環
第

３
５

号
、

国
空

建
第

７
８

号
）」

 

１
回

/６
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
塩

化
物

総
量

規
制

 

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

 

原
則

0.
3
㎏

/m
3
以

下
 

1
回

／
月

以
上

 

（
塩

化
物

量
の

多
い

砂
の

場
合

1
回

以
上

／
週

）
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ス

ラ
ン

プ
試

験
/
ス

ラ
ン

プ
フ

ロ

ー
試

験
 

J
IS

 
A 

1
10

1 

J
IS

 
A 

1
15

0 

製
造

工
場

の
管

理
基

準
 

１
回

／
日

以
上

 
試

験
成

績
表

に
よ

る
。
 

ウ
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
 

J
IS

 
A 

1
10

8 
1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
85

％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
 

（
1
回

の
試

験
結

果
は

、
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）
 

 

１
回

／
日

以
上

 
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

 

ウ
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
空

気
量

測
定

（
凍

害
を

受
け

る
恐

れ
の

あ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

）
 

 

J
IS

 
A 

1
11

6 

J
IS

 
A 

1
11

8 

J
IS

 
A 

1
12

8 

J
IS

 
A 

5
36

4 

4
.5

±
1.

5%
（

許
容

差
）

 

１
回

／
日

以
上

 
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

 

ウ
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工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

 
 

そ の 他 （JISマ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ） 

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

(粒
度

・
粗

粒
率

）
 

J
IS

 
A 

1
10

2 

J
IS

 
A 

5
00

5 

J
IS

 
A 

5
01

1
-1

～
4 

J
IS

 
A 

5
02

1 

J
IS

 
A 

53
6
4 

J
IS

 
A 

 
53

0
8 

１
回

/月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

 
 

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 

J
IS

 
A 

1
10

9 

J
IS

 
A 

1
11

0 

J
IS

 
A 

5
00

5 

J
IS

 
A 

5
01

1
-1

～
4 

J
IS

 
A 

5
02

1 

J
IS

 
A 

53
6
4 

J
IS

 
A 

 
53

0
8 

１
回

/月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

J
IS

 
A 

5
00

5（
砕

砂
及

び
砕

石
）

 

J
IS

 
A 

5
01

1
-1

（
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
 

J
IS

 
A 

5
01

1
-2

（
ﾌｪ

ﾛﾆ
ｯ
ｹﾙ

ｽ
ﾗｸ

ﾞ細
骨

材
）

 

J
IS

 
A 

5
01

1
-3

（
銅

ｽﾗ
ｸ
ﾞ細

骨
材

）
 

J
IS

 
A 

5
01

1
-4

（
電

気
炉

酸
化

ｽﾗ
ｸﾞ

細
骨

材
）

 

J
IS

 
A 

5
02

1（
ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ
用

再
生

骨
材

H）
 

ウ
 

 
 

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

 
J
IS

 
A 

1
12

1 

J
IS

 
A 

5
00

5 

J
IS

 
A 

53
6
4 

J
IS

 
A 

 
53

0
8 

１
回

/年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

 
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

J
IS

 
A 

1
10

3 

J
IS

 
A 

5
00

5 

粗
骨

材
：

1.
0％

以
下

 

細
骨

材
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

す
り

へ
り

作

用
を

受
け

る
場

合
3.

0
％

以
下

、
そ

の
他

の
場

合

5
.0

％
以

下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細
骨

材
を

用
い

た
場

合
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

す
り

へ
り

作

用
を

受
け

る
場

合
5.

0
％

以
下

そ
の

他
の

場
合

7
.0

％
以

下
）

 

１
回

/月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

（
微

粒
分

量
の

多
い

砂
１

回
／

週
以

上
）

 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

 
 

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
 

J
IS

 
A 

1
10

5 
標

準
色

よ
り

淡
い

こ
と

。
濃

い
場

合
で

も
圧

縮
強

度
が

90
%以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。
 

１
回

/年
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

濃
い

場
合

は
、

JI
S
 
A
 
11

42
「

有
機

不
純

物
を

含

む
細

骨
材

の
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
圧

縮
強

度
に

よ
る

試
験

方
法

」

に
よ

る
。

 

ウ
 

 
 

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
 

J
IS

 
A 

1
13

7 
細

骨
材

：
1.

0%
以

下
 

粗
骨

材
：

0.
25

%以
下

 

1
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

 
ウ

 

 
 

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

 

J
IS

 
A 

1
12

2 

J
IS

 
A 

5
00

5 

細
骨

材
：

10
%以

下
 

粗
骨

材
：

12
%以

下
 

砂
、

砂
利

：
 

製
作

開
始

前
、
1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ

た
場

合
。

 

砕
砂

、
砕

石
：

 

製
作

開
始

前
、
1
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

 
 

 
セ

メ
ン

ト
の

物
理

試
験

 
J
IS

 
R 

5
20

1 
J
IS

 
R 

5
21

0（
ポ

ル
ト

ラ
ン

ド
セ

メ
ン
ト

）
 

J
IS

 
R 

5
21

1（
高

炉
セ

メ
ン

ト
）
 

J
IS

 
R 

5
21

2（
シ

リ
カ

セ
メ

ン
ト
）

 

J
IS

 
R 

5
21

3（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

J
IS

 
R 

5
21

4（
エ

コ
セ

メ
ン

ト
）
 

1
回

/月
以

上
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

 
 

 
セ

メ
ン

ト
の

化
学

分
析

 
J
IS

 
R 

5
20

2 
J
IS

 
R 

5
21

0（
ポ

ル
ト

ラ
ン

ド
セ

メ
ン
ト

）
 

J
IS

 
R 

5
21

1（
高

炉
セ

メ
ン

ト
）
 

J
IS

 
R 

5
21

2（
シ

リ
カ

セ
メ

ン
ト
）

 

J
IS

 
R 

5
21

3（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ
セ

メ
ン

ト
）

 

J
IS

 
R 

5
21

4（
エ

コ
セ

メ
ン

ト
）
 

 
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

 

ウ
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工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

 
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

混
和

材
 

・
化

学
混

和
剤

 

J
IS

 
A 

6
20

1 

J
IS

 
A 

6
20

2 

J
IS

 
A 

6
20

4 

J
IS

 
A 

6
20

6 

J
IS

 
A 

6
20

7 

J
IS

 
A 

6
20

1（
フ

ラ
イ

ア
ッ

シ
ュ
）

 

J
IS

 
A 

6
20

2（
膨

張
材

）
 

J
IS

 
A 

6
20

4（
化

学
混

和
剤

）
 

J
IS

 
A 

6
20

6（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉
末

) 

J
IS

 
A 

6
20

7
(シ

リ
カ

フ
ュ

ー
ム

）
 

1
回

/月
以

上
 

た
だ

し
、

JI
S 

A 
62

0
2（

膨
張

材
）

は
1
回

/3
ヶ

月
以

上
、

JI
S 
A 
62

0
4（

化
学

混
和

剤
）

は
1
回

/６
ヶ

月
以

上
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

 
 

 
練

混
ぜ

水
の

水
質

試
験

 
上

水
道

水
及

び
上

水
道

水

以
外

の
水

の
場

合
：

 

J
IS

 
A 

5
30

8
附

属
書

C 

懸
濁

物
質

の
量

：
2g

/L
以

下
 

溶
解

性
蒸

発
残

留
物

の
量

：
1g

/L
以

下
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

20
0
pp

m
以

下
 

セ
メ

ン
ト

の
凝

結
時

間
の

差
：
始

発
は

30
分

以
内

、

終
結

は
60

分
以

内
 

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比
：
材

齢
7
及

び
28

日
で

9
0％

以
上

 

１
回

/年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
 

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上

水
道

を
使

用
し

て
る

こ
と

を
示

す
資

料
に

よ
る

確

認
を

行
う

。
 

ウ
 

 
 

必
須

 鋼
材

 
J
IS

 
G 

3
10

1 

J
IS

 
G 

3
10

9 

J
IS

 
G 

3
11

2 

J
IS

 
G 

3
11

7 

J
IS

 
G 

3
13

7 

J
IS

 
G 

3
50

6 

J
IS

 
G 

3
52

1 

J
IS

 
G 

3
53

2 

J
IS

 
G 

3
53

6 

J
IS

 
G 

3
53

8 

J
IS

 
G 

3
55

1 

J
IS

 
G 

4
32

2 

J
IS

 
G 

5
50

2 

J
IS

 
G 

3
10

1 

J
IS

 
G 

3
10

9 

J
IS

 
G 

3
11

2 

J
IS

 
G 

3
11

7 

J
IS

 
G 

3
13

7 

J
IS

 
G 

3
50

6 

J
IS

 
G 

3
52

1 

J
IS

 
G 

3
53

2 

J
IS

 
G 

3
53

6 

J
IS

 
G 

3
53

8 

J
IS

 
G 

3
55

1 

J
IS

 
G 

4
32

2 

J
IS

 
G 

5
50

2 

1
回

／
月

又
は

入
荷

の
都

度
 

試
験

成
績

表
に

よ
る

。
 

ウ
 

 
施

工
 必

須
  

製
品

の
外

観
検

査
（

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

調
査

）
 

目
視

検
査

 

(写
真

撮
影

）
 

有
害

な
角

欠
け

・
ひ

び
割

れ
の

無
い

こ
と

 
全

数
 

写
真

撮
影

は
、
製

品
の

規
格

毎
に

撮
影

。
※

有
害

な

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

が
製

品
に

な
い

こ
と

を
写

真

で
確

認
す

る
た

め
の

全
側

面
の

撮
影

は
不

要
。

 

イ
 

 
※

 Ⅰ
類
：

製
品

の
性

能
を
満

足
す
る

こ
と

が
､
実
績

に
よ
っ

て
確
認

さ
れ

た
仕

様
に
基
づ

い
て
製

造
さ

れ
る

製
品

で
､附

属
書
に

推
奨

仕
様

が
示

さ
れ

て
い
る

も
の

｡ 

 
 
 
 
 Ⅱ

類
：

受
渡

当
事

者
間
の

協
議
に

よ
っ

て
､
性
能

及
び
仕

様
を
定

め
て

製
造

さ
れ
る
製

品
｡ 
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【
５

 
ガ

ス
圧

接
】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

５
ガ

ス

圧
接

 

施
工

前
試

験
 

必
須

 
外

観
検

査
 

試
験

方
法

、
規

格
値

、
試

験
基

準
、

摘
要

の
変

更
 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

○
目

視
 

・
圧

接
面

の
研

磨
状
況

 

・
た

れ
下

が
り

 

・
焼

き
割

れ
 

・
折

れ
曲

が
り

等
 

 ○
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る
計

測
 

(
詳

細
外

観
検

査
)
 

・
軸

心
の

偏
心

 

・
ふ

く
ら

み
 

・
ふ

く
ら

み
の

長
さ
 

・
圧

接
部

の
ず

れ
等
 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

の
異

な
る

場
合

は
細

い
ほ

う
の

鉄
筋

）
の

1
/
5
以

下
。
 

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
の

異
な

る
場

合
は

細
い

ほ
う

の
鉄

筋
）

の
1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合
は

1
.
5
倍

以

上
。

 

③
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
49
0
の

場

合
は

1
.
2
倍

以
上

。
 

 ④
ふ

く
ら

み
の

頂
点

と
圧

接
部

の
ず

れ
が

D
/
4
以

下
 

⑤
著

し
い

た
れ

下
が

り
、

折
れ

曲
が

り
が

な
い

 

      熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

 

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
49
0
の

場

合
は

1
.
2
D
以

上
 

③
鉄

筋
表

面
に

オ
ー

バ
ー

ヒ
ー

ト
等

に
よ

る
表

面
不

整
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

④
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・
鉄

筋
メ

ー
カ

ー
、
圧
接

作
業

班
、
鉄

筋
径

毎
に
自

動
ガ

ス
圧

接
の

場
合

は

各
２

本
、
手

動
ガ

ス
圧
接

の
場

合
は

各
５

本
の

モ

デ
ル

供
試

体
を

作
成

し

実
施

す
る

。
 

・
モ

デ
ル

供
試

体
の

作
成

は
、

実
際

の
作

業
と

同
一

条
件

・
同

一
材

料
で

行
う

。
 

  (
1
)
S
D
4
9
0
以

外
の

鉄
筋

を
圧

接
す

る
場

合
 

・
手

動
ガ

ス
圧

接
及

び
熱

間
押

抜
き

ガ
ス

圧
接

を
行

う
場

合
、

材

料
、

施
工

条
件

な
ど

を
特

に
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

に
は

、
施

工
前

試
験

を
行

う
。

 

・
特

に
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

と
は

、
施

工
実

績
の

少
な

い
材

料
を

使
用

す
る

場
合

、
過

酷
な

気
象

条
件

・
高

所
な

ど
の

作
業

環
境

下
で

の
施

工
条

件
、

圧
接

技
量

資
格

者
の

熟
練

度
な

ど
の

確
認

が
必

要
な

場
合

な
ど

で
あ

る
。

 

・
自

動
ガ

ス
圧

接
を

行
う

場
合

に
は

、
装

置
が

正
常

で
、

か
つ

装
置

の
設

定
条

件
に

誤
り

の
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

た
め

、
施

工
前

試
験

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
2
)
S
D
4
9
0
の

鉄
筋

を
圧

接
す

る
場

合
 

S
D
4
9
0
を

圧
接

す
る

場
合

、
手

動
ガ

ス
圧

接
、

自
動

ガ
ス

圧
接

、
熱

間

押
抜

法
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

、
施

工
前

試
験

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

・
目

視
 

 
圧

接
面

の
研

磨
状

況
 

 
垂

れ
下

が
り

 

 
焼

き
割

れ
 

 
等

 

・
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計

測
（

詳
細

外
観

検
査

）
 

 
軸

心
の

偏
心

 

 
ふ

く
ら

み
 

 
ふ

く
ら

み
の

長
さ

 

 
圧

接
部

の
ず

れ
 

 
折

れ
曲

が
り

 

 
等

 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

が
異

な
る

場
合

は
、

細
い

方
の

鉄

筋
）

の
1
／

5
以

下
。
 

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
両

方
又

は
い

ず
れ

か
一
方

の
鉄

筋
が

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
5
倍

以
上
。
 

③
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径

（
径

が
異

な
る

場
合

は
、

細
い

方
の

鉄
筋

）
の

1
.
1
倍

以
上

。
た
だ

し
、

両
方

又
は

い
ず
れ

か
一

方
の

鉄

筋
が

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.2

倍
以

上
。
 

④
ふ

く
ら

み
の

頂
点

と
圧

接
部

の
ず

れ
が

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1
／

4
以

下
。
 

⑤
折

れ
曲

が
り

の
角

度
が

2
°

以
下

。
 

⑥
 
片

ふ
く

ら
み

の
差

が
鉄

筋
径

（
径

が
異

な
る

場
合

は
、

細
い

方
の

鉄
筋

）
の

1
/
5
以

下
。
 

⑦
垂

れ
下

が
り

、
へ

こ
み

、
焼

き
割

れ
が

著
し

く
な

い
。

 

⑧
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
 

 熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

。
 

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径

の
1
.
1
倍

以
上

。
た
だ

し
、

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
 

③
鉄

筋
表

面
に

オ
ー

バ
ー

ヒ
ー

ト
に

よ
る

表
面

不
整

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

④
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
鉄

筋
メ

ー
カ

ー
、
圧

接

作
業

班
、
鉄

筋
径

毎
に

自
動

ガ
ス

圧
接

の
場

合
は

各
2
本

、
手

動
ガ

ス
圧

接
及

び
熱

間
押

抜
ガ

ス
圧

接
の

場
合

は
各

3
本

の
モ

デ
ル

供
試

体
を

作
成

し
実

施
す

る
。

 

・
モ

デ
ル

供
試

体
の

作
成

は
、

実
際

の
作

業
と

同
一

条
件

・
同

一
材

料

で
行

う
。

直
径

1
9
m
m
未

満
の

鉄
筋

に
つ

い
て

手
動
ガ

ス
圧

接
、

熱
間

押

抜
ガ

ス
圧

接
を

行
う

場
合

、
監

督
員

と
協

議
の

上
、

施
工

前
試

験
を

省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

(
1
)
S
D
4
9
0
以

外
の

鉄
筋

を
圧
接

す
る

場
合

 

・
 
手

動
ガ

ス
圧

接
及

び
熱

間
押

抜
ガ

ス
圧

接
を

行
う

場
合

、
材

料
、

施

工
条

件
な

ど
を

特
に

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
に

は
、

施
工

前
試

験

を
行

う
。

 

・
 
特

に
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

と
は

、
施

工
実

績
の

少
な

い
材

料

を
使

用
す

る
場

合
、

過
酷

な
気

象
条

件
・

高
所

な
ど

の
作

業
環

境
下

で

の
施

工
条

件
、

圧
接

技
量

資
格

者
の

熟
練

度
な

ど
の

確
認

が
必

要
な

場

合
な

ど
で

あ
る

。
 

・
 
自

動
ガ

ス
圧

接
を

行
う

場
合

に
は

、
装

置
が

正
常

で
、

か
つ

装
置

の

設
定

条
件

に
誤

り
の

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

施
工

前
試

験
を

行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
2
)
S
D
4
9
0
の

鉄
筋

を
圧

接
す
る

場
合

 

手
動

ガ
ス

圧
接

、
自

動
ガ

ス
圧

接
、

熱
間

押
抜

法
の

い
ず

れ
に

お
い

て

も
、

施
工

前
試

験
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

 
施

工

後
試

験
 

必
須

 
外

観
検

査
 

試
験

方
法

、
規

格
値

、
試

験
基

準
、

摘
要

の
変

更
 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

○
目

視
 

・
圧

接
面

の
研

磨
状
況

 

・
た

れ
下

が
り

 

・
焼

き
割

れ
 

・
折

れ
曲

が
り

等
 

 ○
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

(
詳

細
外

観
検

査
)
 

・
軸

心
の

偏
心

 

・
ふ

く
ら

み
 

・
ふ

く
ら

み
の

長
さ
 

・
圧

接
部

の
ず

れ
等
 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

の
異

な
る

場
合

は
細

い
ほ

う
の

鉄
筋

）
の

1
/
5
以

下
。
 

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
の

異
な

る
場

合
は

細
い

ほ
う

の
鉄

筋
）

の
1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合
は

1
.
5
倍

以

上
。

 

③
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
49
0
の

場

合
は

1
.
2
倍

以
上

。
 

④
ふ

く
ら

み
の

頂
点

と
圧

接
部

の
ず

れ
が

D
/
4
以

下
 

⑤
著

し
い

た
れ

下
が

り
、

折
れ

曲
が

り
が

な
い

 

     熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

 

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
49
0
の

場

合
は

1
.
2
D
以

上
 

③
鉄

筋
表

面
に

オ
ー

バ
ー

ヒ
ー

ト
等

に
よ

る
表

面
不

整
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

④
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・

目
視

は
全

数
実

施
す

る
。
 

・
特

に
必

要
と

認
め

ら
れ

た
も

の
に

対
し

て
の

み
詳

細
外

観
検

査
を

行
う
。

 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
下

記
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監

督
員

の
承

諾
を

得
る

。
 

 ・
①

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

し
、

外
観

検
査

お
よ

び

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
う

。
 

・
②

③
は

、
再

加
熱

し
、

圧
力

を
加

え
て

所
定

の
ふ

く
ら

み
に

修

正
し

、
外

観
検

査
を

行
う

。
 

・
④

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

修
正

し
、

外
観

検
査

お

よ
び

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
う

。
 

・
⑤

は
、

著
し

い
折

れ
曲

が
り

が
生

じ
た

場
合

は
、

再
加

熱
し

て

修
正

し
、

外
観

検
査

を
行

う
。

又
、

著
し

い
焼

き
割

れ
お

よ
び

垂

れ
下

が
り

な
ど

が
生

じ
た

場
合

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧

接
し

、
外

観
検

査
お

よ
び

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
う

。
 

 熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
下

記
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監

督
員

の
承

諾
を

得
る

。
 

・
①

②
③

は
、

再
加

熱
、

再
加

圧
、

押
抜

き
を

行
っ

て
修

正
し

、

修
正

後
外

観
検

査
を

行
う

。
 

・
④

は
、

再
加

熱
し

て
修

正
し

、
修

正
後

外
観

検
査

を
行

う
。

 

た
だ

し
、

現
場

条
件

に
よ

り
溶

接
機

械
の

設
置

が
で

き
な

い
場

合

に
は

、
添

筋
で

補
強

す
る

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

充
填

性
が

低
下

し

な
い

場
合

に
限

る
）
。

 
 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

・
目

視
 

 
圧

接
面

の
研

磨
状

況
 

 
垂

れ
下

が
り

 

 
焼

き
割

れ
 

 
等

 

・
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計

測
（

詳
細

外
観

検
査

）
 

 
軸

心
の

偏
心

 

 
ふ

く
ら

み
 

 
ふ

く
ら

み
の

長
さ

 

 
圧

接
部

の
ず

れ
 

 
折

れ
曲

が
り

 

 
等

 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

が
異

な
る

場
合

は
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1
／

5
以

下
。
 

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

細
い

方
の

鉄
筋

）
の

1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
両

方
又

は
い

ず
れ

か
一

方
の

鉄
筋

が
S
D
4
9
0

の
場

合
は

1
.
5
倍

以
上

。
 

③
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径

の
1
.
1
倍

以
上

。
た
だ

し
、

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
 

④
ふ

く
ら

み
の

頂
点

と
圧

接
部

の
ず

れ
が

鉄
筋

径
（

径
が

異
な

る
場

合
は

、
細

い
方

の
鉄

筋
）

の
1
／

4
以

下
。
 

⑤
折

れ
曲

が
り

の
角

度
が

2
°

以
下

。
 

⑥
 
片

ふ
く

ら
み

の
差

が
鉄

筋
径

（
径

が
異

な
る

場
合

は
、

細
い

方
の

鉄
筋

）
の

1
/
5
以

下
。
 

⑦
垂

れ
下

が
り

、
へ

こ
み

、
焼

き
割

れ
が

著
し

く
な

い
。

 

⑧
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

 

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径

の
1
.
1
倍

以
上

。
た
だ

し
、

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
 

③
鉄

筋
表

面
に

オ
ー

バ
ー

ヒ
ー

ト
に

よ
る

表
面

不
整

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

④
そ

の
他

有
害

と
認

め
ら

れ
る

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・

目
視

は
全

数
実

施
す

る
。

 

・
特

に
必

要
と

認
め

ら

れ
た

も
の

に
対

し
て

の

み
詳

細
外

観
検

査
を

行

う
。

 

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

 

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
以

下
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

員
の

承
諾

を
得

る
も

の
と

し
、

処
置

後
は

外
観

検
査

及
び

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
う

。
 

・
①

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

す
る

。
 

・
②

③
は

、
再

加
熱

し
、

圧
力

を
加

え
て

所
定

の
ふ

く
ら

み
に

修
正

す
る

。
 

・
④

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

す
る

。
 

・
⑤

は
、

再
加

熱
し

て
修

正
す

る
。

 

・
⑥

⑦
は

、
圧

接
部

を
切

り
取

っ
て

再
圧

接
す

る
。

 

     熱
間

押
抜

法
の

場
合

 

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
以

下
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

員
の

承
諾

を
得

る
。

 

・
①

②
③

は
、

再
加

熱
、

再
加

圧
、

押
抜

き
を

行
っ

て
修

正
し

、
修

正
後

外
観

検
査

を
行

う
。

 

・
④

は
、

再
加

熱
し

て
修

正
し

、
修

正
後

外
観

検
査

を
行

う
。
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-
 
1
1
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

 
施

工

後
試

験
 

必
須

 
超

音
波

探
傷

検
査

 
・

試
験

基
準

、
摘

要
の

変
更

 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
・

超
音

波
探

傷
検

査
は

抜
取

検
査

を
原

則

と
す

る
。

 

・
抜

取
検

査
の

場
合

は
、
各

ロ
ッ

ト
の

3
0
箇

所
と

し
、
１

ロ
ッ

ト
の
大

き
さ

は
2
0
0
箇

所

程
度

を
標

準
と

す
る
。
た

だ
し

、
１

作
業

班

が
１

日
に

施
工

し
た

箇
所

を
１

ロ
ッ

ト
と

し
、

自
動

と
手

動
は
別

ロ
ッ

ト
と

す
る

。
 

・
超

音
波

探
傷

検
査
技

術
者

は
、
(
社

)
日

本

圧
接

協
会
「

鉄
筋

ガ
ス
圧

接
部

の
超

音
波

探

傷
検

査
技

術
者

技
量

資
格

検
定

試
験

実
施

規
定

」
に

よ
る

有
資
格

者
と

す
る

。
 

規
格

値
を

外
れ

た
場

合
は

、
下

記
に

よ
る

。
 

・
不

合
格

ロ
ッ

ト
の

全
数

に
つ

い
て

超
音

波
探

傷

検
査

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
不

合
格

と
な

っ
た

箇

所
は

、
監

督
員

の
承

認
を

得
て

、
補

強
筋

（
ラ

ッ

プ
長

の
２

倍
以

上
）

を
添

え
る

か
、

圧
接

部
を

切

り
取

っ
て

再
圧

接
す

る
。

 

・
圧

接
部

を
切

り
取

っ
て

再
圧

接
に

よ
っ

て
修

正

す
る

場
合

に
は

、
修

正
後

外
観

検
査

お
よ

び
超

音

波
探

傷
検

査
を

行
う

。
 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
超

音
波

探
傷

検
査

は
抜

取
検

査
を

原
則

と

す
る

。
 

抜
取

検
査

の
場

合
は

、
各

ロ
ッ

ト
の

3
0
ヶ

所
と

し
、
1
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
2
0
0
ヶ

所

程
度

を
標

準
と

す
る

。
 
た

だ
し

、
1
作

業
班

が
1
日

に
施

工
し

た
箇

所
を

1
ロ

ッ
ト

と

し
、

自
動

と
手

動
は

別
ロ

ッ
ト

と
す

る
。

 

・
超

音
波

探
傷

検
査

技
術

者
は

、
(
社

)
日

本

鉄
筋

継
手

協
会
「

鉄
筋

継
手

部
検

査
技

術
者

技
量

検
定

規
定

」
に

よ
る
「

1
G
種

」
、「

2
種

」

又
は

「
3
種

」
の

技
量

資
格

を
有

す
る

も
の

と
す

る
。

 

規
格
値

を
外

れ
た

場
合

は
、

以
下

に
よ

る
。

 

・
不
合

格
ロ

ッ
ト

の
全

数
に

つ
い

て
超

音
波

探
傷

検
査
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

不
合

格
と

な
っ

た
箇

所
は
、

監
督

員
の

承
認

を
得

て
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ
て

再
圧

接
し

、
外

観
検

査
及

び
超

音
波

探
傷

検
査
を

行
う

。
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-
 
1
2
 
- 

【
６

 
既

設
杭

工
】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

６
既

設

杭
工

 

施
工
 
必

須
 
鋼

管
杭
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭
・
H

鋼
杭

の
現

場
溶

接
 

浸
透

探
傷

試
験

（
溶

剤
除

去
性

染
色

浸
透

探
傷

試
験

）
 

試
験

方
法

の
JI

S
番

号
の

追
加

 
 

試
験

方
法

 
試

験
基

準
 

J
I
S
 
Z
 
2
3
4
3
-
1
,
2
,
3,
4
 

・
原

則
と

し
て

全
溶

接
箇

所
で

行
う

。
 

・
但

し
、

施
工

方
法

や
施

工
順

序
等

か
ら

全
数

量
の

実
施

が
困

難
な

場
合

は
監

督
員

と
の

協
議

に
よ

り
、

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
全

溶
接

箇
所

の
1
0
％

以
上

は
、

J
I
S
 
Z
 

2
3
4
3
-
1
,
2
,
3
,
4
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
認

定
技

術
者

が
行

う
も

の
と

す

る
。

 

・
試

験
箇

所
は

杭
の

全
周

と
す

る
。

 
 

 
試

験
方

法
 

試
験

基
準

 
J
I
S
 
Z
 
2
3
4
3
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
 
原

則
と

し
て

全
溶

接
箇

所
で

行
う

。
 

た
だ

し
、

施
工

方
法
や

施
工

順
序

等
か

ら
全

数
量

の
実

施
が

困
難

な
場

合
は

監
督

員
と
の

協
議

に
よ

り
、

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
 
な

お
、

全
溶

接
箇

所
の

1
0
％

以
上

は
、

J
I
S
 
Z
 
2
3
4
3
-
1,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
認

定
技

術
者

が
行

う
も

の
と
す

る
。

 

試
験

箇
所

は
杭

の
全
周

と
す

る
。

 
 

 
 

 
鋼

管
杭

・
H
鋼

杭
の

現
場

溶
接

 

放
射

線
透

過
試

験
 

規
格

値
の

変
更

 
【

規
格

値
】

 

 
・

JI
S
 Z

 
31
04

の
３

類
以

上
 

 ・
JI

S 
Z
 3

1
04

の
1
類

か
ら

3
類

で
あ

る
こ

と
 

 
 

そ
の

他
 

鋼
管

杭
の

現
場

溶
接

 

超
音

波
探

傷
試

験
 

規
格

値
の

変
更

 
【

規
格

値
】

 

 
・

JI
S
 Z

 
30
60

の
３

類
以

上
 

 ・
JI

S 
Z
 3

0
60

の
1
類

か
ら

3
類

で
あ

る
こ

と
 

 
 

 
鋼

管
杭
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭
（

根

固
め

）
 

水
セ

メ
ン

ト
比

試
験

 

試
験

方
法

、
規

格
値

の
変

更
 

 
試

験
方

法
 

試
験

基
準

 
比

重
の

測
定

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

又
、

設
計

図
書

に
記

載
さ

れ
て

い
な

い
場

合
は

6
0
％

 
7
0
％

と
す

る
。

 
 

 
試

験
方

法
 

試
験

基
準

 
比

重
の

測
定

に
よ

る
水

セ
メ

ン
ト

比
の

推
定

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

ま
た

、
設

計
図

書
に

記
載

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
6
0
％

～
7
0
％

（
中

掘
り

杭
工

法
）
、

6
0
％

（
プ

レ
ボ

ー
リ

ン
グ

杭
工

法
及

び
鋼

管
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

杭
工

法
）

と
す

る
。

 
 

 
 

 
鋼

管
杭
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭
（

根

固
め

）
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

の
圧

縮
強

度
試

験
 

摘
要

の
変

更
 

【
摘

要
】

 

・
参

考
値

：
19
.
6M

p
a 

 ・
参

考
値

：
20

N
/m

m
2 
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-
 
1
3
 
- 

【
路

盤
、

舗
装

関
係

】
 

①
 新

規
追

加
の

試
験

項
目

 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

11
ｱｽ

ﾌ
ｧ

ﾙ
ﾄ舗

装

工
(歩

道
、

簡

易
舗

装

含
む

) 

プ
ラ

ン
ト

 

そ
の

他
 

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 

[
3]

-
65

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
剥

離
性

の
確

認
 

ウ
 

※
「

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

」
は

、
『

32
 排

水
性

舗
装

工
・

透
水

性
舗

装
工

』
も

同
様

に
追

加
。

 
 

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ

キ
ン

グ
試

験
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 

[
3]

-
44

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認
 

ウ
 

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[
3]

-
18

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
摩

耗
性

の
確

認
 

ウ
 

12
転

圧

ｺ
ﾝｸ

ﾘ
ｰﾄ

 

材
料

(
JI

S

ｺ
ﾝ
使

用
す

る
場

合
を

除
く

 

) 

そ
の

他
 

骨
材

の
微

粒
分

量

試
験

 

J
IS

 
A 

1
10

3 

J
IS

 
A 

5
00

5 

J
IS

 
A 

5
30

8 

粗
骨

材
 

砕
石

 
3.

0％
以

下
（

た
だ

し
、
粒

形
判

定
実

績
率

が
58

％
以

上
の

場
合

は
5.

0％
以

下
）

 

ス
ラ

グ
粗

骨
材

 
5.

0％
以

下
 

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
 

1.
0％

以
下

  

細
骨

材
 

砕
砂

、
ス

ラ
グ

細
骨

材
 

5.
0％

以
下

 

そ
れ

以
外
（

砂
等

）
 

3.
0％

以
下
（

た
だ

し
、
砕

砂
で

粘
土

、
シ

ル
ト

等
を

含
ま

な
い

場
合

は
5.

0％

以
下

）
 

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時

 
 

１
回

以

上
 

セ
ン

タ

ー
で

行

う
 

 

②
 試

験
基

準
・

摘
要

の
変

更
・

・
・

・
・

・
・

出
来

形
管

理
と

同
様

に
規

模
別

（
中

規
模

以
上

、
小

規
模

以
下

）
の

基
準

を
追

加
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

旧
 

新
 

７
 

下

層
路

盤

工
（

歩

道
、

簡

易
舗

装

含
む

）
 

材
料

 
必

須
 
・

修
正

CB
R
試

験
 

・
骨

材
の

ふ
る

い
分

け
試

験
 

・
土

の
液

性
限

界
・

塑
性

限
界

試
験

 

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

の
水

浸
膨

張
性

試
験

 

・
道

路
用

ス
ラ

グ
の

呈
色

判
定

試
験

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

 

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

 

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上
3
,
0
0
0

ｔ
未

満
(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

は
4
0
0
m
3
以

上
1
,
0
0
0
m3

未
満

)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱

う
も

の
と

す
る

。
 

 1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 
 

 
そ

の

他
 

・
粗

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
 

 
施

工
 
そ

の

他
 

・
骨

材
の

ふ
る

い
分

け
試

験
 

・
土

の
液

性
限

界
・

塑
性

限
界

試
験

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

 
 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

 

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

 

事
を

い
い

、
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の

場
 

合
が

該
当

す
る

。
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-
 
1
4
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

旧
 

新
 

 
 

 
・

含
水

比
試

験
 

    

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

 
 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

 

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い

は
使

用
す

る
基

層
 

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

 
 

８
 

上

層
路

盤

工
 

材
料

 
必

須
 
・

修
正

CB
R
試

験
 

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

の
修

正
CB

R
試

験
 

・
骨

材
の

ふ
る

い
分

け
試

験
 

・
土

の
液

性
限

界
・

塑
性

限
界

試
験

 

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

の
呈

色
判

定
試

験
 

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

の
水

浸
膨

張
性

試
験

 

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

の
一

軸
圧

縮
試

験
 

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

の
単

位
容

積
質

量
試

験
 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
 

   

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

 

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

 

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

 
 

そ
の

他
 

・
粗

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
 

・
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
よ

る
骨

材
の

安
定

性
試

験
 

 
施

工
 
必

須
 
・

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 

・
粒

度
（

75
μ

m
フ

ル
イ

）
 

   

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
1
,
0
0
0
m
2
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

行
う

。
(
1
,
0
0
0
m
2

以
下

の
も

の
は

１
工

事
１

回
以

上
)
  

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
定

期
的

ま
た

は
随

時
（

1
回

～
2
回

／
日

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 

1
0
 

セ

メ
ン

ト

安
定

処

理
路

盤
 

材
料

 
必

須
 
・

一
軸

圧
縮

試
験

 

・
骨

材
の

修
正

CB
R
試

験
 

・
土

の
液

性
限

界
・

塑
性

限
界

試
験

 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

 

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

 

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

 
施

工
 
必

須
 
・

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 
 

試
験

基
準

 
摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

１
日

１
回

行
う

。
 

 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
定

期
的

ま
た

は
随

時
（

1
回

～
2
回

／
日

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 

 
 

 
・

粒
度

（
75

μ
m
フ

ル
イ

）
 

   

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

観
察

に
よ

り
異

常
が

認
め

ら

れ
た

と
き

。
 

 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。
 ・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

～48～



-
 
1
5
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

旧
 

新
 

  

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 

 
 

そ
の

他
 

・
セ

メ
ン

ト
量

試
験

 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

観
察

に
よ

り
異

常
が

認
め

ら

れ
た

と
き

。
（

１
～

２
回

/
日

）
  

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き

（
1
～

2
回

／
日

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 

1
1 

ア

ス
フ

ァ

ル
ト

舗

装
工

（
歩

道
、

簡

易
舗

装

含
む

）
 

材
料

 
必

須
 
・

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 

・
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
 

・
骨

材
中

の
粘

土
塊

量
の

試
験

 

・
粗

骨
材

の
形

状
試

験
 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

粒
度

試
験

 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

水
分

試
験

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

 

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

 

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

 
そ

の

他
 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

塑
性

指
数

試
験

 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

フ
ロ

ー
試

験
 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

水
浸

膨
張

試
験

 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

剥
離

抵
抗

性
試

験
 

・
製

鋼
ス

ラ
グ

の
水

浸
膨

張
性

試
験

 

・
製

鋼
ス

ラ
グ

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

 

・
粗

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
 

・
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
よ

る
骨

材
の

安
定

性
試

験
 

・
針

入
度

試
験

 

・
軟

化
点

試
験

 

・
伸

度
試

験
 

・
ト

ル
エ

ン
可

溶
分

試
験

 

・
引

火
点

試
験

 

・
薄

膜
加

熱
試

験
 

・
蒸

発
後

の
針

入
度

比
試

験
 

・
密

度
試

験
 

・
高

温
動

粘
度

試
験

 

・
60

℃
粘

度
試

験
 

・
タ

フ
ネ

ス
・

テ
ナ

シ
テ

ィ
試

験
 

 
プ

ラ

ン
ト

 

必
須

 
・

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 

・
粒

度
（

75
μ

m
フ

ル
イ

）
 

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

抽
出

粒
度

分
析

試
験

 

・
温

度
測

定
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
・
骨

材
・
混

合
物

） 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

印
字

記
録

、
ま

た
は

抽
出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

を
行

う
。

 

（
印

字
記

録
の

場
合

）
：

全
数

 

（
抽

出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

）：

１
回

／
日

 

【
温

度
測

定
…

】
 

 
随

時
 

 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。
 

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数

ま
た

は
抽

出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

 
1
～

2
回

／
日

 

 【
温

度
測

定
…

】
 

 
随

時
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

～49～



-
 
1
6
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

旧
 

新
 

1
3
 

グ

ー
ス

ア

ス
フ

ァ

ル
ト

舗

装
 

材
料

 
必

須
 
・

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 

・
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
 

・
骨

材
中

の
粘

土
塊

量
の

試
験

 

・
粗

骨
材

の
形

状
試

験
 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

粒
度

試
験

 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

水
分

試
験

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

 

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

 

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

 
 

そ
の

他
 

・
粗

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
 

・
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
よ

る
骨

材
の

安
定

性
試

験
 

・
針

入
度

試
験

 

・
軟

化
点

試
験

 

・
伸

度
試

験
 

・
ト

ル
エ

ン
可

溶
分

試
験

 

・
引

火
点

試
験

 

・
蒸

発
質

量
変

化
率

試
験

 

・
密

度
試

験
 

 
プ

ラ

ン
ト

 

必
須

 
・

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 

・
粒

度
（

75
μ

m
フ

ル
イ

）
 

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

抽
出

粒
度

分
析

試
験

 

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

印
字

記
録

、
ま

た
は

抽
出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

を
行

う
。

 

（
印

字
記

録
の

場
合

）
：

全
数

 

（
抽

出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

）：

１
回

／
日

 

 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。
 

 

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数

ま
た

は
抽

出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

 
1
～

2
回

／
日

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

3
0
路

上

再
生

路

盤
工

 

材
料

 
必

須
 
修

正
Ｃ

Ｂ
Ｒ

試
験

 
 

試
験

基
準

 
摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時

 
 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

 

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

 

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ
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工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

旧
 

新
 

3
2
排

水

性
舗

装
・

透

水
性

舗

装
工

 

材
料

 
必

須
 
・

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

 

・
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
 

・
骨

材
中

の
粘

土
塊

量
の

試
験

 

・
粗

骨
材

の
形

状
試

験
 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

粒
度

試
験

 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

水
分

試
験

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

 

施
工

前
、

材
料

変
更

時
 

  ・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

 

施
工

前
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

 
 

そ
の

他
 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

塑
性

指
数

試
験

 

・
フ

ィ
ラ

ー
の

フ
ロ

ー
試

験
 

・
製

鋼
ス

ラ
グ

の
水

浸
膨

張
性

試
験

 

・
粗

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
 

・
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
よ

る
骨

材
の

安
定

性
試

験
 

・
針

入
度

試
験

 

・
軟

化
点

試
験

 

・
伸

度
試

験
・

引
火

点
試

験
 

・
薄

膜
加

熱
試

験
 

・
薄

膜
加

熱
針

入
度

残
留

率
 

・
タ

フ
ネ

ス
・

テ
ナ

シ
テ

ィ
試

験
 

・
密

度
試

験
 

 
プ

ラ

ン
ト

 

必
須

 
・

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 

・
粒

度
（

75
μ

m
フ

ル
イ

）
 

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

抽
出

粒
度

分
析

試
験

 

・
温

度
測

定
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
・
骨

材
・
混

合
物

） 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

印
字

記
録

、
ま

た
は

抽
出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

を
行

う
。

 

（
印

字
記

録
の

場
合

）
：

全
数

 

（
抽

出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

）：

１
回

／
日

 

 【
温

度
測

定
…

】
 

随
時

 

 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。
 

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数

ま
た

は
抽

出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

 
1
～

2
回

／
日

 

 【
温

度
測

定
…

】
 

随
時

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
m
2
あ

る
い
は

使
用

す
る

基
層

及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
3
,
0
0
0
t
以

上
の
場

合
が

該
当

す
る

。
 

 ・
小

規
模

工
事

は
管

理
結

果
を

施
工

管
理

に
反

映
で

き
る

規
模

の
工

事
を

い

い
、

同
一

工
種

の
施

工
が

数
日

連
続

す
る

場
合

で
、

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

を
い

う
。

 

①
施

工
面

積
で

1
,
0
0
0
m
2
以
上

1
0
,
0
0
0
m2

未
満
 

②
使

用
す

る
基

層
及

び
表

層
用

混
合

物
の

総
使

用
量

が
5
0
0
t
以

上

3
,
0
0
0
ｔ

未
満

(
コ

ン
ク

リ
ー
ト

で
は

4
0
0
m
3
以

上
1
,0
0
0
m
3
未

満
)
 

た
だ

し
、

以
下

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
も

小
規

模
工

事
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

1
)
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
：

同
一

配
合

の
合

材
が

1
0
0
t
以

上
の

も
の

 

※
下

層
路

盤
工

の
種

別
「

材
料

」
と

同
じ

 

3
3 

ﾌ
ﾟ
ﾗ

ﾝ
ﾄ
再

生

舗
装

工
 

ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ

ﾄ 

必
須

 
・

粒
度

（
2.

36
mm

フ
ル

イ
）

 

・
粒

度
（

75
μ

m
フ

ル
イ

）
 

・
再

生
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

 

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

印
字

記
録

、
ま

た
は

抽
出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

を
行

う
。

 

（
印

字
記

録
の

場
合

）
：

全
数

 

（
抽

出
・
ふ

る
い

分
け

試
験

）：

１
回

／
日

 

 

  

 
試

験
基

準
 

摘
要

（
試

験
基

準
の

変
更

に
伴

う
追

加
分

の
み

記
載

）
 

抽
出

ふ
る

い
分

け
試

験
の

場
合

：
1
～

2
回

／
日

 

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

 

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：
異

常
が

認
め

ら
れ

る
と

き
。
 

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数
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③
 『

現
場

密
度

の
測

定
』

 
試

験
方

法
・

試
験

基
準

等
の

変
更
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
旧

 
新

 

・
７

 
下
層

路
盤

 
※

歩
道

の
場

合
、
簡

易
舗

装
の

場
合

を
除
く

 

・
８

 
上
層

路
盤

工
 

・
10

 
セ

メ
ン

ト
安

定
処

理
路

盤
 

・
30

 
路

上
再

生
路

盤
工

 

施
工

 
必

須
 
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
1
9
1
 

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

 

X
1
0
 
9
5
％

以
上

 

X
6
 
 
9
6
％

以
上

 

X
3
 
 
9
7
％

以
上

 

【
路

上
再

生
路

盤
】

 

基
準

密
度

の
9
3
％

以
上

 

【
上

層
､
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
安

定
、

路

上
再

生
】

 

X
1
0
 
9
5
％

以
上

 

X
6
 
 
9
5
.
5
％

以
上

 

X
3
 
 
9
6
.
5
％

以
上

 

・
締

固
め

度
は

、
個
々

の
測

定
値

が
最

大
乾

燥
密

度
の

9
3
％

を
下

回
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

 ・
ま

た
、

1
0
個

の
測
定

値
の

平
均

値
X
1
0
が

規
格

値
を

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お
、

1
0
個

の
測

定
値

が
得

が
た

い
場

合
は

３
個

の

測
定

値
の

平
均

値
X3

が
規

格
値

を
満

足
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
、

X
3
が

規
格

値
を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

３
個

の
デ

ー
タ

を

加
え

た
平

均
値

X
6
が
規

格
値

を
満

足
し

て
い

れ
ば
よ

い
。

 

 ・
5
0
0
㎡

に
つ

き
１
個

（
＝

１
孔

）
の

割
合

で
行

う
。

た
だ

し
、

1
,
5
0
0

㎡
未

満
の

工
事

は
１
工

事
に

つ
き

３
個

以
上

と
す

る
。

 

【
路

上
再

生
路

盤
】

 

・
1
,
0
0
0
m
2
に

1
回
（

＝
１

孔
）
 

 
 

 

 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
舗

装
調

査
・

試
験

法

便
覧

 
[
4
]
-
2
5
6
 

 砂
置

換
法

（
J
I
S
 
A
 

1
2
1
4
）

 

 砂
置

換
法

は
、

最
大

粒
径

が
5
3
m
m
以

下
の

場
合

の
み

適
用

で
き

る
 

最
大

乾
燥

密
度

の

9
3
％

以
上

 

X
1
0
 
9
5
％

以
上

 

X
6
 
9
6
％

以
上

 

X
3
 
9
7
％

以
上

 

【
路

上
再

生
路

盤
】

 

基
準

密
度

の

9
3
％

以
上

 

【
上

層
､
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
安

定
、

路
上

再
生

】
 

X
1
0
 
9
5
％

以
上

 

X
6
 
 
9
5
.
5
％

以
上

 

X
3
 
 
9
6
.
5
％

以
上

 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が
最

大
乾

燥
密

度
の

9
3
％

以
上

を
満

足
す

る
も

の
と

し
、

か
つ

平
均

値
に

つ
い

て
以

下
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

 

・
締

固
め

度
は

、
1
0
孔

の
測

定
値

の
平

均
値

X
1
0
が
規

格
値

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

1
0
孔

の
測

定
値

が
得

が
た

い
場

合
は

3
孔

の
測

定
値

の
均

値
X
3
が

規
格

値
を

満
足
す

る
も

の
と

す
る

が
、

X
3
が

規
格

値
を

は
ず

れ
た

場
合

は
、

さ
ら

に
3
孔
の

デ
ー

タ
を

加
え

た
均
値

X
6
が

規
格

値
を

満

足
し

て
い

れ
ば

よ
い

。
 

・
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
m
2
を

超
え

る
場

合
は

、
1
0
,0
0
0
m
2
以

下
を

1
ロ

ッ
ト

と
し

、
1
ロ

ッ
ト

あ
た

り
1
0
孔

で
測

定
す

る
。
 

（
例

）
 

3
,
0
0
1
～

1
0
,
0
0
0
m
2
：

1
0
孔

 

1
0
,
0
0
1
m
2
以

上
の

場
合

、
1
0
,
0
0
0
m
2
毎

に
1
0
 
孔

追
加

し
、

測
定

箇
所

が
均

等
に

な
る

よ
う

に
設

定
す

る
こ

と
。
 

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
m
2
の

場
合

：
6
,
0
0
0m
2
／

1
 
ロ

ッ
ト
毎

に
1
0
孔

、
合

計
20

孔
 

な
お

、
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
m
2
以

下
の

場
合

（
維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1

工
事

あ
た

り
3
孔

以
上

で
測

定
す

る
。
 

 

・
11

 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

 
※

歩
道

の
場

合
、
簡

易
舗

装
の

場
合

を
除
く

 

・
31

 
路

上
表

層
再

生
工
 

・
3
2 

排
水

性
舗

装
工
・
透

水
性

舗

装
工
 

・
33

 
プ

ラ
ン

ト
再

生
舗

装
工

 

 

舗
設

現
場

 

  

必
須

 
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
9
1
 

【
排

水
性

舗
装

】
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
9
7
 

 

基
準

密
度

の
9
4
％

以
上

 

X
1
0
 

9
6
％

以
上

 

X
6
 
 

9
6
％

以
上

 

X
3
 

 
9
6
.
5
％

以
上

 

【
路

上
再

生
表

層
】

 

9
6
％

以
上

 

【
ﾌﾟ

ﾗﾝ
ﾄ再

生
舗

装
】

 

基
準

密
度

の
9
4
％

以

上
。

 

再
ア

ス
処

理
の

場
合

、
基

準
密

度
の

9
3
％

以
上

。
 

・
締

固
め

度
は

、
個
々

の
測

定
値

が
基

準
密

度
の

9
4
％

を
下

回
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

・
ま

た
、

1
0
個

の
測
定

値
の

平
均

値
X
1
0
が

規
格

値
を

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お
、

1
0
個

の
測

定
値

が
得

が
た

い
場

合
は

３
個

の

測
定

値
の

平
均

値
X3

が
規

格
値

を
満

足
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
、

X
3
が

規
格

値
を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

３
個

の
デ

ー
タ

を

加
え

た
平

均
値

X
6
が
規

格
値

を
満

足
し

て
い

れ
ば
よ

い
。

 

 ・
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
（

＝
１

孔
）

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、

3
,
0
0
0
㎡

未
満

の
工
事

は
１

工
事

に
つ

き
３

個
以

上
と

す
る

。
 

【
路

上
再

生
表

層
】

 

・
1
,
0
0
0
m
2
に

1
回
（

＝
１

孔
）

 

 

               

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
舗

装
調

査
・

試
験

法

便
覧

 
[
3
]
-
2
1
8
 

【
排

水
性

舗
装

】
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
2
2
4
 

 

基
準

密
度

の
9
4
％

以

上
。

 

X
1
0
 

9
6
％

以
上

 

X
6
 
 

9
6
％

以
上

 

X
3
 
 

9
6
.
5
％

以
上

 

【
路

上
再

生
表

層
】

 

基
準

密
度

の
9
6
％

以

上
 

X
1
0
 

9
8
％

以
上

 

X
6
 
 

9
8
％

以
上

 

X
3
 
 

9
8
.
5
％

以
上

 

【
ﾌﾟ

ﾗﾝ
ﾄ再

生
舗

装
】

 

基
準

密
度

の
9
4
％

以

上
。

 

X
1
0
 

9
6
％

以
上

 

X
6
 
 

9
6
％

以
上

 

X
3
 
 

9
6
.
5
％

以
上

 

再
ア

ス
処

理
の

場

合
、

基
準

密
度

の

9
3
％

以
上

。
 

X
1
0
 

9
5
％

以
上

 

X
6
 
 

9
5
.
5
％

以
上

 

X
3
 
 

9
6
.
5
％

以
上

 

・
締

固
め

度
は

、
個

々
の

測
定

値
が

基
準

密
度

の
9
4
％

（
路

上
再

生
表

層

は
9
6
％

）
以

上
を

満
足

す
る

も
の

と
し

、
か

つ
平

均
値

に
つ

い
て

以
下

を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
締

固
め

度
は

、
1
0
孔

の
測
定

値
の

平
均

値
X
1
0
が
規

格
値

を
満

足
す

る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
1
0
孔
の

測
定

値
が

得
が

た
い

場
合

は
3
孔

の
測

定
値

の
均

値
X
3
が

規
格

値
を
満

足
す

る
も

の
と

す
る

が
、

X
3
が

規
格

値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3
孔

の
デ

ー
タ

を
加
え

た
平

均
値

X
6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

 

・
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
m
2
を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,0
0
0
m
2
以

下
を

1
ロ

ッ

ト
と

し
、

1
ロ

ッ
ト

あ
た

り
1
0
孔

で
測

定
す

る
。
 

（
例

）
 

3
,
0
0
1
～

1
0
,
0
0
0
m
2
：

1
0
孔

 

1
0
,
0
0
1
m
2
以

上
の

場
合

、
1
0,
0
0
0
m
2
毎

に
1
0
 
孔

追
加

し
、

測
定

箇
所

が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
 

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
m
2
の

場
合

：
6
,
0
0
0
m
2
／

1
 
ロ

ッ
ト
毎

に
1
0
孔

、
合

計
2
0

孔
 

な
お

、
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
00
m
2
以

下
の

場
合
 

（
維

持
工

事
を

除
く

）
は

、
1
工

事
あ

た
り

3
孔

以
上

で
測

定
す

る
。

 

 

～52～



-
 
1
9
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
旧

 
新

 

・
14

 路
床

安
定

処
理

工
 

・
15

 
表

層
安

定
処

理
工

(
表

層
混

合
処

理
) 

・
39

 置
換

工
(土

砂
) 

 

施
工

 
必

須
 
試

験
方

法
(3

種
類

)か
ら

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
最

大
粒

径
≦

5
3
㎜

：
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
 

J
I
S
 A
 1
2
1
0
 A
･
B
法

 

最
大

粒
径

＞
5
3
㎜

：
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
1
8
5
 

  

最
大

乾
燥

密
度

の

9
0
％

以
上

 

・
5
0
0
m
3
に

つ
き

１
箇

所
（

＝
３

孔
）

の

割
合

で
行

う
。

た
だ

し
、

1
,5
0
0
m
3
未

満
の

工
事

は
１

工
事

当
た

り
３

箇
所

以

上
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

の
協

議
の

上

で
、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

R
I

計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）
 

１
管

理
単

位
の

現

場
乾

燥
密

度
の

平

均
値

が
最

大
乾

燥

度
密

度
の

9
0
%
以

上
。

ま
た

は
、

設

計
図

書
に

よ
る

。
 

１
日

の
１

層
あ

た
り

の
施

工
面

積
を

基
準

と
す

る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2

を
標

準
と

し
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
m
2
以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積

を
２

管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
１

管
理

単
位

あ
た

り
の

測
定

点
数

の
目

安
を

下
表

に
示

す
｡
 

面
積

(
m
2
)
 

0
~
5
0
0 

5
0
0
~
1
0
0
0 

1
0
0
0
~
2
0
0
0 

測
定

点
数

 
５

 
１

０
 

１
５

 
 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

の
協

議
の

上

で
、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

    

「
T
S
・

G
P
S

を
用

い

た
盛

土
の

締
固

め
情

報
化

施
工

管
理

要
領

（
案

）
」

 

・
施

工
範

囲
を

小

分
割

し
た

管
理

ブ

ロ
ッ

ク
の

全
て

が

規
定

回
数

だ
け

締

め
固

め
ら

れ
た

こ

と
を

確
認

す
る

。

た
だ

し
、

路
肩

か

ら
１

ｍ
以

内
と

締

固
め

機
械

が
近

寄

れ
な

い
構

造
物

周

辺
は

除
く

。
 

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下

「
管

理
単

位
」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床

と
も

１
日

の
１

層
当

た
り

の
施

工
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
す

る
。

2,
0
0
0
m
2

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
２

管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

 

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

 

 

試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3
㎜

：
 

砂
置

換
法

（
J
I
S
 
A
 

1
2
1
4
）

 

最
大

粒
径

＞
5
3
㎜

：
 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
1
8
5
 

突
砂

法
 

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

5
0
0
m
3
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、

1
,
5
0
0
m
3
未

満
の

工
事

は
1
工

事
当

た
り

3
回

以

上
。

 

1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
最

低

値
で

判
定

を
行

う
。

 

 

ま
た

は
、

 

R
I

計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）
 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
(
以

下
｢
管

理
単

位
｣
)
に

分

割
し

て
管

理
単

位
ご

と
に

管
理

を
行
う

も
の

と
す

る
。

 

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基
準

と
す

る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
m
2
以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定

点
数

の
目

安
を

以
下

に
示

す
。

 

・
5
0
0
m
2
未

満
：

5
点
 

・
5
0
0
m
2
以

上
1
0
0
0
m
2
未

満
：

10
点
 

・
1
0
0
0
m
2
以

上
2
0
0
0
m
2
未

満
：

15
点
 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の

場
合

に
適

用
す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い

る
点

が
存

在
し

た
場

合

は
、

監
督

員
と

の
協

議

の
上

で
、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 
 

ま
た

は
、

 

「
T
S・

G
N
S
S
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
よ

る
 

施
工

範
囲

を
小

分

割
し

た
管

理
ブ

ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規

定
回

数
だ

け
締

め

固
め

ら
れ

た
こ

と

を
確

認
す

る
。

た

だ
し

、
路

肩
か

ら

1
ｍ

以
内

と
締

固

め
機

械
が

近
寄

れ

な
い

構
造

物
周

辺

は
除

く
。

 

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下
「

管
理

単

位
」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行

う
。

 

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床
と

も
１

日
の

１
層

当
た

り
の

施
工

面
積

は
1
,
5
0
0
ｍ

2
を

標
準

と
す

る
。

ま
た

、
１

日
の

施
工
面

積
が

2
,
0
0
0

ｍ
2
以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を

2
管

理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

 

 

 

 

④
『

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

』
の

改
訂

に
伴

う
試

験
番

号
の

変
更

 

 
 

《
例

》
修

正
Ｃ

Ｂ
Ｒ

試
験

 
（

旧
）

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

[4
]
-5

 
⇒

 
（

新
）

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 [
4]

-6
8 
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2
0
 
- 

⑤
 

そ
の

他
の

変
更

 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

1
2 

転
圧

コ
ン

ク

リ
ー

ト
 

材
料

(
（

J
I
S
ﾏ

ｰ
ｸ
表

示

さ
れ

た
ﾚ

ﾃ
ﾞ
ｨ
-
ﾐ
ｸ
ｽ

ﾄ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

を
使

用

す
る

場

合
は

除

く
）

)
 

そ
の

他
 

・
骨

材
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
 

・
粗

骨
材

の
す

り
へ

り
試

験
 

・
砂

の
有

機
不

純
物

試
験

 

・
骨

材
中

の
粘

土
塊

量
の

試
験

 

・
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
よ

る
骨

材

の
安

定
性

試
験

 

試
験

基
準

の
変

更
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
工

事
開

始
前

、
材

料
の

変
更

時
 

1
5 

表
層

安
定

処

理
工

 

施
工

 
そ

の

他
 

含
水

比
試

験
 

試
験

基
準

の
変

更
 

降
雨

後
ま

た
は

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
 

5
00

m
3
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1,

50
0
m3

未
満

の
工

事
は

1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
 

3
2 

排
水

性
舗

装

工
・
透

水

性
舗

装

工
 

プ
ラ

ン
ト

 

そ
の

他
 

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
 

摘
要

の
変

更
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
摩

耗
性

の
確

認
 

カ
ン

タ
ブ

ロ
試

験
 

摘
要

の
変

更
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

骨
材

飛
散

抵
抗

性
の

確
認

 

舗
設

現
場

 

必
須

 
温

度
測

定
（

初
期

締
転

圧
前

）
 

規
格

値
の

削
除

 
 

試
験
項

目
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 

温
度

測
定

（
初

期
締
固

め
前

）
 

1
4
0
～

1
6
0
℃

 
随

時
 

 

 
試

験
項

目
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 

温
度

測
定

（
初

転
圧

前
）

 
 

随
時

 
 

 
現

場
透

水
量

試
験

 
規

格
値

、
試

験
基

準
の

変
更

 
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
Ｘ

1
0
 

1
,
0
0
0
ｍ

Ｌ
/1
5
s
e
c
以

上
 

Ｘ
1
0
 

 
 
3
0
0
ｍ

Ｌ
/1
5
s
e
c
以

上
(
歩

道
箇

所
)
 

1
,
0
0
0
m
2
毎

 

 

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

浸
透

水
量

 

1
,
0
0
0
ｍ

Ｌ
/
1
5
s
e
c
以

上
 

3
0
0
ｍ

Ｌ
/
1
5
s
e
c
以

上
(
歩

道
箇

所
)
 

浸
透
水

量
は

1
0
箇

所
の

測
定

値
の

平
均

値
が

規
格
値

を
満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
工
事

あ
た

り
3
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,
00
0
m
2
以

下
を

１
ロ

ッ
ト

と
し

、
１

ロ
ッ

ト
あ

た

り
10

箇
所

で
測

定
す

る
。
 

(
例

) 

3
,
0
01
～

1
0
,
0
0
0
m
2
：

1
0
箇

所
 

1
0
,
00
1
m
2
以

上
の

場
合

、
1
0
,
0
0
0
m
2
毎

に
1
0
 
箇

所

追
加
し

、
測

定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す

る
こ
と

。
 

例
え
ば

1
2
,
0
0
0
m
2
の

場
合

：
6
,
0
0
0
m
2
／

1
 
ロ

ッ
ト

毎
に

1
0
箇

所
、

合
計

20
箇

所
 

な
お
、

1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
m
2
以

下
の

場
合

（
維

持
工
事

を
除

く
）

は
、

1
工

事
あ

た
り

3
箇

所
以

上

で
測
定

し
3
箇

所
の

測
定

値
の

平
均

値
が

規
格

値
を

満
足
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

 

⑥
 

削
除

し
た

試
験

項
目

 

工
種

 
種

別
 

試
験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

1
1 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工
 

1
2 

転
圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

 

1
3 

ｸﾞ
ｰ
ｽｱ

ｽ
ﾌｧ

ﾙ
ﾄ舗

装
 

3
2 

排
水

性
舗

装
工

・
透

水
性

舗
装

工
 

材
料

 
そ

の
他

 
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

 
J
IS

 
A 

1
12
6 

軟
石

量
：

5％
以

下
 

施
工

前
及

び
材

料
変

更
時

 
・

観
察

で
問

題
な

け
れ

ば
省

略
で

き
る

。
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-
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1
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【
１

６
 

固
結

工
】
 

①
 新

規
追

加
の

試
験

項
目

 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

1
6 

固
結

工
 

材
料

 
必

須
 
土

の
一

軸
圧

縮
試

験
 

J
IS

 
A 

1
21

6 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

な
お

、
1
回

の
試

験
と

は
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

 

ボ
ー

リ
ン

グ
等

に
よ

り
供

試
体

を
採

取
す

る
。

 
ア

 

 
 

ゲ
ル

タ
イ

ム
試

験
 
 

 
当

初
及

び
土

質
の

変
化

し
た

と
き

。
 

配
合

を
定

め
る

た
め

の
試

験
で

あ
る

。
 

ア
 

施
工

 
必

須
 
改

良
体

全
長

の
連

続
性

確
認

 

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
の

目
視

確
認

 

 
改

良
体

の
上

端
か

ら
下

端
ま

で
の

全
長

を
ボ

ー
リ

ン

グ
に

よ
り

採
取

し
、
全

長
に

お
い

て
連

続
し

て
改

良
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
目

視
確

認
す

る
。

 

改
良

体
50

0
本

未
満

は
3
本

、
50

0
本

以
上

は
25

0
本

増
え

る
ご

と
に

1
本

追
加

す
る

。
 

現
場

の
条

件
、
規

模
等

に
よ

り
上

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

監
督

員
の

指
示

に
よ

る
。

 

・
ボ

ー
リ

ン
グ

等
に

よ
り

供
試

体
を

採
取

す
る

。
 

・
改

良
体

の
強

度
確

認
に

は
、

改
良

体
全

長
の

連
続

性
を

確
認

し
た

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
を

利
用

し
て

も

よ
い

。
 

イ
 

 ②
 そ

の
他

の
変

更
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

1
6 

固
結

工
 

施
工

 
必

須
 
土

の
一

軸
圧

縮
試

験
 

（
改

良
体

の
強

度
）

 

試
験

項
目

の
名

称
変

更
 

摘
要

の
追

加
 

 
試

験
項

目
 

摘
要

 
土

の
一

軸
圧

縮
試

験
 

 

 

 
試

験
項

目
 

摘
要

 
土

の
一

軸
圧

縮
試

験
 

(
改

良
体

の
強

度
)
 

・
改

良
体

の
強

度
確
認

に
は

、
改

良
体

全
長

の
連

続
性

を
確

認
し

た
ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア
を

利
用

し
て

も
よ

い
。
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-
 
2
2
 
- 

【
１

７
 

ア
ン

カ
ー

工
】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

1
7 

ア
ン

カ
ー

工
 

施
工

 
必

須
 
適

性
試

験
（

多
サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
）

 

試
験

項
目

、
試

験
方

法
の

名

称
変

更
 

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

 
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
 

(
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
0
0
)
 

 

 
試

験
項

目
 

摘
要

 
適

性
試

験
（

多
サ

イ
ク

ル

確
認

試
験

）
 

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
 

（
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
1
2
）

 
 

 
 

 
確

認
試

験
（

１
サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
）

 

試
験

項
目

、
試

験
方

法
の

名

称
変

更
 

試
験

基
準

の
変

更
 

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
試

験
基

準
 

１
サ

イ
ク

ル
確

認

試
験

 

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
設

計
・

施
工

基
準

、
同

解
説

(
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
0
0
)
 

・
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

に
用

い
た

ア
ン

カ
ー

を
除

く
全

本
数

 

・
初

期
荷

重
は

、
計

画
最

大
試

験
荷

重
の

約
0
.
1
倍

と
し

、
計

画
最

大
試

験
荷

重
ま

で
載

荷
し

た
後

、
初

期
荷

重
ま

で
徐

荷
す

る
１

サ
イ

ク
ル

方
式

と
す

る
。

 
 

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
試

験
基

準
 

確
認

試
験

（
１

サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
）

 

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
設

計
・

施
工

基
準

、
同

解
説

（
J
G
S
4
1
0
1
-2
0
1
2
）

 

・
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

に
用

い
た

ア
ン

カ
ー

を
除

く
す

べ
て

。
 

・
初

期
荷

重
は

計
画

最
大

荷
重

の
約

0
.
1
倍

と
し

、
計

画
最

大
荷

重
ま

で

載
荷

し
た

後
、

初
期

荷
重

ま
で

除
荷

す
る

１
サ

イ
ク

ル
方

式
と

す
る

。
 

 

 
 

そ
の

他
 

そ
の

他
の

確
認

試
験

 
試

験
方

法
、

摘
要

の
変

更
 

 
試

験
方

法
 

摘
要

 
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
 

(
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
0
0
)
 

・
定

着
時

緊
張

力
確

認
試

験
 

・
残

存
引

張
力

確
認

試
験

 

・
リ

フ
ト

オ
ン

テ
ス

ト
 

等
が

あ
り

、
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

、
１

サ
イ

ク
ル

確
認

試

験
の

試
験

結
果

を
も

と
に

、
監

督
員

と
協

議
し

行
う

必
要

性

の
有

無
を

判
断

す
る

。
 

 

 
試

験
方

法
 

摘
要

 
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
 

（
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
1
2
）

 

・
定

着
時

緊
張

力
確

認
試

験
 

・
残

存
引

張
力

確
認

試
験

 

・
リ

フ
ト

オ
フ
試

験
 

等
が

あ
り

、
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

、
１

サ
イ

ク
ル

確
認

試

験
の

試
験

結
果

を
も

と
に

、
監

督
員

と
協

議
し

行
う

必
要

性

の
有

無
を

判
断

す
る

。
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-
 
2
3
 
- 

【
１

８
 

補
強

土
壁

工
】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

1
8 

補
強

土
壁

工
 

材
料

 
そ

の

他
 

土
の

粒
度

試
験

 
試

験
基

準
の

変

更
 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
補

強
土

壁
工

法
各

設
計
・
施

工
マ

ニ

ュ
ア

ル
に

よ
る

。
 

同
左

 
同

左
 

 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
補

強
土

壁
工

法
各

設
計

・
施

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

る
。

 

同
左

 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

 

 
施

工
 
必

須
 
現

場
密

度
の

測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

３
種

類
）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 

    

規
格

値
、
試

験
基

準
、
摘

要
の

変
更

 試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
･
B

法
 

最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5
 

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
％

以
上

 

・
5
0
0
m
3
に

つ
き

１
箇

所
（

＝
３

孔
）

の

割
合

で
行

う
。

た
だ
し

、
1
,
5
0
0
m
3
未

満
の

工
事

は
１

工
事
当

た
り

３
箇

所
以

上
。

 

             

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

の
協

議
の

上

で
、
（

再
）

転
圧

を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

１
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
%
以

上
。

ま

た
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

・
１

日
の

１
層

あ
た
り

の
施

工
面

積
を

基

準
と

す
る

。
管

理
単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
し

、
１

日
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
２

管
理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。
１

管
理

単
位

あ
た

り
の

測
定

点
数

の
目
安

を
下

表
に

示

す
｡
 

面
積

(
m
2
)
 

0
~
5
00
 

5
0
0
~
1
0
0
0 

1
0
0
0
~
2
0
0
0 

測
定

点
数

 
５

 
１

０
 

１
５

 
 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

の
協

議
の

上

で
、
（

再
）

転
圧

を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

         

「
T
S・

G
P
S
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

情
報

化
施

工
管

理

要
領

（
案

）
」

 

・
施

工
範

囲
を

小
分

割
し

た
管

理
ブ

ロ
ッ

ク
の

全
て

が
規

定
回

数
だ

け
締

め
固

め
ら

れ
た

こ
と

を
確

認
す

る
。

た
だ

し
、

路
肩

か
ら

１
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管

理
単

位
」
）

に
分

割
し
て

管
理

単
位

毎

に
管

理
を

行
う

。
 

２
．

管
理

単
位

は
築
堤

、
路

体
路

床
と

も

１
日

の
１

層
当

た
り
の

施
工

面
積

は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
す

る
。

2
,
0
0
0
m
2

以
上

の
場

合
、

そ
の
施

工
面

積
を

２
管

理
単

位
以

上
に

分
割
す

る
も

の
と

す

る
。

 

３
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合

で
も

１
管

理
単

位
を
複

数
層

に
ま

た
が

せ
る

こ
と

は
し

な
い
も

の
と

す
る

。
 

 

試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

 

砂
置

換
法

（
J
I
S
 

A
1
2
1
4
）

 

 最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
5
6
 

突
砂

法
 

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

最
大

乾
燥

密
度

の
9
5
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 

1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は

9
0
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 

A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
。

 

た
だ

し
、

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す

る
。

 

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

5
0
0
m
3
に

つ
き

1
回
の

割
合

で
行

う
。

た
だ

し
、

1
,
5
00
m
3
未

満
の

工

事
は

1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
 

1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定

し
、

3
孔

の
最

低
値

で
判
定

を
行

う
。

 

・
橋

台
背

面
ア

プ
ロ

ー
チ

部
に

お
け

る
規

格
値

は
、

下
記

の

通
り

と
す

る
。

 

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 

1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
 

【
一

般
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

9
2
％

以
上

、
か

つ
最

小

9
0
％

以
上

 

【
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
ア

バ
ッ

ト
構

造
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

9
7
％

以
上

、
か

つ
最

小

9
5
％

以
上

 

ま
た

は
、

 

R
I
計

器
を

用
い

た

盛
土

の
締

固
め

管

理
要

領
（

案
）

 

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

1

管
理

単
位

の
現

場
乾

燥
密

度
の

平
均

値
が

最
大

乾
燥

度
密

度
の

9
7
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 

A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は

9
2
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 

A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
。

 

た
だ

し
、

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す

る
。

 

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

盛
土

を
管

理
す

る
単
位

(
以

下
｢
管

理

単
位

｣
)
に

分
割

し
て
管

理
単

位
ご

と

に
管

理
を

行
う

も
の
と

す
る

。
 

路
体

・
路

床
と

も
、

1
日
の

1
層

あ

た
り

の
施

工
面

積
を
基

準
と

す
る

。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標

準
と

し
、

1
日

の
施
工

面
積

が

2
,
0
0
0
m
2
以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す

る
も

の
と

す
る

。
1
管

理
単

位
あ

た

り
の

測
定

点
数

の
目
安

を
以

下
に

示

す
。

 

・
5
0
0
m
2
未

満
：

5
点
 

・
5
0
0
m
2
以

上
1
0
0
0m
2
未

満
：

1
0

点
 

・
1
0
0
0
m
2
以

上
2
0
00
m
2
未

満
：

1
5

点
 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合

に
適

用
す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し

た
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議

の
上

で
、
（

再
）

転
圧

を
行

う

も
の

と
す

る
。

 

・
橋

台
背

面
ア

プ
ロ

ー
チ

部
に

お
け

る
規

格
値

は
、

下
記

の

通
り

と
す

る
。

 

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 

1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
 

【
一

般
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

9
2
％

以
上

、
か

つ
最

小

9
0
％

以
上

 

【
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
ア

バ
ッ

ト
構

造
の

橋
台

背
面

】
 

平
均

9
7
％

以
上

、
か

つ
最

小

9
5
％

以
上

 

ま
た

は
、

 

「
T
S
・

G
N
S
S
を

用

い
た

盛
土

の
締

固

め
管

理
要

領
」

に

よ
る

 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が

近
寄

れ
な

い
構

造
物

周
辺

は
除

く
。

 

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下

「
管

理
単

位
」
）

に
分
割

し
て

管

理
単

位
毎

に
管

理
を
行

う
。

 

２
．

管
理

単
位

は
築
堤

、
路

体
路

床

と
も

１
日

の
１

層
当
た

り
の

施
工

面
積

は
1
,
5
0
0
ｍ

2
を
標

準
と

す

る
。

ま
た

、
１

日
の

施
工

面
積

が

2
,
0
0
0
ｍ

2
以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を

2
管

理
単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る
。

 

３
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単
位

を
複

数
層

 

～57～



-
 
2
4
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

除
く

。
 

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の
と

す
る

。
 

 

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

４
．

土
取

り
場

の
状
況

や
土

質
状

況

が
変

わ
る

場
合

に
は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

 

  
 

～58～



-
 
2
5
 
- 

【
２

１
 

河
川

土
工

】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

2
1 

河
川

土
工

 

材
料

 
そ

の

他
 

・
土

の
三

軸
圧

縮
試

験
 

・
土

の
せ

ん
断

試
験

 

試
験

方
法

解
説

図
書

の
改

訂
に

よ
る

名
称

変
更

 

 土
質

試
験

の
方

法
と

解
説

 

 地
盤

材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

 

 
施

工
 
必

須
 
現

場
密

度
の

測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

３
種

類
）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 

    

規
格

値
、
試

験
基

準
、
摘

要
の

変
更

 試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
･
B

法
 

最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5
 

最
大

乾
燥

密
度

の
8
5
%
以

上
。

ま

た
は

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た

値
。

 

       

・
築

堤
は

、
1
,
0
0
0
ｍ
3
に

1
箇

所
（

＝
３

孔
）

の
割

合
、

ま
た
は

堤
体

延
長

2
0
ｍ

に
３

箇
所

の
割

合
の
内

、
測

定
頻

度
の

高
い

方
で

実
施

す
る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

・
１

管
理

単
位

の
現

場
乾

燥
密

度
の

平
均

値
が

最
大

乾
燥

度
密

度
の

9
0
％

以

上
。

又
は

、
設

計
図

書
に

よ

る
。

 

          

・
築

堤
は

、
１

日
の
１

層
あ

た
り

の
施

工

面
積

を
基

準
と

す
る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
し

、
1
日

の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0m
2
以

上
の

場
合

、

そ
の

施
工

面
積

を
２
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す
る

。
１

管
理

単
位

あ
た

り
の

測
定

点
数
の

目
安

を
下

表
に

示
す

。
 

面
積

(
m
2
)
 

0
~
5
00
 

5
0
0
~
1
0
0
0 

1
0
0
0
~
2
0
0
0 

測
定

点
数

 
５

 
１

０
 

１
５

 
 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

「
T
S・

G
P
S
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

情
報

化
施

工
管

理

要
領

（
案

）
」

 

・
施

工
範

囲
を

小
分

割
し

た
管

理
ブ

ロ
ッ

ク
の

全
て

が
規

定
回

数
だ

け
締

め
固

め
ら

れ
た

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管

理
単

位
」
）

に
分

割
し
て

管
理

単
位

毎

に
管

理
を

行
う

。
 

２
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合

で
も

１
管

理
単

位
を
複

数
層

に
ま

た
が

せ
る

こ
と

は
し

な
い
も

の
と

す
る

。
 

３
．

土
取

り
場

の
状
況

や
土

質
状

況
が

変

わ
る

場
合

に
は

、
新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の
と

す
る

。
 

 

 

試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験
基

準
 

摘
要

 
最

大
粒

径
≦

5
3

㎜
：

 

砂
置

換
法

（
J
I
S
 

A
1
2
1
4
）

 

 最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
5
6

突
砂

法
 

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
％

以
上

。
 

た
だ

し
、

上
記

に
よ

り
難

い
場

合
は

、
飽

和
度

ま
た

は
空

気
間

隙
率

の
規

定
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
砂

質
土

（
2
5
％

≦
7
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

分
＜

5
0
％

）
】

 

空
気

間
隙

率
V
a
が

V
a
≦

1
5
％
 

【
粘

性
土

（
5
0
％

≦
7
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

分
）
】

 

飽
和

度
S
r
が

8
5
％

≦
S
r
≦

9
5
％

ま
た

は

空
気

間
隙

率
V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

1
0
％
 

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

築
堤

は
、

1
,0
0
0
m
3
に

1
回

の
割

合
、

ま
た

は
堤

体
延

長
2
0
m
に

3

回
の

割
合

の
内

、
測

定
頻

度
の

高

い
方

で
実

施
す

る
。

 

 1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定

し
、

3
孔

の
平

均
値

で
判

定
を

行

う
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い

る
点

が
存

在
し

た
場

合

は
、

監
督

員
と

協
議

の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

ま
た

は
、

 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
2
％

以
上

。
 
 

た
だ

し
、

上
記

に
よ

り
難

い
場

合
は

、
飽

和
度

ま
た

は
空

気
間

隙
率

の
規

定
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
砂

質
土

（
2
5
％

≦
7
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

分
＜

5
0
％

）
】

 

空
気

間
隙

率
V
a
が

V
a
≦

1
5
％
 

【
粘

性
土

（
5
0
％

≦
7
5
μ

m
ふ

る
い

通
過

分
）
】

 

飽
和

度
S
r
が

8
5
％

≦
S
r
≦

9
5
％

ま
た

は

空
気

間
隙

率
V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

1
0
％
 

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
(
以

下
｢
管

理
単

位
｣
)
に
分

割
し

て
管

理
単

位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

築
堤

は
、

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
し

、
1
日
の

施
工

面
積

が

2
,
0
0
0
m
2
以
上

の
場

合
、

そ
の

施

工
面

積
を

2
管

理
単

位
以

上
に

分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を

以
下

に
示

す
。

 

・
5
0
0
m
2
未
満

：
5
点
 

・
5
0
0
m
2
以
上

1
0
0
0
m
2
未

満
：

1
0

点
 

・
1
0
0
0
m
2
以
上

2
0
0
0
m
2
未

満
：

1
5
点

 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の

場
合

に
適

用
す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い

る
点

が
存

在
し

た
場

合

は
、

監
督

員
と

協
議

の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

ま
た

は
、

 

「
T
S
・

G
N
S
S
を

用

い
た

盛
土

の
締

固

め
管

理
要

領
」

に

よ
る

 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

 

２
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及

ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

３
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。
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【
２

２
 

海
岸

土
工

】
新

規
追

加
工

種
 

※
河

川
・
海

岸
土

工
か

ら
の

変
更

 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

2
2 

海
岸

土
工

 

材
料

 必
須

 土
の

締
固

め
試

験
 

J
IS

 
A 

1
21

0 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 

エ
 

セ
ン

タ

ー
で

行

う
 

 
そ

の

他
 

土
の

粒
度

試
験

 
J
IS

 
A 

1
20

4 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 

 
土

の
粒

度
試

験
 

J
IS

 
A 

1
20

4 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 

 
 

 
土

粒
子

の
密

度
試

験
 

J
IS

 
A 

1
20

2 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 

 
 

 
土

の
含

水
比

試
験

 
J
IS

 
A 

1
20

3 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 

 
 

 
土

の
液

性
限

界
・

塑
性

限

界
試

験
 

J
IS

 
A 

1
20

5 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 

 
 

 
土

の
一

軸
圧

縮
試

験
 

J
IS

 
A 

1
21

6 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

必
要

に
応

じ
て

。
 

 

 
 

 
土

の
三

軸
圧

縮
試

験
 

地
盤

材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
必

要
に

応
じ

て
。

 
 

 
 

 
土

の
圧

密
試

験
 

J
IS

 
A 

1
21

7 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

必
要

に
応

じ
て

。
 

 
ア

 

 
 

 
土

の
せ

ん
断

試
験

 
地

盤
材

料
試

験
の

方
法

と

解
説

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
必

要
に

応
じ

て
。

 
 

ア
 

 

 
 

土
の

透
水

試
験

 
J
IS

 
A 

1
21

8 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

必
要

に
応

じ
て

。
 

 
エ

 

セ
ン

タ

ー
で

行

う
 

 

 
 

 
 

 
・

上
表

の
う

ち
セ

ン
タ

ー
で

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
材

料
試

験
で

、
材

料
の

使
用

開
始

前
３

ヶ
月

以
内

の
セ

ン
タ

ー
の

試
験

成
績

証
明

書
（

材
料

の
生

産
地

名
（

住
所

、
採

取
業

者
名

等
）

が
明

記
さ

れ
て

い
る

も
の

）
と

同
一

産
地

の
材

料

と
み

な
さ

れ
る

場
合

は
、

そ
の

写
し

に
代

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

施
工

 必
須

 現
場

密
度

の
測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

3
種

類
）

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

。
 

最
大

粒
径

≦
53

㎜
：

 

砂
置

換
法
（

JI
S 
A 
12

1
4）

 

最
大

粒
径

＞
53

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 

[
4]

-
25

6 

突
砂

法
 

最
大

乾
燥

密
度

の
85

％
以

上
。

ま
た

は
設

計
図

書

に
示

さ
れ

た
値

。
 

築
堤

は
、

1,
00

0
m3

に
1
回

の
割

合
、

ま
た

は
堤

体
延

長
20

m

に
3
回

の
割

合
の

内
、

測
定

頻
度

の
高

い
方

で
実

施
す

る
 

1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
平

均
値

で
判

定

を
行

う
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

ア
ま

た

は
イ

 

 

 
 

 
ま

た
は

、
 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土

の
締

固
め

管
理

要
領

（
案

）」
に

よ
る

。
 

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大

乾
燥

度
密

度
の

90
％

以
上

。
 ま

た
は

、
設

計
図

書

に
よ

る
。

 

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
(以

下
｢管

理
単

位
｣)

に
分

割
し

て
管

理

単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

築
堤

は
、

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。

管
理

単
位

の
面

積
は

1,
50

0
m2

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2,
00

0m
2
以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面

積
を

2
管

理
単

位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す
る

。
1

管
理

単
位

あ
た

り
の

測
定

点
数

の
目

安
を

以
下

に
示

す
。

 

・
50

0m
2
未

満
：

5
点

 

・
50

0m
2
以

上
10

00
m2

未
満

：
10

点
 

・
10

00
m2

以
上

20
0
0m

2
未

満
：

15
点

 

・
最

大
粒

径
＜

10
0

㎜
の

場
合

に
適

用
す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 
イ

 

 

 
 

 
ま

た
は

、
 

「
TS
・
GN

SS
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て

が
規

定
回

数
だ

け
締

め
固

め
ら

れ
た

こ
と

を
確

認

す
る

。
 

１
．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位
（

以
下
「

管
理

単
位

」）
に

分
割

し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う

。
 

２
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

 

イ
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工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

に
よ

る
 

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

３
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

そ
の

他
 

土
の

含
水

比
試

験
 

J
IS

 
A 

1
20

3 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
 

 
ア

 

 
 

コ
ー

ン
指

数
の

測
定

 
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 

[
1]

-
27

3 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
ト

ラ
フ

ィ
カ

ビ
リ

テ
ィ

が
悪

い
と

き
。

 
 

イ
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-
 
2
8
 
- 

【
２

３
 

砂
防

土
工

】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

2
3 

砂
防

土
工

 

施
工

 
必

須
 
現

場
密

度
の

測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

３
種

類
）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
。

 

    

規
格

値
、
試

験
基

準
、
摘

要
の

変
更

 試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
･
B

法
 

最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5
 

 

最
大

乾
燥

密
度

の
8
5
%
以

上
。

ま

た
は

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た

値
。

 

・
築

堤
は

、
1
,
0
0
0
ｍ
3
に

1
箇

所
（

＝
３

孔
）

の
割

合
、

ま
た
は

堤
体

延
長

2
0
ｍ

に
３

箇
所

の
割

合
の
内

、
測

定
頻

度
の

高
い

方
で

実
施

す
る
。

 

 

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

・
１

管
理

単
位

の
現

場
乾

燥
密

度
の

平
均

値
が

最
大

乾
燥

度
密

度
の

9
0
％

以

上
。

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

・
築

堤
は

、
１

日
の
１

層
あ

た
り

の
施

工

面
積

を
基

準
と

す
る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
し

、
1
日

の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0m
2
以

上
の

場
合

、

そ
の

施
工

面
積

を
２
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す
る

。
１

管
理

単
位

あ
た

り
の

測
定

点
数
の

目
安

を
下

表
に

示
す

。
 

面
積

(
m
2
)
 

0
~
5
00
 

5
0
0
~
1
0
0
0 

1
0
0
0
~
2
0
0
0 

測
定

点
数

 
５

 
１

０
 

１
５

 
 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

「
T
S・

G
P
S
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

情
報

化
施

工
管

理

要
領

（
案

）
」

 

・
施

工
範

囲
を

小
分

割
し

た
管

理
ブ

ロ
ッ

ク
の

全
て

が
規

定
回

数
だ

け
締

め
固

め
ら

れ
た

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管

理
単

位
」
）

に
分

割
し
て

管
理

単
位

毎

に
管

理
を

行
う

。
 

２
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合

で
も

１
管

理
単

位
を
複

数
層

に
ま

た
が

せ
る

こ
と

は
し

な
い
も

の
と

す
る

。
 

３
．

土
取

り
場

の
状
況

や
土

質
状

況
が

変

わ
る

場
合

に
は

、
新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の
と

す
る

。
 

 

 

試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

 

砂
置

換
法

（
J
I
S
 

A
1
2
1
4
）

 

最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
 

便
覧

 
[
4
]
-
2
5
6
 

突
砂

法
 

最
大

乾
燥

密
度

の
8
5
％

以
上

。

ま
た

は
設

計
図

書
に

示
さ

れ
た

値
。

 

1
,
0
0
0
m
3
に

1
回

の
割

合
、

ま
た

は
設
計

図
書

に
よ
る

。
 

 1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
平

均
値

で
判

定
を

行
う

。
 

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

ま
た

は
、

 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
％

以
上

。
 

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
(
以

下
｢
管

理
単

位
｣
)
に

分
割

し
て

管

理
単

位
ご

と
に

管
理

を
行

う
も

の
と
す

る
。

 

築
堤

は
、

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工
面

積
を

基
準
と

す

る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
し

、
1
日

の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以

上
の

場
合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2

管
理

単
位

以
上

に
分

割
す

る
も

の
と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に
示

す
。

 

・
5
0
0
m
2
未

満
：

5
点
 

・
5
0
0
m
2
以

上
1
0
0
0
m
2
未

満
：

10
点
 

・
1
0
0
0
m
2
以

上
2
0
0
0
m
2
未

満
：

15
点
 

 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の

場
合

に
適

用
す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い

る
点

が
存

在
し

た
場

合

は
、

監
督

員
と

協
議

の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

ま
た

は
、

 

「
T
S
・

G
N
S
S
を

用

い
た

盛
土

の
締

固

め
管

理
要

領
」

に

よ
る

 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
毎

に
管

理
を

行
う
。

 

２
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

３
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う
も

の
と

す
る

。
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【
２

４
 

道
路

土
工

】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

2
4 

道
路

土
工

 

材
料

 
そ

の

他
 

土
の

含
水

比
試

験
 

試
験

基
準

の
変

更
 

路
体

：
当

初
及

び
土

質
の

変
化

し
た

時
 

路
床

：
含

水
比

の
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
 

 
 

 
・

土
の

三
軸

圧

縮
試

験
 

・
土

の
せ

ん
断

試
験

 

試
験

方
法

解
説

図
書

の
改

訂
に

よ
る

名
称

変
更

 

 土
質

試
験

の
方

法
と

解
説

 

 地
盤

材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

 

 
施

工
 
必

須
 
現

場
密

度
の

測

定
 

※
右

記
試

験
方

法
（

３
種

類
）
の

い
ず

れ
か

を
実

施
す

る
 

規
格

値
、
試

験
基

準
、
摘

要
の

変
更

 試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
 

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
･
B

法
 

最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5
 

・
路

体
：

最
大

乾
燥

密
度

の

8
5
％

以
上

 

・
路

床
：

最
大

乾
燥

密
度

の

9
0
％

以
上

 

そ
の

他
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

・
路

体
の

場
合

、
1
,0
0
0
ｍ

3
に

１
箇

所

（
＝

３
孔

）
の

割
合
で

行
う

。
た

だ
し

、

3
,
0
0
0
ｍ

3
未

満
の

工
事

は
１

工
事

当
た

り

３
箇

所
以

上
。

 

・
路

床
の

場
合

、
5
00
ｍ

3
に

つ
き

１
箇

所

（
＝

３
孔

）
の

割
合
で

行
う

。
た

だ
し

、

1
,
5
0
0
ｍ

3
未

満
の

工
事

は
１

工
事

当
た

り

３
箇

所
以

上
。

 

                 

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ

る
。

 

・
路

体
、

路
床

と
も

に
１

管
理

単
位

の
現

場
乾

燥
密

度
の

平
均

値
が

最
大

乾
燥

度
密

度
の

9
0
%
以

上
。

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

            

・
路

体
、

路
床

と
も
、

１
日

の
１

層
あ

た

り
の

施
工

面
積

を
基
準

と
す

る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
50
0
m
2
を

標
準

と

し
、

１
日

の
施

工
面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以

上
の

場
合

、
そ

の
施
工

面
積

を
２

管
理

単
位

以
上

に
分

割
す
る

も
の

と
す

る
。

１
管

理
単

位
あ

た
り
の

測
定

点
数

の
目

安
を

下
表

に
示

す
。
 

面
積

(
m
2
)
 

0
~
5
00
 

5
0
0
~
1
0
0
0 

1
0
0
0
~
2
0
0
0 

測
定

点
数

 
５

 
１

０
 

１
５

 
 

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す

る
。

 

・
左

記
の

規
格

値
を

満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

試
験

方
法

(3
種

類
)か

ら
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

試
験

基
準

 
摘

要
 

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

 

砂
置

換
法

（
J
I
S
 

A
1
2
1
4
）

 

 最
大

粒
径

＞
5
3

㎜
：

 

舗
装

調
査

・
試

験

法
 

便
覧

 
[
4
]
-
2
5
6
 

突
砂

法
 

【
砂

質
土

】
 

・
路

体
：

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
。

 

・
路

床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

：
次

の
密

度
へ

の
締

固
め

が
可

能
な

範
囲

の
含

水
比

に
お

い
て

、
最

大
乾

燥
密

度
の

9
5
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 

1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は
9
0
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
。

 

た
だ

し
、

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
 

【
粘

性
土

】
 

・
路

体
：

自
然

含
水

比
ま

た
は

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
で

き
る

含
水

比
に

お
い

て
、

空
気

間
隙

率
V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

1
0
％

ま
た

は
飽

和
度

S
r
が

8
5
％

≦
S
r
≦

9
5
％

。
 

・
路

床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

：
ト

ラ
フ

ィ
カ

ビ
リ

テ
ィ

ー
が

確
保

で
き

る
含

水
比

に
お

い
て

、
空

気
間

隙
率

V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

8
％
 

た
だ

し
、

締
固

め
管

理
が

可
能

な
場

合
は

、
砂

質
土

の
基

準
を

適
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

そ
の

他
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

路
体
の

場
合

、
1
,
0
0
0
m
3
に

つ
き

１
回
の

割
合

で
行

う
。

た
だ

し
、

5
,
0
00
m
3
未

満
の

工
事

は
、

1
工

事

当
た
り

3
回

以
上

。
 

路
床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

の
場

合
、
5
0
0
m
3
に

つ
き

1
回

の
割

合

で
行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
m
3
未

満
の
工

事
は

1
工

事
当

た
り

3
回

以
上
。

 

1
回
の

試
験

に
つ

き
3
孔

で
測

定

し
、
3
孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行

う
。
 

 

ま
た

は
、

 

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

管
理

要
領

（
案

）
」
 【

砂
質

土
】

 

・
路

体
：

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
2
％

以
上

（
締

固

め
試

験
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
。

 

・
路

床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

：
次

の
密

度
へ

の
締

固
め

が
可

能
な

範
囲

の
含

水
比

に
お

い
て

、
1
管

理

単
位

の
現

場
乾

燥
密

度
の

平
均

値
が

最
大

乾
燥

度
密

度
の

9
7
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は
9
2
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
。

 

た
だ

し
、

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
 

【
粘

性
土

】
 

・
路

体
、

路
床

及
び

構
造

物
取

付
け

部
：

自
然

含
水

比
ま

た
は

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
で

き
る

含
水

比
に

お
い

て
、

1
管

理
単

位
の

現
場

空
気

間
隙

率
の

平
均

値
が

8
％

以
下

。
 

盛
土
を

管
理

す
る

単
位

(
以

下
｢
管

理
単
位

｣
)
に

分
割

し
て

管
理

単
位

ご
と
に

管
理

を
行

う
も

の
と

す

る
。
 

路
体
・

路
床

と
も

、
1
日

の
1
層

あ
た
り

の
施

工
面

積
を

基
準

と
す

る
。
管

理
単

位
の

面
積

は

1
,
5
00
m
2
を

標
準

と
し

、
1
日

の
施

工
面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以

上
の

場

合
、
そ

の
施

工
面

積
を

2
管

理
単

位
以
上

に
分

割
す

る
も

の
と

す

る
。
1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定

点
数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
 

・
5
00
m
2
未

満
：

5
点
 

・
5
00
m
2
以

上
1
0
0
0
m
2
未

満
：

1
0

点
 

・
1
00
0
m
2
以

上
2
0
0
0
m
2
未

満
：

1
5
点
 

・
最

大
粒

径

＜
1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す

る
。

 

・
左

記
の

規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。
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工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

   

「
T
S・

G
P
S
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め

情
報

化
施

工
管

理

要
領

（
案

）
」

 

・
施

工
範

囲
を

小
分

割
し

た
管

理
ブ

ロ
ッ

ク
の

全
て

が
規

定
回

数
だ

け
締

め
固

め
ら

れ
た

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管

理
単

位
」
）

に
分

割
し
て

管
理

単
位

毎

に
管

理
を

行
う

。
 

２
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合

で
も

１
管

理
単

位
を
複

数
層

に
ま

た
が

せ
る

こ
と

は
し

な
い
も

の
と

す
る

。
 

３
．

土
取

り
場

の
状
況

や
土

質
状

況
が

変

わ
る

場
合

に
は

、
新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の
と

す
る

。
 

  

 

 

た
だ

し
、

締
固

め
管

理
が

可
能

な
場

合
は

、
砂

質
土

の
基

準
を

適
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

 

ま
た

は
、

 

「
T
S
・

G
N
S
S
を

用

い
た

盛
土

の
締

固

め
管

理
要

領
」

に

よ
る

 

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す

る
。

 

１
．
盛

土
を

管
理

す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

 

２
．
１

日
の

施
工

が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
 

３
．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

 

 

 

 
 

そ
の

他
 

含
水

比
試

験
 

試
験

基
準

の
変

更
 

降
雨

後
又

は
、

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

 
路

体
の

場
合

、
1,

00
0m

3
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
5,

0
00

m3
未

満
の

工
事

は
、

1

工
事

当
た

り
3
回

以
上

。
 

路
床

の
場

合
、
50

0
m3

に
つ

き
1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1,

5
00

m3
未

満
の

工
事

は
1
工

事

当
た

り
3
回

以
上

。
 

 
 

 
コ

ー
ン

指
数

の

測
定

 

試
験

基
準

の
変

更
 

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
が

悪
い

時
 

必
要

に
応

じ
て

実
施

。
 

（
例

）
ト

ラ
フ

ィ
カ

ビ
リ

テ
ィ

が
悪

い
時
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-
 
3
1
 
- 

【
２

６
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ダ
ム

(
高
さ

1
5m

以
上

の
砂

防
堰
堤

を
含
む

)】
 

①
 

変
更

項
目

 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

2
6 

ｺ
ﾝｸ

ﾘ

ｰ
ﾄ
ﾀ
ﾞ
ﾑ

（
高

さ

1
5m

以

上
の

砂

防
堰

堤

を
含

む
）
 

材
料

(
Ｊ

Ｉ
Ｓ

マ
ー

ク

表
示

さ

れ
た

レ

デ
ィ

ー

ミ
ク

ス

ト
コ

ン

ク
リ

ー

ト
を

使

用
す

る

場
合

は

除
く

)
 

そ
の

他
 

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
 

試
験

方
法

、
規

格

値
の

変
更

 

 
試

験
方

法
 

規
格

値
 

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3
 

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
 

・
粗

骨
材

：
1
.
0
％

以
下

 

・
細

骨
材

：
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

表
面
が

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

3
.
0
％

以
下

、

そ
の

他
の

場
合

5
.
0
％

以
下

（
砕

砂
お

よ
び

ス
ラ

グ
細

骨
材

を
用

い
た

場
合

は
ｺ

ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

表
面

が
す

り
へ

り
作
用

を
受

け
る

場
合

5
.
0
％

以
下

そ
の

他
の

場
合

7
.
0
％

以
下

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
試

験
方

法
 

規
格
値

 
J
I
S
 
A
 
1
1
0
3
 

粗
骨

材
：

1
.
0
％

以
下

。
た

だ
し

、
砕

石
の

場
合

、
微

粒
分

量
試

験
で

失
わ

れ
る

も
の

が
砕

石

粉
の

と
き

に
は

、
3
.
0
％

以
下

。
 
 

細
骨

材
：

 

・
7
.
0
％

以
下

。
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を
受

け
る

場
合

は
3
.
0
％

以
下

。
 

・
砕

砂
の

場
合

、
微

粒
分

量
試

験
で

失
わ

れ
る
も

の
が

砕
石

粉
で

あ
っ

て
、

粘
土

、
シ

ル
ト

な

ど
を

含
ま

な
い

と
き

に
は

9
.
0
％

以
下

。
た

だ
し

、
同

様
の

場
合

で
、

す
り

へ
り

作
用

を
受

け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

。
 

 

②
 

削
除

し
た

試
験

項
目

 

工
種

 
種

別
 

試
験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

2
6 

コ
ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
 

材
料

 
そ

の
他

 
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

 
J
IS

 
A 

1
12
6 

軟
石

量
：

5％
以

下
 

工
事

開
始

前
、
工

事
中

１
回

/月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。 
 

 【
２

７
 

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
N
AT
M
）】

新
規

追
加

の
試
験

項
目

 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

2
7 

覆
工

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ

ｰ
ﾄ 

施
工

後
試

験
 

必
須

 ひ
び

割
れ

調
査

 
ス

ケ
ー

ル
に

よ
る

測
定

 
0
.2

m
m 

本
数

 

総
延

長
 

最
大

ひ
び

割
れ

幅
等

 

ひ
び

割
れ

幅
が

0.
2
㎜

以
上

の
場

合
は

、
「

ひ
び

割
れ
発

生
状

況
の

調
査

」
を

実
施

す
る

。
 

イ
 

テ
ス

ト
ハ

ン
マ

ー
に

よ
る

強
度

推
定

調
査

 

J
SC

E
-G

 
50

4
-2

0
13

 
設

計
基

準
強

度
 

強
度

が
同

じ
ブ

ロ
ッ

ク
を

１
構

造
物

の
単

位
と

し
、
各

単
位

に
つ

き
3
ヶ

所
の

調
査

を
実

施
。
ま

た
、
調

査
の

結
果

、
平

均
値

が
設

計
基

準
強

度
を

下
回

っ
た

場
合

と
、
1
回

の
試

験

結
果

が
設

計
基

準
強

度
の

8
5％

以
下

と
な

っ
た

場
合

は
、

そ
の

箇
所

の
周

辺
に

お
い

て
、

再
調

査
を

5
ヶ

所
実

施
。

 

材
齢

28
日

～
91

日
の

間
に

試
験

を
行

う
。

 

再
調

査
の

平
均

強
度

が
、
所

定
の

強
度

が
得

ら
れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は
１

ヶ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

85
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
コ

ア
に

よ
る

強
度

試

験
を

行
う

。
 

工
期

等
に

よ
り

、
基

準
期

間
内

に
調

査
を

行
え

な
い

場
合

は
監

督
員

と
協

議
す

る
も

の
と

す
る

。
 

イ
 

 
そ

の

他
 

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
 

J
IS

 
A 

1
10

7 
設

計
基

準
強

度
 

所
定

の
強

度
を

得
ら

れ
な

い
箇

所
付

近
に

お
い

て
、
原

位
置

の
コ

ア
を

採
取

。
 

コ
ア

採
取

位
置

、
供

試
体

の
抜

き
取

り
寸

法
等

の
決

定
に

際
し

て
は

、
設

置
さ

れ
た

鉄
筋

を
損

傷
さ

せ
な

い
よ

う
十

分
な

検
討

を
行

う
。

 

圧
縮

強
度

試
験

の
平

均
強

度
が

所
定

の
強

度
が

得
ら

れ
な

い
場

合
、
も

し
く

は

１
ヶ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

85
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議

す
る

も
の

と
す

る
。

 

エ
 

セ
ン

タ

ー
で

行

う
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【
２

８
 

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
N
AT
M
）】

新
規

追
加

の
試
験

項
目

 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

28
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト (
NA

T

M
) 

施
工

 必
須

 吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

初
期

強
度

(
引

抜
き

せ
ん

断
強

度
）

 

（
JS

CE
-
F5

6
1-

2
01

3
) 

引
抜

き
方

法
に

よ
る

吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

初
期

強
度

試
験

方
法

 

（
JS

CE
-
G5

6
1-

2
01

0
) 

1
日

強
度

で

5
N/

m
m2

以
上

 

ト
ン

ネ
ル

施
工
長

40
m
ご

と
に

1
回

 
・

骨
材

に
海

砂
を

使
用

す
る

場
合

は
、「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
 

率
試

験
方

法
」（

JS
CE

-C
5
02

-
20

1
8,

5
03

-2
0
18

）
ま

た
は

設
計

図
書

の
規

定
に

よ
り

行
う

。
 

イ
 

  【
３

５
 

ガ
ス

切
断

工
】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

3
5 

ガ
ス

切
断

工
 

施
工

 
必

須
 
表

面
粗

さ
 

規
格

値
、
摘

要
の

変
更

 

 
規

格
値

 
摘

要
 

主
要

部
材

：
5
0
μ

m
Ｒ

y
以

下
 

二
次

部
材

：
1
0
0
μ

m
Ｒ

y
以

下
 

・
表

面
粗

さ
と

は
、
J
I
S
 
B
 
0
6
0
1
に

規
定

す
る

表
面

の
粗

度
を

表

し
、

5
0
μ

m
Ｒ

y
と

は
表
面

粗
さ

5
0
/
1
0
0
0
m
m
の

凸
凹
を

示
す

。
 

 

 
規

格
値

 
摘

要
 

主
要

部
材

の
最

大
表

面
粗

さ
 

5
0
μ

m
以

下
 

二
次

部
材

の
最

大
表

面
粗

さ
 

1
0
0
μ

m
以

下

（
た

だ
し

、
切

削
に

よ
る

場
合

は
5
0
μ

m
以

下
）
 最

大
表

面
粗

さ
と

は
、

J
IS
 
B
 
0
6
0
1
（

2
0
1
3
）

に
規

定
す

る
最

大
高

さ
粗

さ

R
Z
と

す
る

。
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-
 
3
3
 
- 

【
３

６
 
溶
接

工
】
 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

3
6 

溶
接

工
 

施
工

 
必

須
 
・

引
張

試
験

：
開

先
溶

接
 

・
型

曲
げ

試
験
（

19
mm

未
満

裏
曲

げ
）

（
19

mm
以

上
側

曲
げ

）
：

開
先

溶
接

 

・
衝

撃
試

験
：

開
先

溶
接

 

・
マ

ク
ロ

試
験

：
開

先
溶

接
 

・
非

破
壊

試
験

：
開

先
溶

接
 

道
路

橋
示

方
書

の
改

訂

に
伴

う
「

摘
要

」
の

変
更

 【
摘

要
】

 

・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
7
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

 
図

-
1
7
.
4
.
1
開

先
溶

接
試

験
溶

接
方

法
に

よ
る

。
 

・
な

お
、

過
去

に
同

等
も

し
く

は
そ

れ
以

上
の

条
件

で
溶

接
施

工
試

験
を

行
い

、
か

つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

 ・
溶

接
方

法
は
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・
鋼

部
材

編
2
0
.
8
.
4

溶
接

施
工

法
 

図
-
2
0
.
8
.
1
開

先
溶

接
試

験
溶
接

方
法

に
よ

る
。

 

・
な

お
、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、
か

つ
施

工
経

験
を

も
つ

工
場

で
は

、
そ

の
時

の
試

験
報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 
 

 
マ

ク
ロ

試
験

：
す

み
肉

溶
接

 
道

路
橋

示
方

書
の

改
訂

に
伴

う
「

摘
要

」
の

変
更

 ・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
7
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

 
図

-
1
7
.
4
.
3
す

み
肉

溶
接

試
験

（
マ

ク
ロ

試
験

）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
に

よ
る

。
 

・
な

お
、

過
去

に
同

等
も

し
く

は
そ

れ
以

上
の

条
件

で
溶

接
施

工
試

験
を

行
い

、
か

つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

・
溶

接
方

法
は
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・
鋼

部
材

編
2
0
.
8
.
4

溶
接

施
工

法
 

図
-
2
0
.
8
.
3
す

み
肉

溶
接

試
験
（

マ
ク

ロ
試

験
）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
に

よ
る

。
 

・
な

お
、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、
か

つ
施

工
経

験
を

も
つ

工
場

で
は

、
そ

の
時

の
試

験
報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 
 

 
衝

撃
試

験
：

開
先

溶
接

 
道

路
橋

示
方

書
の

改
訂

に
伴

う
「

試
験

基
準

」
の

変
更

 

・
試

験
片

の
形

状
：

J
I
S
 
Z
 
2
2
0
2
 

4
号

 

・
試

験
片

の
採

取
位

置
：
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

編

1
7
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

 
図

-
1
7
.
4
.
2
衝

撃
試

験
片

 

・
試

験
片

の
個

数
：

各
部

位
に

つ
き

３
 

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
2
 

 

V
ノ

ッ
チ

試
験

片
の

採
取

位
置
：「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・

鋼
部

材
編

2
0
.
8
.
4
溶

接
施

工
法

 
図

-
2
0
.
8
.
2
衝

撃
試

験
片

 

試
験

片
の

個
数

：
各

部
位

に
つ

き
3
 

 
 

 
マ

ク
ロ

試
験

：
す

み
肉

溶
接

 
道

路
橋

示
方

書
の

改
訂

に
伴

う
「

試
験

基
準

」
の

変
更

 

・
試

験
片

の
形

状
：
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

編
1
7
.
4
.
4

溶
接

 
図

-
1
7
.
4
.3

す
み

肉
溶

接
試

験
（

マ
ク

ロ
試

験
）

溶
接

方
法

お
よ

び
試

験
片

の

形
状

 

・
試

験
片

の
個

数
：

１
 

試
験

片
の

形
状

：
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編

2
0
.
8
.
4
溶

接
施

工
法

 
図

-
2
0
.
8
.
3
す

み
肉

溶
接

試
験

（
マ

ク
ロ

試
験

）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
 

試
験

片
の

個
数

：
1
 

 
 

 
非

破
壊

試
験

：
開

先
溶

接
 

「
試

験
方

法
」
「

規
格

値
」

の
変

更
 

 

試
験
方

法
 

規
格

値
 

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
 

引
張

側
：

２
類

以
上

 

圧
縮

側
：

３
類

以
上

 

  

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼

橋
編
・
鋼

部
材

編
2
0
.
8
.6

外
部

き
ず

検
査

 
2
0
.
8
.
7

内
部

き
ず

検
査

の
規

定
に

よ
る

 

同
左

 

 

 
 

 
「

摘
要

」
に

、（
非

破
壊

試

験
を

行
う

者
の

資
格

）
を

追

加
 

 
（

非
破

壊
試

験
を

行
う

者
の

資
格

）
 

・
磁

粉
探

傷
試

験
ま

た
は

浸
透

探
傷

試
験

を
行
う

者
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

試
験

の
種

類
に

対

応
し

た
J
I
S
 
Z
 
2
3
0
5
（

非
破

壊
試

験
－

技
術

者
の

資
格

及
び

認
証

）
に

規
定

す
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

を
有

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

・
放

射
線

透
過

試
験

を
行

う
場

合
は

、
放

射
線
透

過
試

験
に

お
け

る
レ

ベ
ル

2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

 

・
超

音
波

自
動

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超
音

波
探

傷
試

験
に

お
け

る
レ

ベ
ル

3
の

資
格

と
す

る
。

 

・
手

探
傷

に
よ

る
超

音
波

探
傷

試
験

を
行

う
場
合

は
、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

 

 
 

 
引

張
試

験
：

ス
タ

ッ
ド

溶
接

 
「

規
格

値
」

の
変

更
 

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
1
 

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

に
よ

る
 

       

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
1
 

降
伏

点
は

 
2
3
5
N
/
m
m2

以
上

、
引

張
強

さ
は

 
4
0
0
～

5
5
0
N
/
m
m
2
、

伸

び
は

2
0
％

以
上

と
す
る

。
た

だ
し

溶
接

で
切

れ
て

は
い

け
な

い
。
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-
 
3
4
 
- 

工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

 
 

 
突

合
せ

継
手

の
内

部
欠

陥
に

対
す

る

検
査

 

「
試

験
方

法
」
、
「

規
格

値
」、
「

試
験

基
準

」、
「

摘

要
」

の
変

更
 

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
 

引
張
側

：
２

類
以

上
 

圧
縮
側

：
３

類
以

上
 

・
R
T
の

場
合

は
J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
に

よ
る

。
 

・
U
T
の

場
合

は
J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0
に

よ
る

。
 

              

摘
要

 
「

鋼
道

路
橋

の
疲

労
設

計
指

針
H
1
4
.
3
」

に
よ

る
継

手
の

設
計

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

疲
労

強
度

等
級

の
条

件
に

よ
る
こ

と
。（

等
級

に
応

じ
て

、
内

部
キ

ズ
の

規
格

値
は

３
㎜

以
下

あ
る

い
は

、
板

厚

/
6
㎜

以
下

と
な

る
。）

 
 

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
 

J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0
 

試
験

で
検

出
さ

れ
た

き
ず

寸
法

は
、

設
計

上
許

容
さ

れ
る

寸
法

以
下

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

た
だ

し
、

寸
法

に
よ

ら
ず

表
面

に
開

口
し

た
割

れ
等

の
面

状
き

ず
は

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

な
お

、
放

射
線

透
過

試
験

に
よ

る
場

合
に

お
い

て
、

板
厚

が

2
5
m
m
以

下
の

試
験

の
結

果
に
つ

い
て

は
、

以
下

を
満

た
す

場

合
に

は
合

格
と

し
て

よ
い

。
 

・
引

張
応

力
を

受
け

る
溶

接
部

は
、

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
附

属
書

4

（
透

過
写

真
に

よ
る

き
ず

の
像

の
分

類
方

法
）

に
示

す
2
類

以

上
と

す
る

。
 

・
圧

縮
応

力
を

受
け

る
溶

接
部

は
、

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
附

属
書

4

（
透

過
写

真
に

よ
る

き
ず

の
像

の
分

類
方

法
）

に
示

す
3
類

以

上
と

す
る

。
 

な
お

、
板

厚
が

2
5
m
m
を

超
え
る

場
合

は
、

内
部

き
ず

寸
法

の

許
容

値
を

板
厚

の
1
/
3
と

す
る

。
た

だ
し

、
疲

労
の
影

響
が

考

え
ら

れ
る

継
手

で
は

、
所

定
の

強
度

等
級

を
満

た
す

上
で

許
容

で
き

る
き

ず
寸

法
は

こ
の

値
よ

り
小

さ
い

場
合

が
あ

る
の

で
注

意
す

る
。

 

放
射

線
透

過
試

験
の

場
合

は
J
I
S
 

Z
 
3
1
0
4
に

よ

る
。

 

超
音

波
探

傷
試

験
（

手
探

傷
）

の
場

合
は

J
I
S
 
Z
 

3
0
6
0
に

よ
る

。
 

 

摘
要

 
・
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
 
表

-
解

2
0
.
8
.
6

及
び

表
-
解

2
0
.
8
.
7
に

各
継

手
の

強
度

等
級

を
満

た
す

上
で

の
内
部

き
ず

寸
法

の
許

容
値

が
示

さ
れ

て
い

る
。
な

お
、

表
-
解

2
0
.
8
.
6
及

び
表

-
解

2
0
.
8
.
7
に

示
さ

れ
て
い

な
い

強
度

等
級

を
低

減
さ

せ
た

場
合

な
ど

の
継

手
の

内
部

き
ず

寸
法

の
許

容
値

は
、「

日
本

道
路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・
鋼

部
材

編
8
.
3
.
2
継

手
の

強
度

等
級

に
示

さ
れ

て
い

る
。
 

 （
非

破
壊

試
験

を
行

う
者

の
資

格
）

 

・
放

射
線

透
過

試
験

を
行

う
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

と
す

る
。  

・
超

音
波

自
動

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
3
の

資
格

と
す

る
。 

・
手

探
傷

に
よ

る
超

音
波

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上

の
資

格
と

す
る

。
 

 

 
 

 
外

観
検

査
（

割
れ

）
 

「
試

験
基

準
」「

摘
要

の

変
更

」
 

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 
目

視
 

あ
っ

て
は

な
ら

な
い
。

 

・
検

査
体

制
、

検
査

方
法

を
明

確
に

し

た
上

で
目

視
検

査
す

る
。

目
視

は
全

延

長
実

施
す

る
。

 

・
た

だ
し

、
疑

わ
し

い
場

合
は

、
磁

粉

探
傷

法
ま

た
は

浸
透

液
探

傷
法

を
用

い

る
。

 

 

  

 

試
験

方
法

 

規
格

値
 

試
験
基

準
 

摘
要

 

目
視

 
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明

確
に

し
た

上
で

目
視

検
査

す

る
。

目
視

は
全

延
長

実
施

す

る
。

た
だ

し
、

判
定

が
困

難

な
場

合
は

、
磁

粉
探

傷
試

験

ま
た

は
浸

透
探

傷
試

験
を

用

い
る

 

磁
粉

探
傷

試
験

ま
た

は
浸

透
探

傷
試

験
を

行
う

者
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

試
験

の
種

類
に

対
応

し
た

J
I
S
 
Z
 
2
3
0
5
（

非
破

壊
試

験
－

技
術

者
の

資
格

及
び

認
証

）
に

規
定

す
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資

格
を

有
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

ビ
ー

ド
表

面
の

ビ

ッ
ト

）
 

       

規
格

値
の

変
更

 
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計

測
 

・
主

要
部

材
の

突
合

せ
継

手
及

び
断

面
を

構
成

す
る

Ｔ
継

手
、

か

ど
継

手
に

は
、

ビ
ー

ド
表

面
に

ピ
ッ

ト
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

・
そ

の
他

の
す

み
肉

溶
接

及
び

部
分

溶
込

み
開

先
溶

接
に

は
、

１

継
手

３
個

ま
で

を
許

容
す

る
も

の
と

す
る

。
 

・
た

だ
し

、
ピ

ッ
ト

の
大

き
さ

が
１

㎜
以

下
の

場
合

は
、

３
個

を

１
個

と
し

て
計

算
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計

測
 

断
面

に
考

慮
す

る
突

合
せ

溶
接

継
手

、
十

字
溶

接
継

手
、

Ｔ
溶

接

継
手

、
角

溶
接

継
手

に
は

、
ビ

ー
ド

表
面

に
ピ

ッ
ト

が
あ

っ
て

は

な
ら

な
い

。
そ

の
他

の
す

み
肉

溶
接

及
び

部
分

溶
込

み
開

先
溶

接

に
は

、
1
継
手

に
つ

き
３

個
ま

た
は

継
手

長
さ

1
m
に
つ

き
3
個

ま
で

を
許

容
す

る
。

た
だ

し
、

ピ
ッ

ト
の

大
き

さ
が

1
m
m
以

下
の

場
合

は
、

3
個

を
1
個

と
し

て
計

算
す

る
。
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工
種

 
種

別
 
試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

変
更

概
要

 
旧

 
新

 

 
 

 
・
外

観
形

状
検

査（
ビ

ー
ド

表
面

の
ビ

ッ
ト

）
 

・
外

観
形

状
検

査（
ビ

ー
ド

表
面

の
凹

凸
）

 

・
外

観
形

状
検

査
（

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
）

 

・
外

観
形

状
検

査（
す

み
肉

溶
接

サ
イ

ズ
）

 

・
外

観
形

状
検

査
（

余
盛

高
さ

）
 

・
外

観
形

状
検

査
（

ア
ー

ク
ス

タ
ッ

ド
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

試
験

基
準

の
変

更
 

 

試
験

方
法

 
試

験
基

準
 

目
視

及
び

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る
計

測
 

・
検

査
体

制
、

検
査

方
法

を
明

確
に

し
た

上
で

目
視

検
査

す
る

。

目
視

は
全

延
長

実
施

す
る

。
 

 

 

試
験

方
法

 
試

験
基

準
 

目
視

及
び

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る
計

測
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
、

目
視

確
認

に
よ

り

疑
わ

し
い

箇
所

を
測

定
す

る
。

目
視

は
全

延
長

実
施

す
る

。
 

 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
） 
規

格
値

、
摘

要
の

変
更

 
 

規
格

値
 

摘
要

 
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト

の
深

さ
は

、

0
.
5

㎜
以

下
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

・
「

鋼
道

路
橋

の
疲

労
設

計
指

針
H
1
4
.
3
」

に
よ

る
継

手
の

設
計

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

疲
労

強
度

等
級

の
条

件
に

よ
る

こ
と

。

（
等

級
に

応
じ

て
、

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
の

規
格

値
は

0
.
3
㎜

以
下

あ
る

い
は

、
0
.
0
㎜

と
な

る
。
）

 

  

 

規
格

値
 

摘
要

 
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋

示
方

書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・

鋼
部

材
編

2
0
.
8
.
6
外

部
き

ず
検

査
の

規
定

に
よ

る
。

 

「
日

本
道

路
協

会
道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
 

表
-
解

2
0
.
8
.
4
及

び
表

-
解

2
0
.
8
.5

に
各

継
手

の
強
度

等
級

を
満

た

す
う

え
で

の
ア

ン
ダ
ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
が

示
さ

れ
て

い
る

。
表

-
解

2
0
.
8
.
4
及

び
表

-
解

2
0
.
8
.
5
に

示
さ

れ
て

い
な

い
継
手

の
ア

ン
ダ

ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
は
、
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編

8
.
3
.
2
継

手
の

強
度

等
級

に
示
さ

れ
て

い
る

。
 

 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

余
盛

高
さ

）
 

規
格

値
の

変
更

 
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計

測
 

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

に
よ

る
 

  

 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
・

目
視

及
び

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る

計
測

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

設
計

図
書

に
特

に
仕

上
げ

の
指

定
の

な
い

開
先

溶
接

は
，

以
下

に

示
す

範
囲

内
の

余
盛

り
は

仕
上

げ
な

く
て

よ
い

。
余

盛
高

さ
が

以

下
に

示
す

値
を

超
え

る
場

合
は

、
ビ

ー
ド

形
状

、
特

に
止

端
部

を

滑
ら

か
に

仕
上

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

ビ
ー

ド
幅

(
B[
m
m
]
)
余

盛
高

さ
(
h
[
m
m
]
)
 

 
 
B
＜

1
5
 
 
：

 
 

h
≦

3
 

 
1
5
≦

B
＜

2
5 
：

 
 

h
≦

4
 

 
 
2
5
≦

B
 

 
：

 
 
h
≦

（
4
／

2
5
）
・

B
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【
３

７
中

層
混

合
処

理
 

※
全

面
改
良

の
場

合
に

適
用

。
混

合
処
理

改
良

体
（

コ
ラ

ム
）

を
造
成

す
る

工
法

に
は

適
用

し
な
い

】
新

規
追

加
工

種
 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

3
7.

中
層

混
合

処
理

 

材
料

 必
須

 土
の

含
水

比
試

験
 

J
IS

 
A 

1
20

3 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

 
ア

 

 
 

土
の

湿
潤

密
度

試
験

 
J
IS

 
G 

0
19

1 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

 
ア

 

 
 

テ
ー

ブ
ル

フ
ロ

ー
試

験
 

J
IS

 
R 

5
20

1 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

 
ア

 

 
 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

(
改

良
体

の
強

度
) 

J
IS

 
A 

1
21

6 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

 
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

 
ア

 

 
 

そ
の

他
 

土
粒

子
の

密
度

試
験

 
J
IS

 
A 

1
20

2 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

土
質

の
変

化
し

た
と

き
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
。

 
 

エ
 

セ
ン

タ

ー
で

行

う
 

 
 

土
の

粒
度

試
験

 
J
IS

 
A 

1
20

4 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

土
質

の
変

化
し

た
と

き
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
。

 
 

 
 

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
 

J
IS

 
A 

1
20

5 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

土
質

の
変

化
し

た
と

き
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
。

 
 

 
 

 
土

の
一

軸
圧

縮
試

験
 

J
IS

 
A 

1
21

6 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

土
質

の
変

化
し

た
と

き
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
。

 
 

 
 

 
土

の
圧

密
試

験
 

J
IS

 
A 

1
21

7 
設

計
図

書
に

よ
る

。
 

土
質

の
変

化
し

た
と

き
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
。

 
 

ア
 

 
 

 
土

懸
濁

液
の

pH
試

験
 

J
GS

 
02

1
1 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
有

機
質

土
の

場
合

は
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
 

 
ア

 

 
 

 
土

の
強

熱
減

量
試

験
 

J
GS

 
02

2
1 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 
有

機
質

土
の

場
合

は
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
 

 
ア

 

 
施

工
 必

須
 深

度
方

向
の

品
質

確
認

（
均

質
性

）
 

試
料

採
取

器
ま

た
は

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
の

目
視

確
認

 採
取

し
た

試
料

の
フ

ェ
ノ

ー
ル

フ
タ

レ
イ

ン
反

応
試

験
に

よ
る

均
質

性
の

目
視

確
認

 

1
,0

0
0m

3～
4
,0

0
0m

3
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
 

試
料

採
取

器
ま

た
は

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
で

採
取

さ
れ

た
改

良
体

上
、

中
、
下

に
お

い
て

連
続

さ
れ

て
改

良
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
フ

ェ
ノ

ー
ル

フ
タ

レ
イ

ン
反

応
試

験
に

よ
り

均
質

性
を

目
視

確
認

す
る

。
 

現
場

の
条

件
、
規

模
等

に
よ

り
上

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

監
督

員
の

指
示

に
よ

る
。

 

1
. 

実
施

頻
度

は
、

監
督

員
と

の
協

議
に

よ
る

。
 

2
. 

ボ
ー

リ
ン

グ
等

に
よ

り
供

試
体

を
採

取
す

る
。
 

イ
 

 
 

 
土

の
一

軸
圧

縮
試

験
(
改

良
体

の
強

度
) 

J
IS

 
A 

1
21

6 
①

 
各

供
試

体
の

試
験

結
果

は
改

良

地
盤

設
計

強
度

の
85

％
以

上
。

 

②
 1

回
の

試
験

結
果

は
改

良
地

盤
設

計
強

度
以

上
。

 

な
お

、
1
回

の
試

験
と

は
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

 

1
,0

0
0m

3～
4
,0

0
0m

3
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
 

試
験

は
改

良
体

に
つ

い
て

上
、
中

、
下

そ
れ

ぞ
れ

1
供

試
体

で
1
回

と

す
る

。
 

現
場

の
条

件
、
規

模
等

に
よ

り
上

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

監
督

員
の

指
示

に
よ

る
。

 

実
施

頻
度

は
、

監
督

員
と

の
協

議
に

よ
る

。
 

エ
 

セ
ン

タ

ー
で

行

う
 

  【
３

８
 
置
換

工
中

（
砕

石
）、

３
９
 
置
換

工
（

砕
石

）
】
県

独
自

工
種

 
・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
 

変
更

箇
所

は
【

路
盤
、

舗
装

関
係

】
に

記
載

の
と
お

り
 

 【
４

０
 
石
積

(
張
)
工
】
県

独
自

工
種

 
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
 

変
更

な
し
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-
 
3
7
 
- 

【
４

１
 
橋
梁

耐
震

補
強

工
（
落

橋
防
止

装
置

）
溶

接
工

】
県

独
自
工

種
・

・
・

・
H2
8
.1
.
1
9
通
知

に
よ

り
追

加
（

溶
接

工
の
改

正
に

よ
り

一
部

変
更

）
※

変
更

箇
所

は
溶

接
工

を
参

照
 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

4
1 

橋
梁

耐
震

補
強

工 (落 橋
防

止
装

置
)

溶
接

工
 

施
工

 必
須

 突
合

せ
溶

接
継

手
の

内
部

欠
陥

に
対

す
る

検
査

 

J
IS

 
Z 

3
10

4 

J
IS

 
Z 

3
06

0 

試
験

で
検

出
さ

れ
た

き
ず

寸
法

は
、
設

計
上

許
容

さ
れ

る
寸

法
以

下
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

た
だ

し
、
寸

法
に

よ
ら

ず
表

面
に

開
口

し
た

割
れ

等
の

面
状

き
ず

は
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

 

な
お

、
放

射
線

透
過

試
験

に
よ

る
場

合
に

お
い

て
、
板

厚
が

2
5m

m
以

下
の

試
験

の
結

果
に

つ
い

て
は

、
以

下
を

満
た

す

場
合

に
は

合
格

と
し

て
よ

い
。

 

・
引

張
応

力
を

受
け

る
溶

接
部

は
、
JI
S 
Z 
31

04
附

属
書

4

（
透

過
写

真
に

よ
る

き
ず

の
像

の
分

類
方

法
）
に

示
す

2
類

以
上

と
す

る
。

 

・
圧

縮
応

力
を

受
け

る
溶

接
部

は
、
JI
S 
Z 
31

04
附

属
書

4

（
透

過
写

真
に

よ
る

き
ず

の
像

の
分

類
方

法
）
に

示
す

3
類

以
上

と
す

る
。

 

な
お

、
板

厚
が

25
mm

を
超

え
る

場
合

は
、

内
部

き
ず

寸
法

の
許

容
値

を
板

厚
の

1/
3
と

す
る

。
た

だ
し

、
疲

労
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

継
手

で
は

、
所

定
の

強
度

等
級

を
満

た
す

上

で
許

容
で

き
る

き
ず

寸
法

は
こ

の
値

よ
り

小
さ

い
場

合
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

。
 

放
射

線
透

過
試

験
の

場
合

は
JI

S 
Z 

3
10

4
に

よ
る

。
 

超
音

波
探

傷
試

験
（

手
探

傷
）
の

場
合

は
JI

S
 Z

 
30

60
に

よ
る

。
 

全
溶

接
箇

所
を

検
査

す
る

。
 

・
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部

材
編

 表
-解

20
.8

.
6
及

び
表

-解
20

.8
.
7
に

各
継

手
の

強
度

等

級
を

満
た

す
上

で
の

内
部

き
ず

寸
法

の
許

容
値

が
示

さ
れ

て
い

る
。
な

お
、
表

-解
20

.
8.

6
及

び
表

-解
2
0.

8
.7

に
示

さ
れ

て
い

な
い

強
度

等
級

を
低

減
さ

せ
た

場
合

な
ど

の
継

手
の

内
部

き
ず

寸
法

の
許

容
値

は
、「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書
・
同

解
説

」

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編

8.
3.

2
継

手
の

強
度

等
級

に
示

さ
れ

て
い

る
。

 

 （
非

破
壊

試
験

を
行

う
者

の
資

格
）

 

・
放

射
線

透
過

試
験

を
行

う
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
お

け

る
レ

ベ
ル

2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

 

・
超

音
波

自
動

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に

お
け

る
レ

ベ
ル

3
の

資
格

と
す

る
。

 

・
手

探
傷

に
よ

る
超

音
波

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探

傷
試

験
に

お
け

る
レ

ベ
ル

2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

 

ア
 

 
 

 
外

観
検

査
（

割
れ

）
 

・
目

視
 

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た

上
で

目
視

検
査

す
る

。
目

視
は

全
延

長

実
施

す
る

。
た

だ
し

、
判

定
が

困
難

な

場
合

は
、
磁

粉
探

傷
試

験
ま

た
は

浸
透

探
傷

試
験

を
用

い
る

 

磁
粉

探
傷

試
験

ま
た

は
浸

透
探

傷
試

験
を

行
う

者
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

試
験

の
種

類
に

対
応

し
た

JI
S 

Z 
23

05
（

非
破

壊
試

験
－

技
術

者
の

資
格

及
び

認
証

）
に

規
定

す
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資

格
を

有
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

ウ
 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

ビ
ー

ド

表
面

の
ピ

ッ
ト

）
 

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

 

断
面

に
考

慮
す

る
突

合
せ

溶
接

継
手

、
十

字
溶

接
継

手
、
Ｔ

溶
接

継
手

、
角

溶
接

継
手

に
は

、
ビ

ー
ド

表
面

に
ピ

ッ
ト

が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
そ

の
他

の
す

み
肉

溶
接

及
び

部
分

溶

込
み

開
先

溶
接

に
は

、
1
継

手
に

つ
き

３
個

ま
た

は
継

手
長

さ
1m

に
つ

き
3
個

ま
で

を
許

容
す

る
。

た
だ

し
、

ピ
ッ

ト

の
大

き
さ

が
1m

m
以

下
の

場
合

は
、
3
個

を
1
個

と
し

て
計

算
す

る
。

 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た

上
で

、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇

所
を

測
定

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施

す
る

。
 

 

ウ
 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

ビ
ー

ド

表
面

の
凹

凸
）

 

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

 

ビ
ー

ド
表

面
の

凹
凸

は
、
ビ

ー
ド

長
さ

25
mm

の
範

囲
で

3m
m

以
下

。
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た

上
で

、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇

所
を

測
定

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施

す
る

。
 

 

ウ
 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

ア
ン

ダ

ー
カ

ッ
ト

）
 

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

 

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・
鋼

部
材

編
20

.8
.6

外
部

き
ず

検
査

の
規

定
に

よ
る

。
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た

上
で

、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇

所
を

測
定

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施

す
る

。
 

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・
鋼

部
材

編
 表

-解
2
0.

8
.4

及
び

表
-解

20
.
8.

5
に

各
継

手
の

強
度

等
級

を
満

た
す

う
え

で
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
が

示
さ

れ
て

い
る

。
表

-解
20

.
8.

4
及

び
表

-解
20

.
8.

5
に

示
さ

れ
て

い
な

い
継

手
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
は

、「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋
・
鋼

部
材

編
8.

3.
2
継

手
の

強

度
等

級
に

示
さ

れ
て

い
る

。
 

ウ
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-
 
3
8
 
- 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

 
 

 
外

観
検

査
（

オ
ー

バ
ー

ラ

ッ
プ

）
 

・
目

視
 

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た

上
で

目
視

検
査

す
る

。
目

視
は

全
延

長

実
施

す
る

。
 

 

ウ
 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

す
み

肉

溶
接

サ
イ

ズ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

 

す
み

肉
溶

接
の

サ
イ

ズ
及

び
の

ど
厚

は
、
指

定
す

み
肉

サ
イ

ズ
及

び
の

ど
厚

を
下

回
っ

て
は

な
ら

な
い

。
 

だ
だ

し
、

１
溶

接
線

の
両

端
各

50
mm

を
除

く
部

分
で

は
、

溶
接

長
さ

の
10

％
ま

で
の

範
囲

で
、

サ
イ

ズ
及

び
の

ど
厚

と
も

に
－

1.
0m

m
の

誤
差

を
認

め
る

。
 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た

上
で

、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇

所
を

測
定

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施

す
る

。
 

 

ウ
 

 
 

 
外

観
形

状
検

査
（

余
盛

高

さ
）

 

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

 

設
計

図
書

に
よ

る
。

 

設
計

図
書

に
特

に
仕

上
げ

の
指

定
の

な
い

開
先

溶
接

は
，
以

下
に

示
す

範
囲

内
の

余
盛

り
は

仕
上

げ
な

く
て

よ
い

。
余

盛

高
さ

が
以

下
に

示
す

値
を

超
え

る
場

合
は

、
ビ

ー
ド

形
状

、

特
に

止
端

部
を

滑
ら

か
に

仕
上

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 ビ
ー

ド
幅

(B
[m

m
])

余
盛

高
さ

(h
[m

m
])

 

 
 B

＜
1
5 

 ：
 

 
h≦

3 

 
15

≦
B＜

25
 ：

 
 

h≦
4 

 
 2

5≦
B 

 
：

  
h≦

（
4／

25
）
・

B 

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た

上
で

、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇

所
を

測
定

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施

す
る

。
 

 

ウ
 

 【
４

２
 
橋
梁

耐
震

補
強

工
（
落

橋
防
止

装
置

）】
県
独

自
工
種

・
・
・

・
H
2
8
.1
.
19

通
知
に

よ
り
追

加
※

変
更

な
し

 

工
種

 
種

別
 試

験

区
分

 
試

験
項

目
 

試
験

方
法

 
規

格
値

 
試

験
基

準
 

摘
要

 

試
験

 

場
所

 

の
区

分
 

4
2 

橋
梁

耐
震

補
強

工 (落 橋
防

止
装

置
) 

施
工

 必
須

 定
着

ア
ン

カ
ー

引
抜

試
験

 
 

設
計

図
書

に
お

け
る

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
１

本
当

た
り

の
作

用
引

抜
荷

重
以

上
 

ア
ン

カ
ー

径
毎

に
３

本
以

上
 

 

イ
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-
 
1
 
- 

写
真

管
理

基
準

 
変

更
箇

所
一

覧
表

 
 １

．
新
規

に
追

加
し

た
工

種
、

撮
影
項

目
 

（
品

質
管

理
）
 

番
号

 
工

種
 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

整
理

条
件

 
摘

 要
 

1
0 

グ
ー

ス
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
（

舗
装

現
場

）
 

温
度

測
定

 
合

材
の

種
類

毎
に

1
回

〔
試

験
実

施
中

〕
 

不
要

 
 

8 2
9 

3
0 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

（
プ

ラ
ン

ト
）

 

排
水

性
舗

装
工
・
透

水
性

舗
装

工
（

プ
ラ

ン
ト

）
 

プ
ラ

ン
ト

再
生

舗
装

工
（

プ
ラ

ン
ト

）
 

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 
合

材
の

種
類

毎
に

1
回

〔
試

験
実

施
中

〕
 

不
要

 
 

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

 

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
 

2
9 

排
水

性
舗

装
工
・
透

水
性

舗
装

工
（

プ
ラ

ン
ト

）
 

カ
ン

タ
ブ

ロ
試

験
 

合
材

の
種

類
毎

に
1
回

〔
試

験
実

施
中

〕
 

不
要

 
 

2
5 

吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

NA
TM

）
 

吹
付

け
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

初
期

強
度

 
ト

ン
ネ

ル
施

工
長

40
m
ご

と
に

1
回

 
不

要
 

 

3
4 

中
層

混
合

処
理

 
テ

ー
ブ

ル
フ

ロ
ー

試
験

 
適

宜
〔

試
験

実
施

中
〕

 
不

要
 

 

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

 
材

質
毎

に
1
回

〔
試

験
実

施
中

〕
 

不
要

 
 

（
出

来
形

管
理

）
 

編
章

節
 

工
種

 
撮

影
項

目
 

撮
影

頻
度

〔
時

期
〕

 
整

理
条

件
 

摘
 

要
 

3
-2

-
3 

小
段

排
水

工
 

幅
、

厚
さ

 
２

０
０

ｍ
又

は
１

施
工

箇
所

に
１

回
（埋

戻
し

前
） 

代
表

箇
所

 
各

１
枚

 
3
-2

-
3-

2
9-

2
に

準
拠

 

縦
排

水
工

 
幅

、
厚

さ
 

２
０

０
ｍ

又
は

１
施

工
箇

所
に

１
回

（埋
戻

し
前

） 
代

表
箇

所
 

各
１

枚
 

3
-2

-
3-

2
9-

2
に

準
拠

 

張
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

 
厚

さ
 

１
施

工
箇

所
に

１
回

（施
工

後
） 

代
表

箇
所

 

各
１

枚
 

3
-2

-
3-

2
9-

2
に

準
拠

 

3
-2

-
6-

1
2-

1
1
（

一
般

舗
装

工
）

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工

（
連

続
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

）
 

石
粉

、
 

プ
ラ

イ
ム

コ
ー

ト
 

各
層

毎
に

1
回

〔
散

布
時

〕 
代

表
箇

所
 

 
 各

1
枚

 

3
-2

-
6-

1
2 

鉄
筋

寸
法

、
位

置
 

8
0ｍ

又
は

1
施

工
箇

所
に

1
回

〔据
付

後
〕 

横
膨

張
目

地
部

ダ
ウ

ェ
ル

バ
ー

寸

法
、

位
置

 

1
施

工
箇

所
に

１
回

〔
据

付
後

〕 

縦
そ

り
突

合
せ

目
地

部
・
縦

そ
り

ダ
ミ

ー
目

地
部

タ
イ

バ
ー

寸
法

、
位

置
 

8
0ｍ

又
は

1
施

工
箇

所
に

1
回

〔据
付

後
〕 

平
坦

性
 

１
工

事
に

１
回

〔
実

施
中

〕 

厚
さ

 
各

層
毎

20
0ｍ

又
は

1
施

工
箇

所
に

1
回

 

 
〔
型

枠
据

付
後

〕
〔ス

リ
ッ

プ
フ

ォ
ー

ム
工

法
の

場
合

は
打

設
前

後
〕 

た
だ

し
、

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
(案

)」
、

「地
上

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ

ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事
編

）
(案

)」
、

「
地

上
移

動
体

掲
載

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
簡

易
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
(案

)」
、

「
Ｔ

Ｓ
（ノ

ン
プ

リ
ズ

ム
方

式
）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事

編
）
(案

)」
に

よ
り

「
厚

さ
あ

る
い

は
標

高
較

差
」
を

管
理

す
る

場
合

は
各

層
毎

1
工

事
に

1
回

［
整

正
後

］ 

目
地

段
差

 
１

工
事

に
１

回
 

3
-2

-
7-

9
-2

（
地

盤
改

良
工

）
 

固
結

工
 

(中
層

混
合

処
理

) 

施
工

厚
さ

 

幅
 

1
,0

0
0
m

3
～

4
,0

00
m

3
に

つ
き

1
回

、
又

は
施

工
延

長
4
0m

(測
点

間
隔

2
5m

の
場

合
は

50
m

)に
つ

き
1
 回

。

〔
施

工
厚

さ
 

 施
工

中
〕〔

幅
  

施
工

後
〕 

た
だ

し
、

「
施

工
履

歴
デ

ー
タ

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
表

層
安

定
処

理
等

・
中

層
地

盤
改

良
工

事
編

）

（
案

）
」に

よ
り

出
来

形
管

理
資

料
を

提
出

す
る

場
合

は
、

出
来

形
管

理
に

関
わ

る
写

真
管

理
項

目
を

省
略

で
き

る
。

 

代
表

箇
所

 

 
 

各
１

枚
 

3
-2

-
7-

9 
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-
 
2
 
- 

編
章

節
 

工
種

 
撮

影
項

目
 

撮
影

頻
度

〔
時

期
〕

 
整

理
条

件
 

摘
 

要
 

3
-2

-
15

-
3（

擁
壁

工
）

 
盛

土
補

強
工

 

（
補

強
土

（
テ

ー
ル

ア
ル

メ
工

法
）（

多
数

ア
ン

カ
ー

式
補

強
土

工
法

）（
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
を

用
い

た
補

強
土

工
法

）
 

高
さ

 

鉛
直

度
 

1
20

ｍ
又

は
１

施
工

箇
所

に
１

回
 

 
〔
施

工
後

〕 
 代

表
箇

所
 

 
 

各
１

枚
 

3
-2

-
15

-
3 

そ
の

他
 

維
持

修
繕

工
関

係
 

 
応

急
処

置
 

処
理

の
状

況
 

そ
の

都
度

 
〔施

工
前

後
〕 

 
適

宜
 

そ
の

他
 

 ２
．

廃
止

し
た

撮
影

項
目

 

（
出

来
形

管
理

）
 

           

 ３
．

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

よ
る

写
真

管
理
基

準
（

撮
影

頻
度

、
整

理
条
件

）
の

追
加

 

【
3
次
元

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
等
の

活
用

に
よ

る
写
真

管
理

基
準

の
追

加
】

 

（
全

体
）
 

区
分

 
工

種
 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
の

追
加

事
項

 
整

理
条

件
の

追
加

事
項

 

施
工

状
況

 
図

面
と

の
不

一
致

 
図

面
と

現
地

と
の

不
一

致

の
写

真
 

た
だ

し
、「

空
中

写
真

測
量
（

無
人

航
空

機
）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

に
よ

る
場

合
は

、
撮

影
毎

に
1
回

〔
発

生
時

〕
 

 た
だ

し
、「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
））

」、
「

Ｔ
 Ｓ

（
ノ

ン

プ
リ

ズ
ム

方
式

）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
Ｒ

Ｔ
Ｋ

－
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）（

案
）
」、
「

地
上

型
レ

ー
 ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）
(案

）」
、「

無
人

航
空

機
搭

載
型

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）
」、
「

地
上

移
動

体
搭

載
型

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）
」
に

よ
る

場
合

は
、
計

測
毎

に
１

回
〔

発

生
時

〕
 

た
だ

し
、「

空
中

写
真

測
量
（

無
人

航
空

機
）
 を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

に
よ

る
場

合
は

、
写

真
測

量
に

使
用

し
た

す
べ

て
の

画
像

（
IC

ON
フ

ォ
ル

ダ
に

格
納

）
 

 た
だ

し
、「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
 編

）（
案

）
」
、
「

Ｔ
 Ｓ

（
ノ

ン
プ

リ
ズ

ム
方

式
）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
Ｒ

Ｔ
Ｋ

－
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
無

人
航

空
機

搭
載

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）
(案

）
」、
「

地
上

移
動

体
搭

載
型

レ
ー

ザ
ー

ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）（

案
）」

に
よ

る
場

合
は

、
代

表
箇

所
各

１
枚

 

編
章

節
 

工
種

 
撮

影
項

目
 

撮
影

頻
度

〔
時

期
〕

 
整

理
条

件
 

1
-3

-
7（

鉄
筋

工
）

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
 

打
継

目
処

理
、

締
固

施
工

状
況

 
工

種
種

別
毎

に
1

回
〔
施

工
時

〕 
代

表
箇

所
 

各
１

枚
 

養
生

 
養

生
状

況
 

工
種

種
別

毎
に

1
回

、
養

生
方

法
毎

に
1

回
〔
養

生
時

〕 
代

表
箇

所
 

各
１

枚
 

3
-2

-
3-

1
7（

共
通

工
種

）
 

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク
工

 
据

付
状

況
 

1
施

工
箇

所
に

1
回

〔施
工

後
〕 

代
表

箇
所

 

各
１

枚
 

7
-2

-
6-

3（
根

固
め

工
）

 
根

固
め

ブ
ロ

ッ
ク

工
 

据
付

状
況

 
1

施
工

箇
所

に
1

回
〔据

付
後

〕 
代

表
箇

所
 

各
１

枚
 

7
-2

-
7-

3（
消

波
工

）
 

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

工
 

据
付

状
況

 
1

施
工

箇
所

に
1

回
〔施

工
後

〕 
代

表
箇

所
 

各
１

枚
 

8
-3

-
6-

4（
山

腹
水

路
工

）
 

山
腹

明
暗

渠
工

 
管

布
設

状
況

 
全

数
〔埋

め
戻

し
前

〕 
不

要
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-
 
3
 
- 

（
品

質
管

理
）
 

番
号

 
工

種
 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
の

追
加

事
項

 

1
1 

1
2 

1
5 

1
9 

2
0 

2
1 

路
床

安
定

処
理

工
 

表
層

安
定

処
理

工
（

表
層

混
合

処
理

）
 

補
強

土
壁

工
 

河
川

・
海

岸
土

工
（

施
工

）
 

砂
防

土
工

 

道
路

土
工

（
施

工
）

 

現
場

密
度

の
測

定
 

た
だ

し
、「

Ｔ
Ｓ
・
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い
た

盛
土

の
締

固
め

管
理

要
領

」
に

よ

る
場

合
は

、
写

真
管

理
を

省
略

す
る

 

（
出

来
形

管
理

）
 

編
章

節
 

工
種

 
撮

影
項

目
 

撮
影

頻
度

〔
時

期
〕

の
追

加
事

項
 

摘
要

の
追

加
事

項
 

1
-2

-
3-

2
(河

川
・

海
岸

・
砂

防
土

工
) 

1
-2

-
3-

3 

1
-2

-
4-

2
(道

路
土

工
) 

1
-2

-
4-

3 

1
-2

-
4-

4 

掘
削

工
 

盛
土

工
 

路
体

盛
土

工
、

路
床

盛
土

工
 

法
長

 

幅
 

「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
Ｔ

Ｓ
（

ノ
ン

プ
リ

ズ
ム

方
式

）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）」

、「
Ｒ

Ｔ
Ｋ

-Ｇ
Ｎ

 

Ｓ
Ｓ

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
無

人
航

空
機

搭
載

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

、「
地

上
移

動
体

搭
載

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）」

に
よ

る
場

合
は

１
工

事
に

1
回

〔
施

工
後

〕
 

・
出

来
映

え
の

撮
影

 

・
TS

等
の

設
置

状
況

と
出

来
形

計

測
対

象
点

上
の

プ
リ

ズ
ム

の
設

置

状
況

（
プ

リ
ズ

ム
が

必
要

な
場

合

の
み

）
が

わ
か

る
よ

う
に

撮
影

 

「
空

中
写

真
測

量
（

無
人

航
空

機
）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）
」
に

基
づ

き

写
真

測
量

に
用

い
た

画
像

を
納

品
す

る
場

合
に

は
、

写
真

管
理

に
代

え
る

こ
と

が
出

来
る

。
 

 

1
-2

-
3-

3
(河

川
・

海
岸

・
砂

防
土

工
) 

1
-2

-
4-

3
(道

路
土

工
) 

1
-2

-
4-

4 

盛
土

工
 

路
体

盛
土

工
、

路
床

盛
土

工
 

巻
出

し
厚

 
「

Ｔ
Ｓ

・
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
」

に
お

け
る

「
締

固
め

層
厚

分
布

図
」

を
提

出
す

る
場

合
は

写
真

不
要

 

 

3
-2

-
6-

7
(一

般
舗

装
工

) 

3
-2

-
6-

8 

3
-2

-
6-

9 

3
-2

-
6-

1
0 

3
-2

-
6-

1
1 

3
-2

-
6-

1
2 

ｱ
ｽﾌ

ｧ
ﾙﾄ

舗
装

工
、
半

た
わ

み
性

舗
装

工
、
排

水
性

舗
装

工
、
透

水
性

舗
装

工
、
ｸﾞ

ｰｽ
ｱ
ｽﾌ

ｧ
ﾙﾄ

舗
装

工
、

ｺﾝ
ｸﾘ

ｰ
ﾄ舗

装
工

、
 

下
層

路
盤

工
・
上

層
路

盤
工
・
粒

度
調

整
路

盤
・
ｾﾒ

ﾝ
ﾄ安

定
処

理
・
加

熱
ｱｽ

ﾌ
ｧﾙ

ﾄ安
定

処

理
工

・
基

層
工

・
表

層
工

 

厚
さ

 
た

だ
し

、「
Ｔ

Ｓ
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
、「

地
上

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
、「

地
上

移
動

体
掲

載

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
簡

易
要

領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
、「

Ｔ
Ｓ
（

ノ
ン

プ
リ

ズ
ム

方
式

）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
に

よ
り
「

厚
さ

あ
る

い

は
標

高
較

差
」

を
管

理
す

る
場

合
は

各
層

毎
1
工

事
に

1
回

［
整

正
後

］
 

 

幅
 

た
だ

し
、「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
、「

地
上

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
、「

地
上

移
動

体
搭

載

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

）
編

(案
)」

、「
Ｔ

Ｓ
（

ノ
ン

プ
リ

ズ
ム

方
式

）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
に

よ
る

場
合

は
各

層
毎

1
工

事
に

1
回

〔
整

正
後

〕
 

 

3
-2

-
6-

1
3（

一
般

舗
装

工
）

 

3
-2

-
6-

1
4 

薄
層

カ
ラ

ー
舗

装
工

、
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

 

下
層

路
盤

工
・
上

層
路

盤
工
・
粒

度
調

整
路

盤
・
ｾﾒ

ﾝ
ﾄ安

定
処

理
・
加

熱
ｱｽ

ﾌ
ｧﾙ

ﾄ安
定

処

理
工

・
基

層
工

 

幅
 

た
だ

し
、「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
に

よ
る

場
合

は
各

層
毎

1
工

事
に

1
回

〔
整

正
後

〕
 

 

3
-2

-
6-

1
5（

一
般

舗
装

工
）

 
路

面
切

削
工

 
幅

 

厚
さ

（
基

準
高

）
 

た
だ

し
、「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方

式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

舗
装

工
事

編
）
(案

)」
に

よ
る

場
合

は
各

層
毎

1
工

事
に

1
回

〔
整

正
後

〕
 

 

3
-2

-
7-

9
-1

（
地

盤
改

良
工

）
 

固
結

工
 

（
粉

末
噴

射
攪

拌
工

）
 

（
高

圧
噴

射
攪

拌
工

）
 

（
ス

ラ
リ

ー
攪

拌
工

）
 

（
生

石
灰

パ
イ

ル
工

）
 

深
度

 
た

だ
し

、
（

ス
ラ

リ
ー

攪
拌

工
）

に
お

い
て

、
「

施
工

履
歴

デ
ー

タ
を

用
 い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
固

結
工

（
ス

ラ
リ

ー
撹

拌
工

）
編

）（
案

）」
に

よ
り

出
来

形
管

理
資

料
を

提
出

す
る

場
合

は
、

出
来

形
管

理
に

関
わ

る
写

真
管

理
項

目
を

省
略

で
き

る
。
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節
 

工
種

 
撮

影
項

目
 

撮
影

頻
度

〔
時

期
〕

の
追

加
事

項
 

摘
要

の
追

加
事

項
 

3
-2

-
14

-
4-

1（
法

面
工

）
 

法
枠

工
 

（
現

場
打

法
枠

工
）

 

（
現

場
吹

付
法

枠
工

）
 

法
長

、
 

幅
、

 

高
さ

、
 

枠
中

心
間

隔
 

た
だ

し
、「

空
中

写
真

測
量
（

無
人

航
空

機
）
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

土
工

編
）（

案
）」

に

基
づ

き
写

真
測

量
に

用
い

た
画

像
を

納
品

す
る

場
合

に
は

、
写

真
管

理
に

代
え

る
こ

と
が

出
来

る
。
 

 

  ４
．

写
真

管
理

基
準

の
う

ち
撮

影
項
目

、
頻

度
等

の
変

更
 

（
全

体
）
 

区
分
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

施
工

状
況

 
工

事
施

工
中

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕

及
び

摘
要

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 
摘

要
 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

整
理
条

件
 

施
工

中
の

写
真

 
高

度
技

術
・

創
意

工
夫

・

社
会

性
等

に
関

す
る

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

よ
う

に
適

宜
 

不
要

 
高

度
技

術
・

創
意

工
夫

・

社
会

性
等

に
関

す
る

実
施

状
況

の
提

出
資

料
に

添
付

 

 

 

写
真

管
理

項
目

 
摘

要
 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

整
理

条
件

 

施
工

中
の

写
真

 
創

意
工

夫
・

社
会

性
等

に

関
す

る
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
よ

う
に

適
宜

 

不
要

 
創

意
工

夫
・

社
会

性
等

に

関
す

る
実

施
状

況
の

提
出

資
料

に
添

付
 

 

（
品

質
管

理
）
 

番
号
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

3
1 

工
場

製
作

工
 

撮
影

頻
度

〔
時

期
〕

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 
摘

要
 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

整
理
条

件
 

在
庫

品
切

出
状

況
 

形
状

毎
に

1
回

〔
切

出
時

〕
 

不
要

 
在

庫
品

を
切

出
し

使
用

す

る
場

合
 

 

 

写
真

管
理

項
目

 
摘

要
 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

整
理

条
件

 

在
庫

品
切

出
 

当
初

の
物

件
で

1
枚

〔
切

出
時

〕
 

※
他

は
焼

き
増

し
 

不
要

 
  

 

（
出

来
形

管
理

）
 

編
章

節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

1
-2

-
3-

4（
河

川
・
海

岸
・
砂

防
土

工
） 

盛
度

補
強

工
 

（
補

強
土
（

テ
ー

ル
ア

ル
メ

）

壁
工

法
）

 

（
多

数
ア

ン
カ

ー
式

補
強

土

工
法

）
 

（
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
を

用

い
た

補
強

土
工

法
）

 

撮
影

頻
度

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

控
え

長
さ

 
4
0
m
又

は
1
施

工
箇

所
に

1
回

 

各
層

ご
と

に
全

景
1
回

〔
施

工
後

〕
 

 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

控
え

長
さ

 
1
2
0
m
又

は
1
施
工

箇
所

に
1
回

 

〔
施

工
後

〕
 

 

1
-3

-
7-

4
-1

（
鉄

筋
工

）
 

組
立

て
 

撮
影

項
目

の
変

更
 

位
置

、
間

隔
、
 

継
手

寸
法

 

平
均

間
隔

 

継
手

寸
法
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節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

3
-2

-
4-

4（
基

礎
工

）
 

3
-2

-
4-

5 

既
製

杭
工

 

（
既

製
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

）
 

（
鋼

管
杭

）
 

（
H
鋼

杭
）

 

場
所

打
杭

工
 

撮
影

頻
度

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

偏
心

量
 

1
施

工
箇

所
毎

1
0
本

に
1
回

。
1
施

工
箇

所
が

1
0

本
以

下
の

場
合

は
2
回

。
〔

打
込

後
〕

 

根
入

長
 

1
施

工
箇

所
毎

1
0
本

に
1
回

。
1
施

工
箇

所
が

1
0

本
以

下
の

場
合

は
2
回

。
〔

施
工

中
〕

 

杭
頭

処
理

状
況

 
1
施

工
箇

所
毎

1
0
本

に
1
回

。
1
施

工
箇

所
が

1
0

本
以

下
の

場
合

は
2
回

。
〔

処
理

前
、

中
、

後
〕

 
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

偏
心

量
 

1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
打

込
後

〕
 

 

根
入

長
 

1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
施

工
中

〕
 

 

杭
頭

処
理

状
況

 
1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
処

理
前

、
中

、
後

〕
 

 
 

3
-2

-
4-

5（
基

礎
工

）
 

場
所

打
杭

工
 

撮
影

頻
度

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

鉄
筋

組
立

状
況

 
1
施

工
箇

所
毎

1
0
本

に
1
回

。
1
施

工
箇

所
が

1
0

本
以

下
の

場
合

は
2
回

。
〔

組
立

後
〕

 
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

鉄
筋

組
立

状
況

 
1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
組

立
後

〕
 

 
 

3
-2

-
7-

9
-1

（
地

盤
改

良
工

）
 

固
結

工
 

（
粉

末
噴

射
攪

拌
工

）
 

（
高

圧
噴

射
攪

拌
工

）
 

（
ス

ラ
リ

ー
攪

拌
工

）
 

（
生

石
灰

パ
イ

ル
工

）
 

撮
影

頻
度

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

深
度

 
1
施

工
箇

所
毎

1
0
本

に
1
回

。
1
施

工
箇

所
が

1
0

本
以

下
の

場
合

は
2
回

。
〔

打
込

後
〕

 
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

深
度

 
1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
打

込
前

後
〕

 

 

3
-2

-
14

-
4（

法
面

工
）

 
法

枠
工

 

（
現

場
打

法
枠

工
） 

(現
場

吹
付

法
枠

工
）

 

撮
影

頻
度

の
変

更
 

 
撮

影
項

目
 

撮
影

頻
度

 

配
筋

状
況

 
4
0
0
㎡

に
1
回

又
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
 

〔
吹

付
前

〕
 

ア
ン

カ
ー

バ
ー

設
置

状
況

 
4
0
0
㎡

に
1
回

又
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
 

〔
吹

付
前

〕
 

 

 
撮

影
項

目
 

撮
影

頻
度

 

配
筋

状
況

 
4
0
0
㎡

に
1
回

又
は
１

施
工

箇
所

に
１

回
 

〔
吹

付
前

〕
 

ア
ン

カ
ー

バ
ー

設
置

状
況

 4
0
0
㎡

に
1
回

又
は

１
施

工
箇

所
に

１
回

 

〔
吹

付
前

〕
 

 

3
-2

-
14

-
6（

法
面

工
）

 
ア

ン
カ

ー
工

 
撮

影
頻

度
の

変
更

 
 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

削
孔

深
さ

 
1
施

工
箇

所
毎

1
0
本

に
1
回

。
1
施

工
箇

所
が

1
0

本
以

下
の

場
合

は
2
回

。
〔

削
孔

後
〕

 

配
置

誤
差

 
1
施

工
箇

所
毎

1
0
本

に
1
回

。
1
施

工
箇

所
が

1
0

本
以

下
の

場
合

は
2
回

。
〔

施
工

後
〕

 
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

削
孔

深
さ

 
1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
削

孔
後

〕
 

 

配
置

誤
差

 
1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
施

工
後

〕
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節
 

工
種
 

変
更

概
要
 

旧
 

新
 

9
-3

-
3（

ボ
ー

リ
ン

グ
工

）
 

ボ
ー

リ
ン

グ
工

 
深

度
の

撮
影

頻
度

の
緩

和
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

ボ
ー

リ
ン

グ
状

況
 

水
押

テ
ス

ト
状

況
 

グ
ラ

ウ
ト

状
況

 

深
度

 

配
置

誤
差

 

ブ
ロ

ッ
ク

毎
に

１
回

〔
施

工
中

〕
 

深
度

 
全

数
〔

施
工

中
〕

 
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

ボ
ー

リ
ン

グ
状

況
 

水
押

テ
ス

ト
状

況
 

グ
ラ

ウ
ト

状
況

 

深
度

 

配
置

誤
差

 

ブ
ロ

ッ
ク

毎
に

１
回

〔
施

工
中

〕
 

 

1
0-

1
-1

1
-6

（
落

石
雪

害
防

止
工

) 
防

雪
柵

工
 

撮
影

頻
度

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

高
さ

 
2
0
0
m
又

は
1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
施

工
後

〕
 

基
礎

幅
 

基
礎

高
さ

 

1
0
基

に
1
回

。
1
0
基

以
下

の
場

合
は

2
回

〔
施

工

後
〕

 
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
影

項
目

 
撮

影
頻

度
〔

時
期

〕
 

高
さ

 

基
礎

幅
 

基
礎

高
さ

 

2
0
0
m
又

は
1
施

工
箇

所
に

1
回

〔
施

工
後

〕
 

 

1
0-

1
-1

1
-7

（
落

石
雪

害
防

止
工

) 
雪

崩
予

防
柵

工
 

撮
影

頻
度

の
変

更
 

 

写
真

管
理

項
目

 

撮
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